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|  電電公社のテL タ通信サービス

1 台 盲 人 力

複雑・単調な計算業務から解放されて、より

創造的な仕事をしたい、あるしヰま現在要員の

ままで、より多くの設計を手がけたいなど、お

考えの方々に是非ご検討いただきたいのが、

建築技術計算用デスクサイドコンビュータ

DEMOS- E。

[ 主な対象業務]

構造系 ・建設省認定・確認申請用構造計算書作成

・骨組応力解析 、平面板応力解析

・骨組振動解析

・汎用構造解析

・構造設計図作成

. R C造耐震診断など

計画系・確認申請用日影図作成

・日照計算 ・作図など

設備系 ・空調設備設計

・空調設備消費エネルギー計算など

積算系 ・RC. S R C造く体数量計算など

、i、 ・資料繍求 ・お問い合わせは・費社名所在地電話番号お名前を

噂〉、 ご記入のうえ、左請求券を貼り下記住所へと'うぞム

。 令、検ト、 〒 530 大阪市北区中之島6- 2- 27 中之島セ ンターピル

ザ 珍 晴、、、 近 畿 電 気 通 信 局 デ ー タ 通 信 本 部 営 業 担 当 倉 (06) 446ー7081

f l ) ( 、

て宅事 ¥ 

DEMOS- Eは、 構造計算、日照計算、空調

設計、く体数量計算等あらゆる建築業務に

低コストでご利用いただけ、かつ操 作 も簡

単。また、プログラムの購入や保守料も不要

など、まさに l 台百人力の働きをお約束し

ます。

【処理料金の一例】

・構造計算C3F 、5スパンX 3スパン) …・・・・・約 9，800円

・日照計算( 建物数5----6棟 ) …一ー 約10，000円

・く体数量計算C7F 、4スパンX3スパン) .約18，000円

v 電電公社
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表紙の脱明 楠田一夫( 造形作家)

・アールヌーボー ( Ar  t  Mouveu) 

1900年前後のヨ ーロ ッパで重量星の

ように現れて消え τ いった芸術械

式であるが、当時は悪評も少なく

なし一部では悪趣味なものとし

て見られていたようだ。しかし今

日では、ヨーロ ッパの古き良き時

代を忍ぶ人達に大変なつかしがら

れて いる。
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貝塚市民福祉センター

設 計 日 建 設 計/ 大 阪

施 工 薮 内 工 務 庖
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この福祉センターは、 1 ) 福祉事務所、

2  ) 心身障害者悦) のための訓練センタ一、

3  ) 老人福祉センタ一、 4 ) 会 議 室 群 と

い う 、 従 来 お の お の 独 立 し た 施 設 と し て

建設されてきたものを、 1 つ の 建 物 の 中

に 複 合 し よ う と い う も の で 、 小 規 模 な 自

治 体 が 多 様 な 福 祉 的 要 求に応ずる 一 方 策

と し て 、 今 後 多 く の 例 が 見 ら れ る こ と だ

ろう 。

敷 地 は 、 貝 塚 市 の 駅 前 商 業 地 域 か ら 少 し

離 れ て 、 田 園 風 長の 中 に 、 市 庁 舎 、 図 書

館 、 保 健 所 、 商 工 会 館 な ど が 集 ま ってい

る 地 域 の 、 市 庁 舎 の 正 面 に あ た る 位 置 に

ある 。 基本 的 な 階 構 成 に つ い て は 、 こ の

地 域 が 将 来 に わ た って 市 の 行 政 、 文 化 セ

ン タ ー と し て さ ら に 拡 充 さ れ る で あ ろ う

こ と を 考 え 、 そ の 一 角 を 構 成 す る に ふ さ

わ し い ス ケ ー ル や 形 態 、 さ ら に 前 庭 の 確

保 と い う 点 か ら 、 市 当 局 の 立 案 に 沿 って

前 述 の 4 つ の 機 能 を そ れ ぞ れ 1 つ ず つ の

階 に ま と め て 4 層 構 成 と し 、 垂 直 方 向 の

移 動 は 身 障 者 用 の 設 備 を し た エ レ ベ ー タ

ー に よ る も の と し た 。

こ の よ う な 「 福 祉 セ ン タ ー J と い う 形 式

は 、 限 ら れ た 人 貝 、 コ ス ト で よ り 多 様 な

サ ー ビ ス が 可 能 と な り 、 ま た 多 様 な 来 館

者 ど う し の 交 流 に も 役 立 つ と い う メ リ ッ

ト を 期 待 で き る 反 面 、 殊 に 建 築 的 配 慮 を

必要とする人々を安全に収容することが、

計 画 上 の 課 題 と な る 。 こ れ に つ い て わ れ

われは、 2 階 身 障 者 ゾ ー ン に 屋 上 広 場 を

設 け て 、 障 害 児 通 園 事 業 の 際 の 図 庭 と す

る と と も に 非 常 時 の 1 次 避 難 の 場 所 と し

たり、パノレコニーの設置、音とともに光

に よ る 非 常 警 報 装 置 、 そ の 他 、 多 く の 注

意、を払 っ た。 ま た 外 観 お よ び 室 内 デ ザ イ

ンについては、「福祉」という言葉に暗い

イ メ ー ジ を 与 え な い よ う に 、 で き る だ け

明 る く 、 開 放 的 な も の と な る よ う に 心 が

けた。 ( 岡 本 隆/ 日建設計)

日目

市T附ーー

l  南東而をみる

2  池の対伴より 北面 をみる

3  南而外観

4  玄関ホールより外をみる

搬影 つね主りすた L お( 1 )  

佐道カメラ且; ( 2 、3 .  4  )  

3  



貝 塚 市 民 福 祉 セ ン タ ー

回

4  

5  吹抜ンャンデリ 7 9.  1  階ロビー

6  機能回復訓練室 ( 2 階) 10. . t 人センタ一広! i l 1 ( 3 階)

7  幼児訓料' 宝 ( 2 陪) 11 応機室 ( 4 階)

8.  . t 人センターラウンジ ( 3 階 ) 12 大会議室( 4 階 )

繊 彩 つ ね な り す た じ お ( 6 . 7. 8. 9 )

日 }: /j i {写 J :t:室 ( 5. 10. 11. 12)



ロビー

4 階平面図

2 階平面図

10  20( . )  

Lーー- Ji  
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1 階平面図

Ｈｾ ｾ備業者 l車協Ml i ./'i 501'¥町i )

給排水衛生設備
生 長 管 工 業

空気調和設備
カ ン ダ ン

電気設備
ェ 和 電 気 土 木 工 事

大 阪 支 庖

昇降機設備
三 菱 電 機 大 阪 営業 所

石
旭 大 理 石 工 作 所

塗 装
東 塗 装 庖

防 水
池 田 渥 青 工 業

内 装
イ ン ア リ ア 泉

選鍛設備 上回消防建設

鳶 ・土 大 西 組

吹 付 河内美建

壬話乙リ己i手品ぶれ 北 本 商 底

総 帳 住江織物

家 具
泉 州 デ パ ー ト

家具・カ ーベット
1宮 島 屋 大 阪 底 装飾 部

植 樹 中塚造園

コンクリート 南寅建材

浄化槽
西 原 ネ オ 工 業

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

精 進 規 模

工 期

大 阪 府 貝 塚 市 加 治 3 8 3 - 5  

3 ，9 0 5 m・

1 ，3 6 3 . 4 6 m・

3，88 2. 01 m'  

R C 、 4 F ( 一 部 5 F )  

昭 和 54年 7 月~ 昭 和 55年 7 月

員以 rIl IJ11if i l 38- 1  T  E  L (0724)33- 2131 

大阪市住山区万代点 6 - 3 T  E  L  (06)672- 1281  

k 阪市北区南保町 1 - 4  - 19 T  E  L  (06)361- 6451  

J ヒ阪市北区梅聞 2 - 3  - 24 T  E  L  (06)347- 2281¥ 

k 阪，li )JiJ!K'i 'H 1  - 10- 9  T  E  L  (06)954 - 6661  

高石市取石 3 ー 11 - 33 T  E  L (0722)73- 3272 
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k 阪市飾品区片町 2 - 7  28 T  E  L  (06)352- 0811  
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II 塚市内町 10- 10 r  E  L (0724 )22- 2826 

大阪市南区安:立与/1G辿4- 55 T  E  L  (06)251 - 0081 

貝塚市半日1765 - 6  T  E  L (0724)27- 6783 

k 阪市 l. i I 天満波祈I也6 14 r  E  L  (06)631 - 1101 

II 塚市ニツ怯 1522 r  E  L (0724 )46- 157 1  

貝塚市刷724 - 1  T  E  L (0724)23- 3981 

ｾ中市本町 Ｒ Ｍ Ｒ Ｍ Ｕ T  E  L  (06)854 - 3691 

内 装 原 因 セ メ ン ト 化 工 岸和国宝庫 中布IUI "i . J ! i仰J 35- 1  T  E  L (0724) 36- 1011 

硝 子
日里子商庖

貝塚市半間 1024 r  E  L (0724)28- 3389 

金 物
議 国 製 作 所 大阪市鶴比区肱出来 2 - 20ー 17 T  E  L  (06)961 - 2459 

タイ J レ
藤 本 タ イ ル 東大阪市向井岡本; W4 - 1 - 2 T  E  L  (06)783- 1151 

左 官
山 出 工 業 山手1I 111 ，Iil 岡山町21 T  E  L (0724)45- 0538 

鉄 筋
山 下 鉄 筋 工 業 貝塚市小瀬530- 8  T  E  L (0724)22- 7733  

タイル
山 田 タ イ ル 工 房

貝塚市海地雇4∞ T  E  L (0724)23ー 1547

金 物
蔦 屋

ＴＭ ｾ 相 ｕｉ ，Ii 土生町れ68 T  E  L (0724 )37- 1775 

鋼製建具
和 歌 山 製 作 所

和歌山市北品440 T  E  L (0734 )55- 3281 

5  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 第26回工高生デザインコンクール入選者発表

日本建築協会主 催 に よ る 昭 和55年 度 の 襟 記 コ ン ク ー ルの入選者カ、

下 記 の と お り 決 定 し ま し た の で 発 表 い た し ま す。

な 必 、 入 選 作 品 は 次 号 ( 昭 和56年 1 月号 ) に 掲載し、たします。

・設 計 課 題 「幼 稚 図 J . 応 募 校 22校 ・応 募 作 品 100点

(  50 'fy 順 )

氏 名 学 キ交 名 学 年

入 選 ・最 優 秀 賞 森 田 仰 H青 1伴馬県立桐 生 工 業 I口J 校 2年

入 選 相j 久 義 智 大阪市立都 鳥 工 業 高 校 3  ip 

11 ヂ|ニ 回 圭 一 if下馬県立前 僑 工 業 高 校 2年

11 機 西 日 百 二 大阪府立今 宮 工 業 高 校 3年

11 金 田 { 命 好 大 阪 市 立 都 品 工 業 高 校 3年

11 木 村 敦 行 大阪府立西野回工業高校 3五ド

11 塚 田 美 香 群 馬 県 立 桐 生 工 業 向 校 3年

11 土 居 重 勝 大 阪 市 立 工 芸 高 校 3年

11 中 里 満 明 i作馬県立桐 生 工 業 高 校 3年

11 温 井 聖 ln馬県立高 崎 工 業 高 校 2年

‘ 竹腰健造著「幽泉自叙」頒布

このたび、本会名 誉 会 長竹 腰 位 進 先 生 の 「 幽 泉 自 叙J が 発 刊 さ れ

ました 。93オになられた先生が、 70オ の 古 稀 の 年 に 普 か れ た 「建 築

と社会」昭和34年 新 年 号の 「竹 腰 位 進 特 集 号 」 を 軸 に し て 、そ の 前

後のことを加筆され、 - t l O - の本としてまとめられたも のです。

内 容 目 次 を 列 挙 す る と 、 つ ぎの とおりです。

幼 少 年 時 代 i 住 友 へ の 復 帰

中 学 時 代 : 新作能「世阿弥」の 自作自 i1l1

一 高 時 代 i  敗戦

大 学 時 代 : 財 閥 解 体

英 国 に 学 ぶ j 建 築 界 へ の 復 帰

住 友 に 入 社 :  妻 の 死

谷音[S ・竹 腰 建 築 事 務 所 の 創 設 ; 余 生 へ の 願 望

こ の 自 叙 伝 の 発 刊 を 記 念 し て 、 本 会 で 、 そ の 頒 布 を 扱 って おりま

す の で 、 ぜ ひ一 本 を 求 め ら れ ん こ と を お す す め す る 次 第 で す 。

A  5半IJ 上製クロス袋、函入、 280頁、高I j 元社刊

頒価 ￥4，500. (送 料 込 )

事 務 局 ( 屯 話06- 231- 9648) ま で 、 お 越 し ね が え る か 、 も し く は

屯 話 か ハ カ キ で お 申 込 下 さ い 。 限定版で昔日数に制限がございますの

で 、お早い目 にお願いできれは. 幸いです。

4 ワルター・グロピウス展の開催

〈主催 〉 グロピウス展委員会

干 東 京 都 港 区 六 本 木 5 - 11一16 刷 国 際 文 化 会 館 内

( 大 阪 ・総 合 テ ザ イ ナ ー 協 会 06- 341- 5895)  

〈後 援〉 ドイツ、アメリカ大使館、外務省ほか団体

ワルター ・グロピウ ス 博 士 の 業 較 を 、 パ ウ ハ ウ ス ・ア ル ヒ ー ヴ の

制作による 212枚 の 写u パネルを主体として展示されます。

〈会JUl ・会場〉

大 阪 昭和 ＵＶ 年 Ｑ 月 Ｖ 日 Ｈ 火 Ｉｾ ＲＴ 日 出 大阪府立現代 美術 センター

( 北区中之島 3 - 2 ー 18 住 友 中 之 島 ビル)

( 展 示 時 間 ) ＱＱ 時 ｾ ＱＹ 時 、 ただし ｂ 日 ＱＳ 時より

._-- 入 場 無 料…ー守

( 大 阪 会 場 協 賛 団 体 )

大阪府 ー総令デザイナー協会 日本主I l 築協会 大阪府建築士会 日本主主築学会近畿支部 ・

大阪挫F企業協会 ・日本建築家協会関西支部

6  位決と社会/ 1980年 12J1 '，j  

... r大阪の近代建築ガイドマップ」頒布

定価 400円 ( 送料 共) 。ただし、事務局へ直接お越しの方は特別 価

格300円 に て 頒 布。

・日本建築協会の展示窓ご紹介 1111111111111111111111111111111111111111111111111

第何回展示写真

「うえほんまちハイハイタウンJ (お銭高蒜換)

今回は 、こ の秋、大阪の内向上本町六丁 目に完成 しました「うえほんまちハイ

ノ、イタウン J U二六地区加ーやn， ｬ￯ 街地再開発。 ｊｾ 業Ｉをご紹介します。

この 「上六地区再IJ f. J発事業J は 200人jli- い権利者とその政維な依flJ 関係から再

開発そ のものが ｬ 判雌視されていましたが 、住民 の総Ｚｕｾをもとに、 ｉ 也 疋住 民 ＱＧＱ ら の

子による組合l血行による再開発事業として尖泌され、全国でも締なケースとして

広〈注目をあつめるとともに、その完成が待たれておりました 。

ill 物は地上151: 皆、地下 21; 皆、 1  - ＳＱ 析が主に ｭｾ ￭ｉ￬、地下Ｑｆ告 が飲食Ａ 万にな って

おり、上六の皆目 ｉｉｾ みの ｉｾｪ IJ 多〈、 Y ヨッピング、味覚 ー散策などが楽しめる! 万

にな って います。また 41椛以上li 住宅、オフィス、クリニ ソクなどがあ り、下1:J'i

のにぎわいがうそのような日功、な ｊｾ 涜になっています。

Ｔ］展司、窓には 、 立を ユ ニＧ り必のほか ｪｉｽｉ ｪｦＮｊ 発的の全 Ｉｪ Ｎ ｴＧｩｊＧ 点ゃー Ｑｾ ｊｩ［ 区域図ならびに断 ｉＨｩｩ

機能図などを l長ぶしております。

展示JYII 日lは下記のとお りです. おj! I くをおi ! ! i 'l のときはぜひごむ下さい。

惨展示場所 京阪電鉄 ・地下通路 ( 淀屋橋~北浜寄り南側ショー ケース )

砂展示期間 昭和55年11 月22 日から 2 カ月 間予定



建 築 と 社 会

第61集 総 目 録

1980年( 昭和55年)

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

特 集 号

80年代の都市と建築ーまちづ〈りの歴史と展望 ・1

今後の省 エネルギーの趨努ー …  e  ・ 0 ・ 2  

建築金物 ・ e  ・ e  ・ e  ・ ・・・・ ー・ー・・ ・・ 0 ー 2  

最近の銀行建築。. ... ... ・ 0 ・・・ ・・e ・ ・ー ・ ・3

安井建築設計事務所作品集 ー・

住宅の耐久性 ・ .. ... ・ ー・ ・ー .... 4  

建築行政と法規… ・ ・ー ・ー ・... .. ・. .... .. .ー・ ー・ ー .5  

最近の防水工法 .. •• •. ・・・・・ ・ ・・ ・・・ ・ ・... ..... 6

都市景観とアメニティ ・・・ 0 ・・・ .. ・・ ・・e ・ ・e ・0 ・・ 7

屋内体育施設の設備 …。 .... .... ......・ ...... ...... ..... ...8 

水ぎわのまちづ〈り ・ ...... ・ ・ー ・ー ・ー ・ー ー ー ・9

今後の外装吹付仕上材 ー ・ 0 ・ ・ ・.... ・ ・ ・10

第27回青年技術者 ー… e  ・ e ・・ 0 ・ .. .. ... .. 11 

転慢にたつマンション・集合住宅一都市型住宅の諜題と方向 11 

これからの建築設計と新耐震設計法・ .• •. ・ 12 

作 品 作 風 ・ 新 建 築

- 官公斤施設

兵 庫 県 伊 丹 庁 舎一 … … ー ー ・・ ー ー ー … … 1  

設計 ，兵 庫 県 都 市 住 宅 都 営 絡 諜 地 工 浜 田 組

緒 名 川 町庁 舎 ・・…. . . ー・・・ ー …。. . . . . . . . ... 3  

設計 : 安 井 建 築 設 計 事 務 所 施 工 竹 中 工 務 庖

姫 路市 新 庁 舎・・ー・・・ー …. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  7  

設計 . 安子l'建築設計事務所

地エ : 本館 IJ I! : ぬ建設 ・新日本製織、i J l ) fi官 事l' 崎組

- 会館

泉 大 津 商 工 会 議 所・・・… ー ー. . . . . . ・0 ・・・ 0 ・ ・・ 3  

段 計 玄 引'ill 築 設 計 事 務 所 施 工 : 銭高 ・小西共同企業体

大 阪 市 立 労 働 会 館 第 II Jtl Iピ ロ テ ィ ホ ー ル ーー 3  

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所 施 工 . 大成建設

神 戸 市 新 勤 労・会 館 ... . 一 一. . . . ー一ー ー ・・・… 7

設 計 監 理 事l'戸市住宅局営繕部 ・昭 和 設 計 施 工 熊 谷 組

京都府丹後文化会館崎山町中央公雌・崎山町立 四郎 ・ 10

設計良型 京都府土木建築部笑施設計 . 吉村建築事務所

地 工 金 下 建 設

一 宮地 域 文 化 広 場 ー - ーーー・・ー ー. . ...... ... 1  0  

輯十監理愛知県孔喋宮 ＱＱ 恒幸鰯ｾ Ｎ ｊｴ硝磁ｾ飼育長所地工中野狙段

湖 陵 町 中 央 公 民 館 ・・ ー…・ 0 ・一 .. . . . . 一… 10

設 計 三 谷 設 計 地 エ 森 本 組 山 陰 支 庖 内 藤 組 ・御船組

・業務ピル

住 友 生 命 大 分 ピ ル・ ・ー・…. ...... . ...... ー… 1

設計 . 日;建 設 計 施 工 ・成品 ・大 林 竹 中 ・大成共同企業体

名 谷 セ ン タ ー ビ ル ・ … ・・・ー ・ ー ー … 3

設計 : 安 列 建 築 設 計 事 務 所 施 工 大 成 建 設

兵 銀 事 務 セ ン タ ー ・…

設 計 安 封 建 築 設 計 事 務 所 総 工 治 水 建 設

チ パ ガ イ ギ ー 宝 塚 工 場6 6号 棟 増 築5 3号 棟 改 造 ・・ 3

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所 地 工 ・竹中工務庖

大 阪 タ ー ミ ナ ル ビ ル ・ ー・・・・・・ ー・ー .... .. ・・ 0 ・・・ 3  

設計 ・安井建築設刑事務所

施工 大林組・臨 M:l室生・消水艦主ー竹 中 耳 縮 Ill l *l ! 共同企業体

住 友 信 託 銀 行 千 里 事 務 セ ン タ ー …. . . . . . . … … 7  

設計監理 日建設計

施工 成仏建設・ 7 ジタ工業 ・鴻池組・住友建設共同企業体

東 洋 紡 ビ ル デ ィ ン グー … … 一 一 .. . . …・・…ー 8  

設 計 大 林 組 施 工 大 林 組 東 海 興 業 共 同 企 業 体

・博物館

見H百 台 考 古 資 料 館・・・・… … … … … … … … ー ・ ・6

• 

設計監理 ー名古屋市建築局技術管理R諜 ・学校建築i ! *

設計協力 : 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 施 工 石 悶 組

・研究所

サ ン ト リ ー 中 央 研 究 所 生 物 医学 研 究 所ー ー・…・ ー3

設計 . 安 井 建 築 設 計 事 務 所 施 工 竹 中 工 務 応

・幼児施設

大 阪 市 立 日 吉 幼 稚 園 ・・・・・・ .. . . . . . . . . . . . . . . . . .  2  

設 計 大 阪 市 ・i浅井建築政計事務所脇工 all 建工業

・宿泊・研修施設

兵 庫 県 立 繕 野 台 生 涯 教 育 セ ン タ ー ・ー… … … … … 1

設計兵庫県都市住宅部' 出絡謀

〈婦人研修館〉 砲工・大儒中村 Ｎ ｴｾ 階建設共同企業体

行 ｾｦ 少年宿泊研修 棟 〉 施工 平尾 ・消水 ・和以- n 泊虫録名同企業休

日 本 青 年 館 …. . . . ・・・ーー ー .. .. . . . . . . . . . . . . . . .  3  

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所 純i工 7 ジタ工業

- 福祉施設

国 立 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー … … … … 3

設 計 ・ 安 井 建 築 設 計 事 務 所 施 工 大 林 組

貝 塚 市 民 福 祉 セ ン タ ー ー一. . . ーー … 12 

設計監理 。日 建 設 計 施 工 厳 内 工 務 応

- 厚生施設

兵 庫 県 老 人 休 養 ホ ー ム 「六 甲保養荘」・ ..・ e ・- 一…… 1

設計兵庫県都市住宅部営繕諜 施工 。金主ltl 摘発

ダ イ ヤ ル 衣 掛 第 l ク ラ ブ ・ ーー・ー ー ー ....... 1

設 計 施 工 大 林 組

- 工場建築

ミ ノ ル タ カ メ ラ 瑞 穂 工 場 ー・・・・・ ・・・・ 3  

設計 : 安井建築設計事務所 施工 ; 熊谷組

• - 病院建築

滋 賀 医 科 大 学 附 属 病 院 (53年 3 月号にも掲載 ) .・ e ・-ー 3

設 計 安 井 建 築 殻 計<1>務所 施 工 ・竹中工務1苫

友 紘 会 病 院

設計 束畑建築事務所地工 。浅沼組

- 銀行建築

シ テ ィ パ ン ク 、 エ ヌ ・エ イ 大 阪 支 庖 ーー・・・・ー 1

設 計 施 工 大 林 組

東 洋信 託 銀 行 本 庖 …ー ・ー ー .... .. . . . . . . ・. . .. 3  

設計 。安井建築設計<1'; 務 所 施 工 大 林 組

東 銀 綜 合 ビ ル ・

設計 ー村野、森建築事務所施工 : 竹中工務庖

太陽神戸銀行北須磨支庖 設計 . 安井建築政計事務所 ・3

住友信託銀行枚方支庖 設 計 竹 中 工 務 底...... ・ .. .. .. 3  

三和銀行梅田支庖 設 計 三 和 銀 行 管 財 部 ・ ・ー ・ー … 3  

住友銀行立花支底 設計日建設計ー ー ー ・ー..・ e・.. .. 3

住友銀行高槻支庖 設計 : 日 建 設 計 … ・ ーー ・・・ー ー3

三和銀行くずは支庖 設計 : 三和銀行管財部・ 0 ・.. .... . 3

三和銀行塚口支庖 設計三和銀行管財部 ・…・・・.. . . 3

協和銀行尼崎支庖設計・藤木工務庖 ・ ・ ・ ・ ・3

大阪府民信用組合高槻支庖 訟計 i畢井一級建築事務所ー 3  

京都中央信用金庫久世支庖 設計 . 竹中工務自 ー ・ 0 ・3

泉川銀行来岸和田支庖 設計 大建設計. . . ..... .. . ・・・. ... 3  

淡路信用金庫西宮支庖 設 計 清 水 建 設 .. ..・. .・ .......... 3

京都中央信用金庫竹田支底 設計 お家主主築事務所 3  

京事例言用金庫伏見支庖 政計 : 菊竹消訓建築設計事務所・1

十三信用金庫江口支J庖 設計 。三倍建築設計事務所 ・υ 3

京都中央信用金庫西小金主主庖 殺計 竹中工務1<5.. .... ..・ ' 3

近畿相互樹子甲東図支庖 設計 安井建築設計事務所. ...・ 3

西宮信用金庫尼崎支庖 設計安井建築設計事務所 e ・e・' 3

住 友 樹T箕 面 支 庖 設 計 日建設計 …  .. .. ..... 3  

京都信用金曜束亀岡支庖 Z宣言十菊竹消訓建築殺刑事務所 3  

京都中 刻言用金庫村松支底 設計. 竹中工務庖 ・ ・ 3  

住 友 樹T逆瀬川支庖 設計. 奥村組・ぃ e  ・ ・ ・・ 3

京者同言用金庫円町支広双ヶ丘出弼努 ・ ・e ・・ 0 ・・ ・.. .. ..... 3  

設計 菊竹消訓建築設計事務所

住友銀行芦屋支庖 設計アステム企業迎合. . . . . . ・ .... 3  

三和銀行大阪ポートタウン支底 設計 : 三和銀行管財部・1

三 井 樹 子 東 寺 克 苫 設 計 菜 本 建 設 工 業 ・ ー ・.... 3  
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80年 代 の 都 市 と 建 築

まちづくりの歴史 と 展望

第 I 部

歴 史 に学 ぶ インタビ ュー - Mdi計 闘 の 先輩 に I1fJ < ー

都市計画の理念一中i畢誠一郎一 … ... ・ ・ 1
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都市計画の技術と笑践ー玉澄豊次郎ーーー ・ 1  
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第 11 部
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大 阪 の 都 市 計 画 ・年 表( 明 治 ~ 終 戦)
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ー中 林 浩 1  

第 111部

まちづく りへの展望をさぐる峰談会一第一線のプランナーにI l tJ<

80年 代 の 都 市 と建 築
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向凶 }l. .  Ｍ ，Ｇｾ ［ｩ平 ｲ ｩｬｬｾ 徒然 ｬ ［ＮＺｪ ｲｾＢ 建築徒然 Ｑ ， ｜ ＺｊＯ 山 ｬ 日 修 7  

私的らくがき i I の目的スケ y チ一日回林/ 佐々木h'i. "7イ

7 才トー私的* ディートリ y ヒ" / 本谷 1' 1 ' 作. 中之 };，'i 第三

の巡' シンポジウムから/ 天野直樹 .• ••• ・... .8

7 イ 7 才トー〈オランダ〉ヘノレモントのハウジング/ 刺1凹

隆司. 私のらくがき 一心象風景〆 本多友 ;1; ... ....... .... ... ...9  

秘のら〈がき一新彊ウイグJ レ自治区ト J レファンにある額敏t苔

/ 絵本消 9J 新ill 第 9 回全国研究集会. rやまと 三輸の皇

を訪ねる」的見学会に参加して吟ず/ 松岡01¥三 .. ...10 

私的句くがき ー絵江/ 和問孝之" 7 イ 7 才ト 7 ィレンツェ

の底恨と毛嫌/ 議谷普作...... ー・ 0 ・ ・0 ・・ 11 

7 イ ー7 才ト リスポンにて/ 本多友常私のら〈がき 浪

花 っ f の陥恕/ 大崎治良 . •• •• •.••••••.••• •.. • •• . •. ・ "12 
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ポートピアトピックスーパピリオン会場図. 竹中工務問、 ill

設業界初J のデミング賞受賞 . 1981年ワルンャワ U IA第14回大

会予定

ポートピアトピックスー神戸レジャーランド ー神戸地下鉄/

林mi l HJ 第 1 [ 副日本デンマーク住毛会議開催さる ー 2  

ポートピアトピ y クス一広場計画. r水平屋恨』で古: ! ; . 克服.

新刊紹介輸現代中国の生活 ・住居 街. 。ー ・0 ・・・ ・・ 3

大阪駅前地下街計画/ 鎗図恭男. 新刊紹介. 第16回「よろず

相談住宅展J 盛会裡に終わる ポートピアトピ ックスーパピ

リオン基本計画一特設館( その 1 ) .... .. .... ・ ・ ・4

大阪市に必ける都市長鋭形成のための建築指導について/ 会

問繁列 . 1I1l相54年度建設省営繕工事設計コンクール受賞作品

きまる . ポートピアトピ y クスーパビリオン基本計画一特設

館 ( その 2 )  … 0 ・ •.•. •••... . ••• .. •••• ...• •••. .. .... ・5

緒方 ｩｪ｜ｊｉｾ の「通整 ｊ 盛大に修絞完工 ポートピアトピ ックス

ーパビリオン基本計画特別館 ・共同館 ..... .. .. ..... .... .. ι

ポートピアトピ y クスーパピリオン遮芯工'1>始まる 第34回

近畿地区卒業設計コンクール・ー い い ・... ...... ... ... .. ..7

ポートピアトピ y クスーパピリオン基本計画一外国館. 昭和

55年度 ( 節目回) 建築物に付属する緑化地設の表彰決まる

第 5 図吉田五十八1 ' 1 : 特別賞に岩域亘太郎氏受賞・・ ー " 8  

ポートピアトピ y クスーパンダ舎基本計画. 第 7 囲神戸 1m必

離宮公園現代彫刻展公募. 国立文楽劇場 ( 仮称 ) 55年度末.{i

/ 近畿地建営綿部 長谷川工務広 京都工場ストロングルー

ム隙について 川l面から都市美再発見ー「水の都を視る会J 9

ポートピアトピ y クスー異人館 i且リ 保存倒 保存倒林の指

定/ 州民J t ! l 建築省ill 築研究所秋季講ip( 会開 !m. .. ・ .... 10 

ポートピアトピン 7 スー会場サービス施設の愛林 試設計住

宅「プロト 60J を展示/ 川村民次 ーー .. •••. ・ '11 

ポートピアトピ y タスーストリート 7 7 ニチュア計画 jlj 民

が# える rJ.，川町 y ンポルJ .. .  ...... .. .. ... ー ーー .. ... 12 
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6  ハピリオン会場図/ 問中直人 .•••• • •••••••.•• 1  

7. 神戸レジャーランド/ 中品啓吾 ー …  2  

8 広場計画/ 田中直人 ・ ・ ・ ー .••••• 3  

9  ハビリオン) ，I i 本計画一特設館その 1 / 旺l 中直人 4  

10 ハビリオン J島本計商ー特設館その 2 / 回中直人。. . ' 5  

11 ハビリオン基本計画特別館共同館/ 問中白人ー 6  

12 ハピリオ ン建設工事始ま る/ 悶 中 l在人 口 7

13  ハビリオン J L本計画一外国官官/ 田中直人 0 ・ 一 8  

14 ハンダ合法本計画i / 問中直人 0 ・0 ・・ 0 ・ 9  

15. 異人館泊り / 問 中直人 .... ...・ e・... ... .. ・ ・ 10 

16 会場サービス地設の愛祢/ 田中 11I人・ ー ...• •• .... 11 

17. ^ トリート 7 ァニチュ i ，H断 ・・ ・ ・ ー12

構 造 の 頁 • 
66 立 体 ト ラ ス の 笑 用 化 の 考 え 方 ( その 1 )力 学 的 性

' l ' t からのアプローチ / 坂 詩 二...... ..• •.•••. 1  

67 立 体 ト ラ ス の 笑 用 化 の 考 え 方 I その 2 )立 体 ト ラ

スム|王版 の 巨 視 的 な 力 学 的 性 質 / 坂 11E二 ・ 2

68 . ハ イ ル コ ラ ム 抗 用 コ ン ク リ ー ト の 若 令 時 の tl

状 Ｏ 若林署 ｚｩ 宰 ｬｩｦｾ ・ 湯浅健治 ・ ・・ー・ • 3  

69 .  j也紫 紺 査 の 品 質 / 中 場手口英 ・・ーハ・…・ 0 ・…… 4

70 .  R  C 挑 造のm: ; f ; 本工事岱 ($I[ 両日主設計法との 比

絞 ) / 須釘好25 ・

71 建 築 桃 造 と 人 間 性 / 平 回 定 男 ー・ ・ ー. .. .. 6  

72 主主築構造と様式/ 平 固 定 男 ・ ー・・… 7

73 片持式大スノ マン屋恨のI' I D庇と t則 i) J 特' 1全一そ 円1 ・

基 礎 的 事 項 / 川 村 純 夫 ・問 中 三 日1¥ ・ 8  

74 . 片 持 式 大 ス パ ン 屋 似 の 風 圧 と 振 動 特 性 その2 ・

設 計 用 風 力 / 川 村 純 夫 回 中三I 11¥. .... ... .. .. 9  

75 .  i制奇術造用途心力昔話f 鋼 管 の 材 料 特 性 / 西 ! 京 久

位 ー .•.•. •• . . .. ・0 ・0 ・・ ・・. . . . .. .... . . . 一 1日

76 .  ｪ 也 ￭ＱｾＡｬＩｩｊ に対して虚弱化した近代都市 Ｏ 三束包

ヲミ ..... .... ... .. ・ e ・・・ ・・・・・ e  ・・・ ー 11 

77 . 阪 神 地 区 のI也 浜 災 害 危 険 度/ 三 東 哲 夫ー一 12

設 備 の 頁

66.  J具 合 住 宅 に お け る 屯 欠 溢 水 器室 の排 水 設 備/

il .ff. jZ1 i紫 ・

67 搬 送 設 備j (その 11/ 平 松 忠 敏 t U二 隆 ー j  

68 搬 送 設 備 片 的 2 1 / 平松 忠 敏 ・井 上 |塗 ・ 4  

69 住 宅 用 空 調 換 気 扇 の 効 用 / 若 .j j : 正雄 ーーー 5

70 主主光利用 n! l 明システム/ 牧原千J 1I'f ・小 泉 登 夫 ・ E  

71. " 正気配線の耐火壁 ll :i函 ) j 法 / "1] ，1:.'; 中i}J 夫 。.... . 7  

72 . デ ィ リ ベ ン ト ン ス テ ム に つ い て ー そ丹 1 / 古

i宰 等 生 . . . . . . . . ・ ・ぃ・…" " ， . " .. .. .. " " " . ， .. 8

73 デ ィ リ ベ ン ト シ ス テ ム に つ い て ー その 2 / 古

謀 本 生 ・0 ・

75 .  ? リ ー ン ル ー ム の 内 装 ー その 1 / 盟 国日佳央 " 11

76 ク リ ー ン ル ー ム の 内 装 ー その 2 /盟 国 唯 夫 ー 12

施 工 材 料 の 頁

65 ね じ 欽 筋 / 氷 井 義 規 ・……・ーー ー ... 1  

66 杭 の 引 き 抜 き 工 法 / 荒 川 治 徳 山 県 幸 嗣 ・3

67 ， レ リ ー 7 " 7 " ト/ 岩 谷 宣 夫 . . . ・0 ・・・ 0 ー ー4

68 ア ン ポ ン ド P C 銅 線 を 用 い た 新 フ ラ ッ ト ス ラ

プ 工 法/ 佐 々 木 哲 也 …・ 0 ・ ー. . . . . . . . . 5  

69 . 鉄 筋 の 自 動 圧 接 と 今 後 の 開 発 / 積 一 川 孝 男 ー 6  

70 ドライハイルによる深層地主主改良 / 杉 智 光 ・

片 岡 宏 治 ・安 藤 監 ・ー・…・…・・・・ ー. . . . 7  

71. H i RC 工 法/ 金 子 宏 ー・ ・0 ・0 ・0 ・・ e ・ ー. . . . . . . 8  

72 .  A  C  L ハ ネ ルの 製 法 と 設 計の 要 点 / 松 田 l当

i且 ー…・ .. ... . . . . . . . . . . .・ ・ ・・ 0 ・・ 0 ・・ 9

73. ジ ェ ッ ト グ ラ ウ ト 工 法 / 柴 崎 光 弘 ー・ー ' 10 

74 高 炉 ス ラ グ 骨 材 一そ円 1 / 田 代 恭 一 ・0 ・ー… 11

75 ， ￎｾＧＺｪ 炉スラグ骨材その ＲＯ 悶代恭一 ーーー 12

1980年 〈 昭 和 55年 1月 号 ー 12月号) 総 目 録

中 国 を 訪 ね て

10 ， " ' 料回赤県扶桑一衣帯水/ 玉 柏 群・ - ーー 1

シ リ ー ズ ・ 歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観 ⑤

16 . 辻 景 観 そ の 5 ・ ・ ・・ ・ ・・・・ 0 ・・ ・・ ・・ ..， 1  

17 ， 景 観 の 述 続 的 展 開 一ー ー ベベ ー ・・・ー 2  

18  結 び の 言 築 地 科1"1 1 ・ ー ・・・・ ・・・・ 0 ・.... .. . . 3  

以 上 紙 野 佳 人/ 長 瀬 信義 / 波 辺昔話 秀 / 三 木 亨

風 土 と 建 築

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て ー l 一 風 土 ー ・ ・4

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て ー 2 一 風 土・ . .. .・ 0 ・5

向 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て ー 3 一 風 土 ーー… … 6

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 4 ー 技 術 ・・ーー 7  

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 5 - 技 術 ー… … … B

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 6 - 技 術 ー ... . . . . . 9  

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て ー 7 - 技術十 ・ 10 

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 8 ー 技 術j .. ....... ..11 

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 9 ーく ら …. . •...• .12 

以 上 本 多 友 1-;;'
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止と
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薬 師 寺 西 路 再 建 と 西 岡常 一 煉 梁 / 布告 本 憲 夫 3  

金 属 カ ー テ ン ウ オ ー ルJ刻U.! V 的 場 i告 ・ ..... 4  

若 い 会 員 の 集 い レ ポ ー ト 今

4ら

キャンハスを訪ねて一大阪ム芸術大学の主li 築併を見る / 中川一 -

行西 f千八日11 ・M松治志 ー 1  

ディスカバー大阪 その 5 一川市からみた大阪のまち 統一

中之尚 道町l織を船て・巡る / 石占 ｾＮ［ ・ 松本敏Ａ荷 1  

i [ I 下村l邸( 大) L ヴィラ ) を訪ねる一雄築家 ヴォーリズーそ

の人と作品/別所高志 ，百々 由次郎 iili 針容子 ー山間和弘 3  

mlrli 住宅を 巧える ( - 1) 明治の作リ を践すまちづくりと古 都のタ

ウンハウス{ 北大路高野住宅 ) を見る / 松村正和 .h'i 光一吉 ・

西協同博 .•••• •.. •••.•. ••• •••• • •••• • •••• ••••••• ・ 5  

1980年 ・新イ手放談 - 80年代に( <' j ( t て建築を諮る( その 1 ) 石

井初紘/ 石山修武/ 木山安史/ 波辺む! 相 0 ・7

1980年 ・新イ王政談 ，fu( 80年代に (<'1けて ill 築を語る 石)1' 1' 11

劫 ｖ Ｑｩ山修武 Ｏ 木 ｾｨ 安史 Ｏ 彼 ｪｬｬｾｾｾ 有 ｬ 一一 Ｏ 平山明義・ ー B  

樹木と ｩￋ のまｊｉＮ祭 Ｈ 神 戸 ､￯ 立 必林柄物｛副 と兵 ｉ ｉ ｈｖ［ｾ 7 ラワーセン

ターを，;}j ねる ) / 岩 本 一 良 庁 、 岡 進 筒 木 ji l ・ 9  

鉄の工; 誌ーロート ・アイアンの世界一よし与工房を訪ねて /

年尾市 ・ 庄谷封［幸 ・ 山悶和ｾ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮＮ Ｎ ， Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ .. 10 

j卓雌剛生氏 都市住宅を諮る / 三宅良一 - 阪ii 泌ー 12 

• 

1980年 新存政談 - 80年代に [I.) けて建築を語る 。明治の許り

を残すまちづくリと古間iのタウンハウス( 北大路高野住宅)

を見る ｡ 灘 の ｈ ｾｦｩ 酉 ・ 菊正宗署員Ｓｦ Ｑ 躍と記念館の見学 。 第 Ｑ Ｖ 回「よ

ろず相談住宅展j 開催。ふるさとのすまい一日本の民家集ー

復刻版の刊行。建築技術選投第 14号 「設計の コンビ ュータ一

手法J 発刊。会只の受f . ' t ，r太陽エネ J レギーの利用と光変換技

術」。

会代{ 也上げについてお願、、。・私のらくがき η 募集。第16回

「よろず相談住宅展J 。悔回郵政互助会ピル新築工4:;' の見学会.

神戸k 学院 ・71レカ y ト記念館と聖和女子大記念館の新築工

事的見学とヴォーリズの作品をR.る ー 2  

会只 i古川1にご協力お願い ，控築技術3並立F第15号 ・節目号発刊

一回 P Cl建築の話回石患と有償笠，"fJ. の句くがき' 募集。昭

和55年度第 l 回茶毛見学会 西芳寺( 苔寺) の湖南平を見る .

日本建築協会の展示窓 ζ 紹介 ・ .. ... 3  

定時評議只会決殺お知ら せ。通常総会結果報告。 日本建築協

会昭和55年度収支子幻. 京 fls... 、ークホテ J レ新築工事を見る 。

東洋紡ピ J レディン グ新築工事の見学会. 建築家のためのゆみ

どリ" 学習会( 耳¥8 回) 樹木と花の悦祭。才" 漣市庁{ " i lli 築

設計続投応募作品 新建築住宅設計続技 1979入選作品展示会。

控築技術3量出講座 :""'1) ーズ( 第 5 回) ソーラーハウス。建

築技術 ｪｾｾ ｉ ｽ 講座 ｹ リー ズＨ !:il 6 回) ー建築と設備の按 I，'，i，l o

建築技術 ｪＡｈＡ ｾ 第 Ｑ Ｗ 号発刊臼Ｉｊ［隠と地盤的手ほどき 4  

通常総会開催通知。会只の受章。研修会 建築計図と省エネ

ノレギー「主li 築計画に於ける省エネ法案の実践的対応」。 崎彪 ー

中国路を訪ねて「姫路、 倉敷新庁舎と柳田園努記念館、m文 ・

氷 1;¥邸、重井医学研' 先所附属病院の見学J 。大阪釈前第 4 ピノレ

の見学会( 1) 大阪駅前市街地改造事業第 Ｔ 線 新築工 ｬ ｬ ｾ Ｍ ， や

まと ・三輪の皇を訪ねる「三輪明神 大事l' 神社参拝と三輸そ

うめん" 山本砂本社工場の見学J ，.. .......... .  ........... ..... 5  

宝塚市庁合新築工・1' ;の見学会。鉄の工芸 ロート ーアイアン

の世 界一よ し与工房を訪ねて ， ［泊 Ｑ Ｑ Ｇ ，総 会 ｂｾｬ ｦｉｩ ， 通知 。 処築設

汁と省エネルギーに| 期する研修会一也築計阿に於ける' r ，エネ

法案内実践的対応一 . 日目制155年度日本挫築協会役 II 内会務分

千 日本位築協会評議u ・常設委n会委只 ・ 6  

会uの' 豆賞 。支部f: よ 1) 0 ｪ［ 曲常総会決議朝 ｩｦ 号 。 建築技術巡 ｬ ｬ ｾ

"，V<Ji シリーズ ( 第 7 回) ーi i I 院 ・診療所の計画と設計。J寸評l

l明 迎f [ fi 宮町新築工・Iq.!.? 会。完成間近の大阪 . J二六 rlii Ji 

I也再開発事業を見る (2) ， ＡＺｩｬ ＲＷ 回 ｾｉ Ｇ ￬ 年妓術者特 集号 の応募脱定。

日本建築協会的展示窓ご紹介。住築技術選; ! ? 第 18号 ・第19号

・第20号発干'1，主II 築技術選 i '1!:il 11YI20巻セ γ トセール。 日本
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております。

154 

幹 線 道 路 の 沿 道 の 整 備 に 関 す る 法 律 の 概 要

道路交通騒音の' ? ' i : しい幹線道路の沿道について、

道路交i凶悪量苛 lこより生ずる防省・の防止と i直正かつ

合攻的な土地平IJ 用の促進を図' ) 、 L って円滑な道

路交泊の確保と良好な rli 街地の形成に ft すること

を目的として、昭和55年 5 H  1 日に 「斡線道路の

沿i立の税制il に|長lする法rltJ が公平li され、 10Jl 25 日

から地行された 。 こ ｨ に Ｑ ・ドって ｩｬｬ 築Ｉ， ｾｩ ｬＧ｜法 ｾ［ｌ 一

部改正されたので、これらの概要を、 111の資料に

ｊ 主づいて以下にｾべる 。

1  . 幹線道路の沿道の整備に関する法律の概要

1.  沿道整備道路の指定等

(札川lυ ) 布伺榔ｼ目 ｩ 辺 ｬ附符リ以 ｉｾ 知

路のうち自s動1J '1ド1交通五丞i 、道路交通騒音等が一定の

ｊ ， ｾｩ ｬＧ ｬ を趨える等の粂ＨＧＱＢＭ Ｑ こ該当する道路について、

ｩｬｬｊｩＡ各火ＺｩｉＱｩＡＡ［［ｪｩＢＱｊＧにより生ずる ｉｾｾＺＺＡＧ［Ｚ のｼ坊 ＱＱ Ｚ と 沿道の適

正かつ千日l 的な土地利用の促進を図るため必裂が

あると認めるときは、区f HJ を定めて、，住i技大庄の

* 認を受けて、沿道強制IJ 道路として指定すること

ができる。

(2) 沿道務1ijii 道路の道路包: 理者は 、道路交i I 1i 騒

音による院3 のIIJj 止を促進するため、沿道の技術

と併せて、必要な道路椛造の改善の推進その他の

11rt丘を議する

2. 沿道整備協議会

沿 ｪ｛｛ ｾＡｩｦ 制 ｩｬ￬ 道路に係る道路交ｩｉＱｩｾ並行Ｇにより生ずる

1:市' 占ーの|切 11: と治iι の適正かつ作. f ! 1!的な土地平IJ J日の

促進に l刻し、必婆となるべ きflllr 世に ついて協議す

るため、ｲＮｊｉ道府ｾｾｾ、都道府県公安委以会、 ｉｍｊ 係 ､ｊ

HIT村及び当該沿道主主倫道路の道路' 古車! 者は、沿道

技術協議会を組織することができる 。

3.  沿道整備計画

(1) 沿道強制il 道路に接続する土地の区域て¥道

路交 j泊騒古ーにより生ずる m{ 古・の防 止と適正かつ令

理( I (J な土地平IJ月] の促進を図るため、一体的かつ 総

令的に rl i街地を整備することが適切であると記、め

られる L のについては、自11 ､ ￭Ｎｩ ｬ ・ｩｔｉ， ｪ にｾｻ｜ ｪ 且 ＺＡＺｾＱＯｩｩｩ 計ｼ凶

をｾめることができる 。 ｋＧ ｲ ill 桜1Iii i.l tii hj とし ては 、

ｩｩｴｩ 立の ＱｈｈＯｩｩｩ にｼ見Ａする ｊｈｴ 及び次に仰げる Ｇｉｾ ｬＩｩのう

ち当該区肢の特性を巧! 在して必袈と認められる' 1 ' ;

r" t i とする 。

ア 往築物の沿道盤1iiii 道路に 1Mする部分の以さ

の敷地の沿道強制IJ 道路に機する部分の l之さに刈す

るi'flJ 合( 附 L Pが) の最低限度、 ill 築物の内さの枇

低限度、建築物の精進に| 具lする| 坊音上又は巡行上

必要なH i l州民、 i立而の位置のml ] 阪、谷総本の由主低限

度笥:

イ 緑地その他 の緩術空地、道路さ専の施設の配

置及び脱政

ウ ア、イに仰げるもののほか、よ地手IJ 川に| 則

する。 Ｉ ｾｭ その他の沿道の強制 ＱＱ にｼ刻する ＧｉＧ ［ｭ で、政

令で定めるもの。

(2) 沿道政備計画の区域において、土地の区阿

J f mの変更、建築物等の新築、改築等の行為を行

おうとする者は、設計又は施行方法等の $ J 貨を市

町村長に届け出なければならない。

(3) 市町村民は、刷出に係る行為が沿道強制il ，H

lilij に迎合しないと認めるときは、その J，I，出をした

者に付し、その JIJ ，I l ¥に係る行為に| 却 し設計の変 lL!

その他の必要な惜置を執ることを似J台することが

できる 。

4. 沿道整備促進のための施策

(1) 国は、沿道監備計画の区威内の土地のうち

道路交通騒音によリ生ずる障害の防止又は軽減と

当該区域の計画的な整備を図るために有効に手IJm

できる一定の土地を只い入れる，11町村に対し、そ

の土地の取得に要する t'i 用に充てる資金の 2/3 以

内の金頒を無利子で貸し付けることができる 。

(2) 沿道主主1flil 計闘の区域内において、遮音上有

効な機能を有する建築物て" 沿道盤制i 1 計画に迎合す

るものを建築する者は、沿道!iHl iiiill 路の道路包: 耳J l

者に対し、一定の限度内において、当該往築物の

往築等に要する，{ ' ( 閉め一部を負 jT[ することを求め

ることカ f できる 。

(3) 道路管血者は、道路交通騒音が特に務しい

沿道繁側i道路の沿道に係る沿道整備計画の区域内

において、条例により建築物の構造に関する防音ー

上の制限が定められた際、当該区域内に現に存す

る人の居住の用に供する建築物について、その所

有者等が| 坊音上有効な村長造をするために行う工' )';.

に闘し、必要な助成その他その促進に必要な措置

を講ずる 。

II 幹 線 道 路 の 沿 道 の 整 備 に 関 す る 法 律 施 行

令 の 概 要

1. 自動車交通量の基準

向重 Ｑｊ ｉｉｉ 交Ｎ￬ｉｦｩ ￬ｾｬ が特に大きい道路の ｊ ｊ［ ｩｖ ｜ Ｑ 立、ｉＧｉ ｬｬ￬ ｬｊ

ｾｉｉ の日交通量が Ｔ 万台Ｈ自Ａｦ ￯ ｬｊ ｬｬｩ の日交通 ｩｅ のうち

大型の白草 ｊｊｾｉｉ の日交 ｩｬｬｩ 此の ｉｊｪ めるＧＩｬ ｉｊ 令が幹線道路

網を村長成する道路における撚 i.¥"的な 1111 を超える辺

路にあ っては 、 4 万台未満 l 万 5 千台以上の純匪l

内で当該' ，Ifl) 合に応 じn出した台数 ) であること。

2  道路交通騒音の基準

道路交通騒音ユが沿道における生活環境に脊しい

杉響を及ぼすおそれがある道路の基準は、路端に

おける佼聞の道路交通騒管の大きさが60ホンであ

ること 。

3. 沿道整備計画に定めることができる事項

( 1 ) 建築物等に| 刻する事項 法に定めるものの

ほか、容w率の{比日限度、建ペイ率の最高限度、

建築物の敷地而航法しくは挫築而似の最低限度、

建築物等の山さの最高限度、建築物以外の工作物

の高さの最低限度、建築物等 の形態恭しくは立 l任

の制限又はかき若しくはさくの構造のfnl]限

(2) 施設に| 刻する事項 : 法に定めるもののほか、

主としてその区域内の居住者等の利用に供される

公図、紋J也、広場、その他の公共空地又は道

(3) 沿道の強制IJ に| 刻する・)';.J質 : 現に存する樹林

地、 l. 'iJ 也等で良好な肘住環境を確保するため必要

な L のの保全に 1M) する‘ )D買

4.  緩衝建築物の建築等に要する費用の負担

緩Hij 処築物を建築する者がi立路ti: J l l i 者に t H!lす

ることを求めることができる '{'(J 刊の傾は、緩衝 建

築物のうち沿道雄備道路の路面から日さおおむね

6  m ( 沿道整備計画に建築物の向さの最低限度が

定められている場合にあっては、当該最低限度の

範囲内で一定の高さの値) 以下の部分の建築及び

そのリ ｾｪ Ｈￍ也の繁備に通常要する質問の額に一定の率

を来じて ff/<た古目

川 建 築 基 準 法 の 一 部 改 正 の 概 要

1.  第 ＳｾｾＺ［ 7 節として、「沿道務1/iii 計 聞 の 区 波

(  ｾ￬ＶＸ 粂の ＲＩ Jが加えられた 。

( 市町村の条( 91) に基づく制限)

苛l 68条の 2 市町村は、沿道強制I i 計画の区域内

において、建築物の数I也、構造、控築設1sii 又は用

途に関する・ Ｉｾｊ 買で当該沿道整備計画の内容として

定められたものを、条例で、これらに関する il ，l] 11艮

として定めることができる 。

2. ( 田作 )

N. 建 築 基 準 法 施 行 令 の 一 部 改 正 の 概 要

itii Ｗｾ その Ｒ 工・ Ｉ ｾ現場の危害のｼ幼 ＱＱ ＺＮＨ tii 136条

の 2- t i i 136条の7) J を、

「第 7 i:'f の 2 沿道緩やm計画の区域内における市

町村の条例て' 定める制限の基準( 第 136粂の2 第

136条の 2 の 2 )J  

「第 7 i;i の 3 工事現場の危 ￟ｾ の防止Ｈ第 Ｑ ＳＶ 粂の

2 の 3 -ti i 136粂の7 ) J

に改められ、市町村が沿道強制 ｉｉｾ Ｎ十阿 の区域 内で条

例にJ . l i づいて行うことができる制限の 2J i 準が定め

らj した 。

1. 条例てオ ｉ ， ｉｊｉｉ 民として定めることができるー Ｉ Ｎ ｾｊｪ Ｎ ｩ は、

治辺税制ii 計阿の内谷として定められたもののうち、

↑111 LI 取の依(111制度、建築物の高さの放(11 ; 限度、建

築物の梢泣に| 刻する遮音上必裂な制限及び怨築物

の桃泣に l刻する Il J J 音上必姿な制限とする 。

2. 1. のi 1J1I限は、次の基準に迎合するものでなけ

t L I ; f ならない 。

(1) 川口市の最低限度 : 7/ 10以上9/10以下の純

聞い! のもの

(2) ｩｬｬ 築物の ｾＺＺｪ さの最低限 ｬ 立 Ｚ そのリ ｉｊｕ 也が沿道

税制ili 立路に依する建築物の各部分の沿道強制H道路

の路市iのrl'心からの高さの最低限度が 5 mとされ

ているもの

(3) 処築物の憐造に| 刻する遮音上必袈な itiJ 限

その敷地が沿道整備道路に接する建築物の沿道技

官m道路の路闘の中心からの日さが 5 m未満の範囲

を:i![ fi: 上有効な精進としなけ h ばならないとされ

ているもの

(4) ill 築物の併進に| 共iする IIJJ ' e f 上必要な制限 ・

学校笥Ｚの ｭ ，ｻＧＺＡＮ を必要とする建築物で、 ｉｉｊｪ ，Ｏ干上司 ｲｾＱｊ

な椛造とする必要があるものの居室等の窓等直接

外公に彼するものに| 具! して、 II}j1' i 上有効な f，Yiiii と

するために必要な fli 置を E税じたむのとされている

もの

( 大阪市建築局建築指導部指導課 桑田 繁男)

佐治と H 会 ' 980年 12/1 ，; .  11 
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タイトルを適当におつけ〈ださい. またスケ y チ場所などを合的

て 200宇佐皮肉コノ ン トをつけて下さい.

。サイズl i l 50X2∞ミリ程度的白紙に. できるだけ黒インキてe 書い

たむのとします. ( ハガキ大でも差しっかえあリません.)

0 1品雌分には組定的縞料をさしあげます. 眼目1) としてスケ y チの原

舗の返却はいたしませんが、返却希望町場合はその旨特記下さい.

0 氏名、住所. 職業、年齢を明記して他} 日本建築協会編集部宛お送

リ下さ、、.

私の5<がき

リスポンにて

本 多 友 常 / 附竹中工務庖大阪本底設計部

まだみたことのない思い出に突然出会 ったような、冷たい感覚がIIlt . f ) J <のうらをか

すめたような気がします。

教会を! 慣らし l出す光はそれほど品のよいものではなか ったのかもしれません。そ

の厚いかべからしみだしてきたような亦や1日tや、緑の光はき っと耳の印象だ った

のでしょう 。

中では黒い燕尾服をまと ったコンダクターと楽団が体をゆ っくりと動かしながら、

楽器から出てくる音色に神経を集中させていました ，私には彼らが大普からそこ

にいて、これからもそのままの姿でいつづけるのではないかと思えたものです。

世界中の時間が止ま って、腕時計だけが奇妙に大きな音をたてているような主1が

したとき、私はなにかをしきりにしゃ べ りはじめながら、沈黙以上に深い沈黙へ

とのめりこんでいくような気分をあじわ っていました 。

! 1 l ! 朝、リスポンの町は、ただの港町でした 。泣跡はただの石ころにかわり、泣く

に自! I i)J ' - I l の行きかう音と門前にペーブされた、つややかな石だたみの汗白い光だ

けが、物憂げな ｾｶｬ の挨拶をかわしていました 。

浪 花 っ 子 の 随 想

大 崎 治 良 (78歳 ) / ( 仰大林組0 8 . 柏会大阪支部

大阪のまん ｉｾｬ に生れ、日露、第一次世界大Ａ被 が生みだすランドスケープは 900 余年前の姿

を経て、空襲で父祖伝来の住屑が灰; 憾に州し をそのままに逃していた 。戦後大阪は豹変し、

て後、放て生れた地に小舎を再位して今日に 北に行くにも南に出るにも必ず波らねばなら

至 っている 。生粋の浪花っ子である私は、小 なか った川は埋められ、怖は無くな った。心

学校の遠足で宇治の平等院を初めて見た時か に残る古い建物では、わずかに日本銀行大阪支

ら何度となく宇治を訪れた 。 自に映る森経万 倍、府立図書館、これ等も若い建築家達の努

象は観る季節、天候、環境、年齢によ ってー カによ って残されることにな った。南無国宝

様ではない。昨年秋は小ク桐ループて"平等院を 阿弥陀如来、今後幾百年、高11会にはさらに多

落ちついて観ることが出来た 。定例作の国宝 くの超高層建築が建ち、計り難き世界情勢の

丈六の阿弥陀{ 象は頭上に大きく、はほ笑んで 下に、建設と破壊の歴史が繰り返されようと

私を迎えてくれた 。絡しかったのは、奇ーしく も、多くはその千古の姿をとこしなえに残し

も同じ宇治に疎開して戦災を免れ、今では唯 たまえ 。 この茶どころヰ斗fi のオアシスは京阪

一つの家宝とな った阿弥陀像が大小の差こそ 11刊の通勤距南11 . 内にあり、そしてこの瓜風掌は

あれ国玄阿弥陀伐にそ っくりであ ったことであ 日常私共に随伴しているト円銅貨に哀IJ まれて

る。図らずも仏像の縁の結ぼれたのを忍び堂 いるとは、恕忙な都会生活の中に、う っかり

を出ると、 52みきった秋壬高〈屋上の鳳凪は と過していた 。

胸を Ｇ［ｬｾ っ てＭＱＧ ＱＱ 対し、本誌 Ｙ 月号に記された水
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ニュース原稿をお送りください。

溜のまち新しい世界一一 | トピックス その 17

ポートピ1' 811ストトトフアニチユア計画

1981年春開催 ｾ， ｴ ，・ト ＱＱ ラ ｊｆｴ 再覧会ｼ 田中直人/ 自由神戸ポートアイランド博覧会協会事務局

会場内の広場等のオープンスペースには、入場者 一ルネ ッ ト製のものとがあります。スチールネ y

が恕うための施設として、多くのストリートファ ト製のものは、分別収集用、およびゴミ量増加の

ニチュアが配世されています。 これらのデザイン 場合の予備用として考えられています。

にあたっては、ポートピア '81のシンポルカラーで 灰皿は P C コンクリー卜製で、 P C コンクリート

あるマリンブルー、ベーシ ックカラーであるオフ 製のゴミ箱と対で配註されます。

ホワイトを基調にして、まとめられています。 水飲み器は、 F R P製て¥各広場に群配置されま

これらの数量決定は、日本万国博で用いられた入 す。水飲み器とは、7 J IJ にウォータークーラーも配

場者予測に基づく、必要数i誌の算定式を目安にし 自主される予定です。

ていますが、会場内における配置上の密度、パラ 時計は、場内に 20カ所、太陽電池式のものを予定

ンス等の諸条件も考慮し、調整しています。数多 しています。省エネルギ一時代の時計として注目

くあるストリートファニチュアのほとんどは、財 されそうですが、外観デザインは、他の照明灯等

政計画上、施設参加の対象となっており、設置数 と合わせています。

量、位置、仕様等について、関係各位との調務作 さらに、場内には多くのフラ ッグポールが設置さ

業を婆するものがありました 。 れ、各国旗、団体旗、協会旗等が掲げられる予定

ベンチには、背もたれのあるものとそうでないも ですが、この他にデコレーションフラッグがあり

のの 2 種類があります。脚部の P C コンクリート ます。デコレーションフラッグは、海のテー- ; > ，こ

による円筒形のモチーフは他の灰皿、ゴミ箱、水 ちなんで、ヨ ッ トの帆をモチーフにした場内装飾

飲み器等と共通でレあり、このイメージは、海のテ 用の旗です。

- - ; > に基づく船の7 ストのイメージに由来してい この他、場内の緑化計画推進のために、数多くの

ます。 プランターやフラワーベースを設置しています。

テーブルには、使用目的 ・場所に応じて、 3 種類 形態上、前述のゴミ箱、灰皿等と同様の円筒形以

を用意しています。 1 つは、サプ広場等、飲食施 外に、四角形、六角形のものがあります。これは、

設に近接して設けられるパラソル付きのタイプで、 群配置により、緑や花のボリューム感を出そうと

広場に色どりを添えます。 もう l つは、主として いう意図に基づいております。

南公園内のテントに設けることを予定しているテ 以上のストリートファニチュアは、計画されてい

ープルで、このモチーフも前述の海のテーマlこ基 るものの一例ですが、これらのストリートファニ

づくイメージによっています。 その他に、おべん チュアが、他に設けられる各種のテント、シェル

とう広場のテントに設けることを予定しているイ ターと共に 、会場内空間に変化と色どりを与え、

ス付の角テープルがあります。

ゴミ絡には、 P C コンクリート製のものと、スチ

市 民 が 考 え る

「夙川のシンボル」

「みんなで夙川の y ンボルを考えよう」と、夙川

を美しくする市民の会( 佐藤きよ子代表) が 9 月

22 日から 6 日間、阪急夙川駅前で市民のための移

動環境計画事務所を開いて市民からアイデアを募

っていたが、 7 歳から 74歳のお年寄りまで約 320

入場者のよき? ，. f [ いの場として機能することが期待

されています。

持ちて司王務所開設を待つ小学生、 1 週間家で考え

抜いて届けた人もいた 。

このアイデアスケッチは、夙川に市民が求めるア

メニティ( 快適さ) の集約、といえるが 、夙川、

駅前広場スペースのイメージとして「自然の緑」

「水J r光J r恕J をあげている 。広場の機能とし

ては「遊べる J r催しができる J r広いJ など。広

場にふさわしい物としては彫刻、オブジェ、木、

噴水、池、時計、花、ベンチなどをあげた人が多

ｬυい ｾυ リ‘ｭｉ人ｾにＭ ＮＧυ ｉＡｕｕ人川Ｎ北 ｲｵ札 ｌυ Ｎ Ｇ‘ｾム』んしＮ札比ｬｉｲｉん ｴむＱＱＺＮＮＮＮ

ＱＱ 必ＨＱむＱｉｬ川 ＱＱＱ ルｾ川ｬｬｉｬｉ川一 ｉ叫ｉｊ 川ｵ 匂ｉｊ 川川 ｉ江江川川 ｉ叫叫辿 ｉｉ ルｵ 山 ｾｉ山 ＱＱιｉ 川 ｬ
ｼいｾ !ι 目B吋11、川 11'¥.1，11 11. '  ，" 1:
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1  l BHi I  風柄品目. . .  ｾ＠

デコレーション

フラ ッグ

ベンチ

プランタ一、フラワーベース

パーゴラ

人が思い思いのアイデアスケ ッチを寄せた 。会で い。スケ ッチは、人工地盤を使って空間を効率的 財源の問題、管理のあり方など突 っ込んだ検討を

は10月末までにアイデアを分析して市民案として に利用 したものや、夙川のイニシャルを図案化し し、アイデアを生かしたいJ と話し、今回集まつ

まとめ、市などと調整、実現にこぎつけたい、と たシンボルなどさまざま 。 たアイデアスケ ッチはカプセルに入れ、現場に保

いっている 。 移動事務所に協力した建築家の瀬戸本淳氏は「大 存したい、という 。

移動事務所には建築家やプランナーが参加、訪れ 変熱心に、アイデアを出してもらった 。子どもた なお、瀬戸本淳氏は神戸大学卒業後、成品建設や

た市民と一緒になってスケ ッチづ くりにあた った。 ちの ｾｲ の中には、トイレやゴミ箱、水欽み場、老 安井建築設計事務所を経て 4 年前に独立、現在夙

一番多かったのは小学生の90人。次いで22- 30歳、 人のためのベンチなど、大人がとかく見落としが 川に、ホール付のパートンビルの設計監理に従事

18- 22歳、中学生、 30歳代の順。須田魁太薗伯や ちなアイデアも盛り込まれている 。全体に自分た されている 。 ( 1蜘 年 10月2 日制日新聞lよリ転載)

建築家、 ドイツ人やフランス人らもアイデアスケ

ッチを寄せ、毎日、事務所へや ってくる人や弁当

ちで街をつくり守 ってきたという意識が、かなり

強〈表れていた 。今後、行政や権利者との調整、

13 



ニュース 改修・再生されたオーストラリアの歴史的アパート( アデレード)

14 也 染 とH 全/ 1980年 12J Jサ

4 ルシファン・ マンション

4 屋内広場に設けら れたレストラン

長い間放置されていたオーストラリアの古い高層

アハートが、 400万袋ドル( 約 10{芯IIJ ) をかけて改

装され、トl子び生命をとりむとした 。

1911年、南オーストラリアリ+ l 0 J 刊行11アデレードに

建てられたこのアパートは、ルシフ ァン 7 ンシ

ョンといわれ、オート 7 チ ック ・ドアやセントラ

ル バキューム ・クリーニング 0 ; / ステム、それ

に機械による換気装置を取り付けたもので、当 11寺

最もモダンな勉物といわれていた 。

改修を終えたこの建物には、アノ マート 52室、専門

庖20広告I i があり、また、居 j問屋や、中央に大型T i

をしきつめ、呉国情緒にとむ木や舶物を配したガ

ラス天井の日光浴室もそなわ っている 。

この建物は、約30年前、南オーストラリア州政府

が、 11旬宮1¥疾辺、者の療養所として利用するために只

いと ったものであるが、建物の住居音1¥分が次第に

老桁化し、ついには廃屋とな っていた 。

そこで、建物全体をとりこわす計画もでていたが、

この歴史的にも意味のある古い怨物を救おうとい

う一般の声が高まり、それをまぬがれたものであ

る。

1978年に、不動産開発会社エ 7 ニュエル グルー

プがこれを' C l いとり改修に活手、ついに再び生命

をl吹きかえすこととな ったのである 。

( オース トラリア大使館提供 )
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風 土 と 建築 シリ ーズ

自 然 発 生 的 建 築 を め ぐ っ て - 9

くら その 1

どれほどの似ましい都市生活者にと っても 、物質文明の恩 ![i: に浴さ

ない生活を想像することはもはや不可能に) 5 : ｾ、 。生活の周 辺には物

の数が増加し、それぞれの細分化利用による生活向上の過程は、も

のに対する価値を失っていく逆説的過程でもあった。一つ一つのも

のが谷易に代替可能となり、利用あるいは使用されていない時の物

の量が圧倒的に地加することによって 側々の物質はその価値を相

対的に希薄化し、ついには邪魔ものあっかいをさえ受けるようにな

る。住まいにおいてはこれらのものを収納する空間そのものも追随

的にその地位を下落させ、むしろ厄介者扱いを受け主がら哀まわり

へと追いやられてしまっているのが実情である。大邸毛の一回に鈎

びたプレハブ小屋が老朽化して ft i[ ｾ、たまま政置され ている 風景は、

生活の主取II からはずされた念の末路を象徴するかのように、わびし

し、原L情をつくり出してしま って いる 。そして手ヰたち日本人はこれを

すでに倉とは 言わずに、物置や合庫という 言葉を使って 、速い記憶

にあるくらとは明瞭な区別をしているのだ 。すでに frの存在は日' 出

生活の鋒台袋を支える機能さえ失ってしまい、住まいの椛成要素て

あることの」工場を最l問主され、主人図的に悦界から外され、ただなくて

は困るとし寸否定的な理由によ ってのみかろうじて存続して いると

いうにすぎない。

ところが自然発生的な建築を対象とすると き、こ のような 関係とは

反対に住まいと切り離して与一えることはむずかしいことが多い 。合

は住まいの他の部分と同格か、あるいはそれ以上に重要視され、篤

くほどに手のこんだ建築物として扱われている例が数多く現存する

からだ。特にアフリカには建築物の主体カ、合のほうにおかれて、人

聞の住居がそれに従属的関係をも って配置されていることさえ少く

はない 。穀物を保存しておく必要性からみれば、 tZ耕生活者にと っ

て不可欠のことなのではあるが そのっくりにはなみなみならない

執着が込められているといわなくてはならなし ¥ あ る ものは草王Eで、

またあるものは綜欄を編んだもので、さらには土をこねて査のよう

にしたものなど、芸術品と見まごうほどに洗練された曲線に包まれ

た造形は、無限に近い微妙な変化をも って 各集落に点在し、住人の

細かい心づかいがうかがわれる 。 そしてこれら の合ヵ、住まいにつ い

てのー側面を雄弁にも物語っていることは一目瞭然であり、人が住

むイエの形態に大きな枠組を与えていることがわかる 。 これは厳密

な立味では、家が先か倉が先かという議論にな ってしまうのである

が、災害から守る為の性能確保に多くの拘束性をもっているという

点で倉がきわめて保守的な性格を有し、ある集団にと っての安定的

な空間原理を維持し、体現してくれるという考え方が出来る 。たと

えは‘ 表面的なかたちだけについてみても、よほどの強 L 、文化的外圧

を受けない| 浪り、ごく閉鎖的な循環系の中で合は合として模倣され、

繰り返し踏習されながら防湿、| 坊虫、| 坊盗、| 坊鼠、通気といった基

本的事項の目的を達成していくことになる 。そして この連続的な形

態の継承は、その担い手て‘ ある音11族なり各集団の歴史性を刻み込む

絶好の条件を提供してくれるのだ。ごく わずかずつの修正と付加の

集積は、長い H寺間系のなかでとらえるとき、 ある コミュニティの共

通言語として、イデアを外在化させる手段にまで発展しうるのであ

る。柴田内部に111胎してくる共有観念としてのイデアはこのように

して建築的言語へと転化されて持続される。ひとたび受容された像

は、きわめて安定的な社会的メモリーとして働き、その社会の思い

16 

本 多 友 常 (側竹中工務山大阪本r . t i設計部設計，，* )  

出すべき規範を提示してくれることになる 。特に穀物倉に限ってみ

るならば、防災の基本的事項に対する目的の共通性は、私たちがそ

れぞれの差位性に着目しておけば、個々の集落のある程度の特徴が

把握出来ることを意味しており、これが風土的建築をみていく上で

一度はとりあげておきたい理由の一つでもある。

日本のくら

穀物合というものがある社会において、どのような位置づけで歴史

的変遷を辿るかについての笑例としては、長い j長耕民族としての系

諸をもっわが国にその材料を探し出すのが適切であろう。

私たちが普通にくらといえば土 J改造りを連想する 。木鉢を 制み、 IIIII

面に土墜を塗リあげてし、〈方法は、群馬県今井茶臼山古墳から出土

復原された家屋形埴輸の外壁にも使用されていたと推定されるもの

ではあるが、イド絡的に庶民が利用出来る白亜上塗の仕上を持ち、現

代においても現存するほとんどのものは、城事[1建設を中心、に発展し

た左官技術の漆11食工法の完成にともなうとされ、 j各中j各外図の厚手風画に

おける 室 町時代末の京都市街ｽＡｅｾ去と江戸時代初期 のそれとを 比較す

ると、漆 11食塗の建物ヵ、この時代に急速に普久したことが恕{ 象される。

念における土壁の使用は耐火性能を得るためのものであることは当

然、で あるが 、湿 ｩｬｍｉ にｾｾｾ 、ため、 l接壁音11分の養生や、軒先回りのノ、ネ

出しの工夫がほどこされ、各地万に特有な形式が生まれ てく る要因

となったようだ。このような土蔵はほとんどが家屋の高密度化によ

る、住居との接近にともなって生まれてきたものと思われるが、時

代をさらに遡ると、念は住居から出 ｉｾ れたところに建てられた高倉形

式に出会うことになる。もちろん地 }=j によってはこの高倉を守リつ

づけているところもあるわけだが、正倉院や経政などの年代的に古

い時代のものにこの形式がみられることからして、土壁形式に先行

したものであることはほほ疑いなし、。川島宙次氏によれは.. 2) この高

床形式にも 2 つの系統がみられるという。それは本土各地の民家に

用いられている日行形式の納屋や板倉は、すべて通し住形式である

のに対し、床版までの脚柱の上に本体の管柱が建つ形式が、奄美大

!;，'j 、沖総本! ; 占を中心にみられるからだ。本土の古代にお いても校合

造りなどはこ の範時に入り、こ のことは東南アジア の稲作地帯から

伝播された高合が時代とともに、次第に和風建築化されたものと考

えられるとしている。

「くら J という言業の成立については 2 通リの解釈が出来るという。

木村徳田氏は「古代建築のイメージ J 3 ) において、クラのもとの立

は「高くして物を載せる向。人がE2パ位置する座」であろうとする

解釈をと っている。 似拠としては、馬の 「鞍」 ・「胡床 ( 大陸風の l未

九)J ・「位( 座烏) J  .  r諸条( 酒宴の! 市 ) J ・rKlt' ( 市の立つ場所 ) J  

などをあげ、また記 ・紀歌謡や万葉集で、クラという音にかかる枕

言葉が「梯五ての」であることなどから、観念上では、高い台の上

に物をたてまつりあげる、という意味を霊〈持っていたと述べてい

る。このH寺代つまり、奈良盆地の前方後円墳、佐 l旅田宝塚から発見

された「家屋文鋭j の年代が 4 世紀であるとするならば、この鋭に

しるされた高床合らしきものがすでに定着していたことは、ほぽ確

定出来ると考えて間違いなさそうである。

ところが「クラ」の語源を「アナグラ j に通じる竪穴とする論考ーがある。

参与文献 1  ) 也築、むののはじ拘 l 'i rλ 'i' : T t; J  P30- P43 山f 1l 幸一 新往築t I

2  ) 減 1] ゆく t" 家、屋! 股まわり ・形式 P 140- P  141 1l1l ::;lli;k 主婦と生活社

3 )  ，1; 代! 也築のイメージ P90 木村徳 Il il 日本政送出版協会
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- 写: j ' j ; と概要をどしどしお送り下さい。

凡例 a 所 有 地 ｢ 敷地而干 ｩｾｻ c 建築7f1i W d  延 床 flu干l't e 締逃走見様 ｦ 二 ｃｊｾｊ

1488 富山ワシントンホテル

設 計 : 竹 中 工 務 庖

施 工 ー 竹 中 工 務l吉

a  .  ' R; 山市本町 2 番 5 号

b.  1. 132. 86m'  

c .  616. 82m'  

d.  5，089. 63m'  

e .  SRC 、11F 、P 2  

f  昭和54年 2 月~昭和55年 3 月

1489 専売共済組合新共済会

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 東 急 建 設

a  東京都渋谷区神宮前 6 丁目 7 5 - 4  

b  .  933.  02m'  

659. 88m'  

d .  3，706. 28m'  

e .  RC、 B2、 5 F 、 Pl

f . 昭和53年 8 月~昭和54年 11月

1492 春 日 井 市 総 合 福 祉 セ ン タ ー

設 計 監 理 丹 羽 英 二 建 築 事 務 所

施 工 : 矢 作 建 設 工 業

a  春日井市浅山町1297- 2  

b .  9，924. 53 m'  

c .  2. 697. 56 m'  

d.  4 ，267 .72m'  

e .  RC(一部 SRC ) 、2 F

f  昭和54年 7 月~昭和55年 10月

1487 聖 カ タ リ ナ 学 園 特 別 教 室

設 計 ・竹 中 工 務 唐

施 工 : 竹 中 工 務 底

a  岡崎市大西町奥長入52( 愛知県 )

b.  28，699. 29m'  

c .  1. 223. 62m'  

d.  2，807. 98m'  

e .  RC、 3 F 、 P I  

f  昭和54年 8 月~昭和55年 3 月

名高大付属高校プール・体育館

設 計 竹中 工 務 底

施 工 竹中 工 務 盾

a  名古屋市昭和区広路本町 1 - 16 

b.  8 ，491. 00m'  

c .  1，229. 87m'  

d.  2 ，370. 38111'  

e.  R  C 、 S 、 BI 、 3F

f  昭和54年 6 月-IIB初55年 4 rJ

1493 茶 臼 山 高 原 国 民 休 暇 村

設 計 監 理 丹 羽 英二 建 築事 務 所

施 工 西 松 建 設 中 部 支 底

a  愛知県北設楽郡' i ' l IR村大字坂字場字御所平70- 163

b.  3，443. 57m'  

C .  1，700. 55m'  

d.  2，305. 80m'  

e .  RC 、 2 F

f  昭和54年 9 月~昭和55年 6 月

1486 愛 知 学 院 大 学 禅 堂

設 計 監 理 丹 羽 英二 建 築事 務 所

施 工 ・熊 谷 組 名 古 屋 支 底

a  愛知郡日進町大字岩崎字阿良池12

b.  398，970. 96m'  

C  .  779. 04m'  

d.  619. 76m'  

e.  RC.  I  F  

f  昭和54年 6 月~昭和55年 4 月

神 戸 弁 護 士 会 会 館

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ・大 林 組

a  神 戸市生田区橋通 1 丁目 2 祷J也

b.  1，461 . 12m'  

C  .  533.  26m'  

d.  1. 783.  54 111'  

e.  RC(一 宮IIS )、4 F 、 PI

f  昭和54年 6 月~昭和55年 9 月

1494 学校法人大阪工業大学中央図書館

設 計 監 理 : 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : フ ジ タ 工 業

a  大阪市旭区大宮 5 丁目 16番 l 号

b.  1，917 .34m'  

c .  1，337 .  96m'  

d.  5，363. 85111'  

e .  SRC 、 BI 、 4 F 、 PI

f  昭和54年 7 月ー昭和55年 5 月 19 



雪 の 生 態

北 陸 地 方 に 住 ん で い る と 、 冬 が くるといやでも 雪 がくる 。 表 日 本 の 弘H乏なとこ ろでは、 雪 の こ と な ど ほ

と ん ど 念 頭 に な い だ ろ う。私 も そ う だ った。 しかし北陸に生活してみると、 雪 の 問 題 は さ け ら れ な い 。

ひと口に 雪 とい っても、 言 質、| 峰27場所、干1 ' ( 苛状態などによ ってい ろい ろ の 生 態 を 示 す 。 そ し て 、 そ れ

ら は 建 築 の み な ら ず 都 市 計 画 な ど に も 大 き く 影 響 す る 。 雪11に つ い て み る と 、 北 海 道 な ど の 乾雪 に対し

て 北 陸 は 濡雪 で重し、 。建 築 基 準 法 で は 一 般 に 雪 の 単 位 荷 量 は 2 kgにな っ て い る が 、 北 陸 の 石 川 県 で は 条

令 で 3 kgにな っている 。 水 分 を 多 〈 含 ん だ 吉 だ か ら で あ る 。

しかし、この 雪 もまず 1 m も相ると、松宮は! 習をつくり 、下 宿 の 固 め ら れ た 雪・は根雪とな って 単 位荷 車

は 3 kg で は す ま な い 。 試 し に 量 ってみたら 5 kgは あ った。 似 言 は 、 瓦 紛 の よ う な ふ わ ふ わ し た 美 し い 雪

で は な い 。 古 は屯いも の だ と 実 感 し た 。 反 似 か ら の 雪下 ろ しの 必 要 な の もむべなるかなである 。 しかし 、

雪 を 道 路 に 下 ろ す と 道 路 が ふ さ が り 排雪 しなければならなし、 。排 霊場 所 に も 図 り 、 こ の 費 用 が 馬 鹿 に な

らない 。屋似に| 降 った雪 は、無抵抗主 義 で そ の ま ま に し て 済 ま せ る 耐 勺 怨 築 が一 番 よ い の か し ら 。( S '  N )  

京 の 海 ・ 陸 ・ 空 の 時 代

明治以前、つまり、 19世紀以前の時代の京者11の 重 要 な 輸 送 手 段 は 水 路 で あ った。大 阪 湾 へ 流 れ 込 む 淀 川

の 上 流 に あ る 伏 見 港 は 京 都 唯一 の 海 上 輸 送 に 通 じ る 基 地 で あ った。 さらに、広ー長 11年 ( 1606年 ) に は 角

倉了以が大堰 川 を開さくし丹波との木 村巡搬 を 可能 にし、同 ＱＶ 年には日瀬 川 を Ｇ ｉｾｲｾ 川 に沿 っ て 閉 さくし、

南 北 の 物 資 輸 送 に 役 立 て た 。 今 で も 木 屋i町 ・竹 屋 町 の 名 が 残 っているのでも半IJ る。

明治以降、 20世紀の現代では、京者11の ill 裂 な 輸 送 手 段 は 陸 路 に 変 ってい った。琵 琶湖疏 水 の 閉 さくによ

り 、 そ の 水 力 発 屯 を 利 用 し て 明 治28年 ( 1895年 ) に日本てや)J めて市屯が走り 、 そ の 市 屯 を 市 内 に 縦 横 に

走 ら せ る た め に 道 路 が 広 げ ら れ 、 地 下 鉄 も 作 ら れ つ つ あ る 。 陸 路利 用 の 障 害 は そ の ぼ う 大 な 建 設伐 と環

境 保 全 対 策 で あ って 、 そ の 行 き 詰 り が 自 に 見 え て い る 。

そこで、 21世 紀 に お け る 京 都 の 重 要 な 輸 送 手 段 は 空 路 以 外 に 無 か ろ う 。 市 域 内 外 の 大 量 輸 送 機 関 と し て

消音 装 置 の 付 い た 「エアーパス」が空を飛び 、 市 内 要 所 に 高 さ 100 メ ー ト ル 級 の 超 高 層 ビ ル を 配 置 し そ

の 屋 上 を 「 エ ア ー ハ ス ポ ー ト 」 と す る 。「マイカー観光振否五言 」 に代 え て 「 笠 の観 光 歓 迎宣 言」という

ことになる 。 そ の よ う に 京 の ま ち は 海 か ら |筆 へ 、 そ し て 空 へ の H占代に入 りつつある 。 ( H . M )

入 念 な 構 造 設 計 を

学 者 も 建 築 家 も 工 事 は 入 念 に す る こ と を 求 め る 。 地渓災害: の 調 査 リ ポー トでも 、 入 念 な 工 事 の 効 朱 が 報

告 さ れ る 。 しかし 、設 計 に つ い て は 基 準 法 に 合 致 し て お れ ば 、 あ と は 学 聞 の 未 発 達 の せ い に し た よ う な

報告が多し、 。 本 当 は 入 念 な 設 計 で あ ったか否かも大きい重要因をなしているのではなかろうか 。 こ こ で い

う( 柿造 ) 設 計 と は 、 建 築 基 準 法 の 条 文 や 学 会 の 計 算 規 準 を 機 械 的 に 適 用 す る の で な く 、 本 来 の 構 造 設

計 を 指 す 。 このたび基準法の耐民規定が改定され、 簡単 な 桃 造 規 定 を 守 って い る か 否 か チ ェ ック す る だ

け で よ い 柿 造 か ら 、 か な り 詳 細! なチェ ッ クを要する 構 造 ま で 、 規 定 上 の チ ェ ック に も バ ラ エ テ ィ が で き

た。総 じ て 云 え ば 手 聞 が か か る よ う に な った が 、内容 は 良 く な っていると思う 。 こ の よ う な 設 計 手 聞 の

増 は 止 む を え な い こ と で あ り 、 世の 中の 一般的な見方でいえば、工事' 貨のせいぜい 3 - 5 % の 設 計 料 の

一 部 を 占 め る 構 造 計 算 が 少 々 手 taJが 増 え て も 騒 ぐ こ と は な い 。 その ため の往 設 費 の 増 は し れ て い る 。 そ

して 、こ の際に 、計 算 だ け で な く 設 計 そ の も の を も っ と 入 念 に す る よ う に し て ゆ き た い 。 こ れ が 災 害 の

減 少 に 大 い に 寄 与 す る 筈 で あ る 。 その ために手陣l暇 が 要 って も 、 皆 が そ う す れ ば 自 づ か ら 設 計 料 も 上 る

筈 で あ る 。 ユ ー ザ ー の 利 益 ( 安 全) の た め に か け る 手 間 だ か ら 。 ( K . Y )

太 古 の昔 の よ う に 、 し か し 短 時 間 太 陽 熱 で や き も の が 焼 け る

先に、 1980年 ・国 際 陶 芸 ア カ デ ミ ー 京 都 会 議開 催 のことをこのコラムで訟・いた 。

つ け 加 え て も う 一 つ の 感 想 を 述 べ て お こ う 。 ア カ デ ミ ー の 会 貝 、アメリカ ・ペ ン シ ル パ ニ ア 州 立 大 学 美

術 建 築 科 教 授 、 ゼ ル ジ コ ・クジユンジ ッ ク が 太 陽 熱 で や き も の を 焼 〈 報 告 を し た こ と だ。珍 ら し い う え

に 、単純にみても省エネ、ズノ〈リである 。

し か し 、 こ の ク ジ ユ ン ジ ッ ク 氏 の 報 告 の 前 で は 省 エ ネ と は 、 子 供 の 労 資 癖 を 戒 め る ほ ど の 意 味 し か な い 。

わ た し の 感 想 は こ う だ。

一 万 年 の 太 古 の 昔 、人類 は 太 陽 の 熱 で 建 築 用 の 煉 瓦 を 焼 成 し た 。 日 干 煉 瓦 で あ る 。 た だ し 、 悠 久 の 時 間

を必要 と し た 。 お よ そ 一 万 年 後 の 現 在 、 人 類 は 科 学 技 術 と い う 手 法 で 急 速 に 宇 宙 の 現 象 を 理 論 立 て て 自

然 の 恩 恵 と そ の 秩 序 を 知 った。 そして 何 物 も 破 壊 す る こ と な く 、 恐 ろ し く 短 縮 さ れ た 時聞 の 中 でやきも

の の 焼 成 に 成 功 し た と い う 報 告 で あ る 。

当 然 こ の こ と を 日 本 の 新 聞 が 取 材 し た し 、 わ た し も 手 に と って見た 。今 、 人 類 は さ ら に 一 万 年 後 の 未 来

という時代の入口にいるのではないか、とフト深くそのとき感、じた 。 ( S  . M)  
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須 賀 好 富

、

1章なぜ耐震設計法が変わるのか

J  

現在の耐震規定は、大正12年の関東大震災の翌年に制定された「市

街地建築物法」が基礎になっています。 そして考え方は「震度法」と

呼ばれる、建物重量の何割かが、静止したカとして、床の位置に水

平にかかるというものです。これが昭和25年にできた建築基準法に

受け継がれ、現在に至っています。 もともと、不可解な 地震力を割

り切って考えることに無理はあるのですが、震度法は見事にこれを

捉え、しかも設計が簡単ですから、広〈一般に利用されてきました。

震度は0.2以上とし 、高さ 16mを超えると、 4 m以内ごとに0.01 を加

えるというものです。(図ー1)

震度は「高さ」だけから決まり、

構造種別だとか、建物の形状( プ

ロポーション) などに関係しない

はずはないのですが、今までは便

法として、この方法を採ってきま

した。

しかし、要は地盤が振動したと

きに、建物に償性力としての地震

力が作用します。 これを正確に評

価することが重要なのです。たと

株

H

H

|

|

J

T

 

|

1

L

T

 

図ー1 現行の震度

えば図一2に示すように、 R C造でず、っしりしたプロポーションの建物

の隣に、鋼構造でスレンダーな建物があり、高さが同じだとします

と、現行法規では震度( すなわち、地震時、建物の加速度) は変わ

らないことになります。 しかし、ここに地動が起こった場合、両建

物の性状は大いに異なることが、振動学的に認められています。す

なわち、 R C建物は地動に敏感に反応し、震度を大きく考えないとい

けないのに対し、 S建物は「柳に風」のごとく、地動の影響をかわし、

結果的に地震力が小さくなる傾向があります。超高層建築はこの理

屈から建設が可能になり、種々の工夫を凝らしているとはいうもの

の、建 物 、 ｾｾａ 莫の割 ｬ こ小さな柱 ・ はりでおさまっています。

R C造{ ずんぐり型) S 進 (スマート型)

図-2

このように、建物一律の震度は不合理だということ以外に、震度

の最小値、 0. 2の値が建物によっては小さすぎるということもわか っ

てきました。 しかし、それでも普の建物は窓が小さい上に壁も多か

ったので、構造計算にのらない、いわばプラスアルフ 7 の余力を十

分持っていましたので、今までの規定でそう大きな被害も受けずに

やってきました。 0.2震度法は一応成功せりというところでしょう 。

ところがどうでしょう 。最近の建物は機能が複雑にな ってきまし

たから、複雑なプラン、大きい窓と、 0. 2を定めた当時とは異なった

ものにな っています。 さらに計算技f荷、とりわけコ ンピューターの

普及によ って経済設計を追求するあまり、ギリギリの設計が多 くな

ってきました。すなわち「余力 J rゆとり」が期待できなくな ったの

です。その結果、基準を満足しているのに地震被害を受けた建物が、

昭和39年新潟地震、昭和43年十勝沖地震、昭和53年伊豆大島近海地

震、そして最近の 2 度にわたる宮城県沖地震に多く数えられるよう

になりました。

では当初定められた0.2ではどのぐらいの地震まで耐えられるかと

いいますと、中地震程度、すなわち地動加速度で80ガル - 100ガルと

いわれています。では大地震のときはどうなるかといいますと、先

ほ どの「余力」がそれをカバーしていたのです。

以上で「ゆとり」の少ない「ギリギリ設計」の建物は、大地震時

に崩壊の危険があることがおわかりいただけたと思います。 さらに

地震被害の原因の顕著なものとして、つぎのことがあげられていま
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す。これらはいずれも「昔の建物」 には縁の少ないものばかりであ

ります。

・軟弱な地盤の上に建っている建物

・耐震壁等が偏って配置されている建物

・ピロティがあったり、上階で柱が抜けているなど、剛性の変わる

建物

・鉄筋コンクリー卜造の柱で、長さに比べて幅の大きい「短柱」を

もつ建物

・鋼構造でブレースに多くの地震カを負担させている建物

以上のようなわけで、昔の0. 2震度法が万能でないことがわかった

現在、 そして、たび重なる 地震被害によって社会的問題を提起して

いることから、耐震規定を見直そうという機運が芽生えたことも、

ごく自然といえましょう。建設省では建築研究所 において総合プロ

ジェクトを組み、この方面の研究を重ね、新耐震設計法の足がかり

としました。 しかし忘れではならないのは、わが国の耐震研究、耐

震設計技術の進歩ということです。超高層建築の 出現から 、建物の

モデルに実際の地震波を入れて解析し、建物の振動性状を検討する、

いわゆる「動的設計法」が広く普及しました 。 これらの設計を通じ

て得た数々の貴重な知見が、もっと一般的な建物をも対象とし、そ

れらの耐震安全性を高めることに寄与しているのです。

2 章 地 震 で 建 物 は ど う 揺 れ る の か

建物の振動性状を検討する場合に 、図 -3のように建物を質点にお

きかえる方法がとられます。 これは l 質点のモデルで、床の位置に

建物重量と等価な質点( だんご) を仮想します。柱や壁は水平変形

に抵抗する部材ですが、これらはパネと考え、柱や壁の剛性を「パ

ネの強さ」で表現します。軟らかいパネ 、硬いパネ、という工合で

す。肩たたきに、スポンジ‘ の球にパネのついたものがありますが、

あれを想像していただくとよろしい。 図-4は多質点のモデルでして、

一般に建物はこのようになります。

建 物
振動モデル

一ーう

図-3 1  ｾ質点のモデル 図-4 多賀点のモデル

さて、このだんごとパネが地動を受けたとき、だんごの重量や、

パネの強さで種々の動きをするでしょう 。 それを解剖しますと 図-5

のようになります。 これらをモード (mode) といいますが、この中

で l 次モードがもっとも支配的です。 そしてだんごの振動性状は、

これら多次モードの合成で評価されますが、一般に 3 次までの合成

1 次モード 2 次モード 3 次モード

図- 5 担言動モード
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図- 6 入力地震( 上図) と建物頂郊の自信動の大きさ( 下図)
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で十分とされています。 l 次モードの影響がもっとも大きいわけで

すが、それによりますと、下部に比べ上部の振幅がきわめて大きい

ことがわかります。すなわち、上ほどよく揺れるのです。

その例を紹介しましょう 。図- 6は、 1978年 6 月の宮城県沖地震の

際に、実際にキャッチできた建物の振動記録です。 これは東北大学

の建設系建物の南北方向の記録でして、 1 階と 9 階に設置されてい

た強震計( 強い地震動を受けたときに振動の加速度を記録するもの)

のお蔭です。 これによりますと、 1 階の加速度より 9 階の加速度は

きわめて大きくなっています。実は、このことが大変重要なことな

のです。 この場合、 1 階の最大加速度が約250ガル( イ点) であるの

に対し、 9 階は最大約1000ガルにもなっており( ロ点) 、その発生時

刻は l 階よりやや遅れています。1000ガルというと、重力の加速度

が980ガルでありますから、水平力にして建物重拭分が作用するとい

う、とてつもない大きいものです。し たがって震度0.2なら、その5

倍の大きい振動が実際にこの建物に作用したということになります。

上ほどよく揺れるということは 、皆さん何となく理解されるでし

ょうが、その一つの証明が上記記録でし ょう。一般に、建物に発生

する加速度は地動の数倍になるといわれており、これを「増幅」と

いいます。 そして「増幅率」は建物によって異なりますが、図-2の

R C建物は大 きく、 S 建物はそれに比べて小さくなります。一方、超

高層建築はその極端なもので、きわめて小さくなります。

2 3  



新耐震設計法とは一設計のためのやさしい解説

これをもう少し具体的に説明しましょう 。 それは「増幅率」が建

物の持っている固有振動周期 (T: 秒) に大いに関係あるということ

です。固有周期とは、たとえば図ー3の 1 質点のだんごを強制的に横

に引 っ張り、突然放したときに l 往復に要する時刻のことです。パ

ＱＭＰＮ ＲＨＰｾＭｗ＠

1- 0. 2(0:S- W  

1- 0.2( 0:S- W  

盟0. 8ト一件、、7k d 1

506l il ¥X p  
ｾ＠ I  i  ｾ 、、 。《 司、

選0. 4 ｾ ｬｩＡ ・ ｾＷＧ

0. 0 1.0 2.0  ( sec)  

一ｾ 設計 用 Ｑ 次 固有周期

第 3 種地盤( 軟弱)

第2 種地盤( 普通)

第 1極地盤( 硬貨)

図-7 自匝勤特性係ft( 周期の長い建物、地盤の良い渇合に l草地震カを低減できる

ネが固いと早 < ( T は短く) 、反対に軟らかいと遅 < ( T は長く) なり

ます。

さて、ある T をもっ建物に強震計が設置されていて、地震の記録を

分析しますと、 Tと治幅率の関係がわかります。図-7はその結果を実

用的になめらかにしたものでb、繍軸に T が、縦軸に応答する加速度( ま

たは増幅率) の代わりとして「振動特性係数」なるものがとられて

います。 これから、 T が小さいと( 前述の R C建物) 応答加速度した

がって地震力が大きく、長い建物 ( S建物) ほど小さくなる傾向がわ

かるでしょう 。

また、同図には 3 本の線が画かれていますが、これは地盤の状態

によって、建物の応答が異なることを意味し、一番悪い第 4 種地盤

の加速度が最大となります。すなわち、同周期の建物でも悪い地盤

上の建物ほど、 地震力( 地震入力という ) が大きくなるのです。

以上のように 、

・建物の剛性一一パネの強さ一一剛いか軟らかいか一一T が短いか

長いか

- 地盤の状態一 一軟弱か竪固か

によって、閉じ地動が作用しでも、建物に与える影響度が異なるわ

けで、現行設計のようにすべて一律というのは、どう考えても不合

理で改める必要があるでしょう 。

3 章 新 耐 震 設 計 法 の あ ら ま し

以上のようにわが国の耐震設計はこの20年、画期的に発展しまし

た。いろいろなことがわか ってきました。 その主役は何といっても、

つぎの三つでしょう 。

・耐震理論の発達

・コンピューターの普及

・強震計の設置

しかし、反面ネガティプなこととして多くの苦い「地震被害」も

経験しました。 そして今、新耐震設計法が登場したのですが、その

基本的な考え方は、地震の程度を「中地震」と「大地震」の二つに

24 

分けて考え、

・中地震( 建物の存命中、 1- 2回起こると予想される地震) に対して

ー→建物に損傷を与えない

・大地震( 建物の存命中、 l 固有るか無しかの大地震) に対して

ー→人命を守る 。建物には多少の被害は覚悟する

を目指しています。 したがって、設計は一般に 2 段階について検討

され、中地震に対する検討を「一次設計」、大地震を「二次設計」と

いうこともあります。 もっとも、すべての建物について 2 段階の検

討がいるのではなく、 図-8に示すように、小規模で、壁も多く、構

造的にも単純・整形な建物の場合には中地震の検討だけでよいとさ

れています。 これは、この稜の建物なら、今までの経験上、大地震

に対しでも大丈夫という判断があるからで、大地震での崩壊は止む

を得ないとしているわけではありません。

3- 1 . 中地震の検討

これは現行設計とほぼ閉じ内容で、設計は「弾性設計」で、コン

クリートにもひび割れは生じていないとします。そして応力が許容

応力度以下であることを確認する「許容応、力度設計」がとられてい

ます。すなわち、この程度の地震なら、部材はすべて弾性範囲内に

あるわけで、後述の大地震の検討のように塑性域までは考えていな

いのです。

しかし 、新耐震設計法が若干改正される内容があります。

それは、

〔ワ〕

(1)剛性率孟0.6

(2)偏心率孟0. 15であ

ることの確犯

(3)その他摘造方法に

応じて建設大臣の

定める基準を満た

すことの確鼠

図-8 新耐震股計のフロー



- 地震力の高さ方向の分布

・層間変形角の検討

の 2 点でしょう 。一つは図 -5に示すように「建物は上部でよ く揺れ

る」ことから、水平カの分布を上部ほど大き くし ( これを高さ方向

分布といいます) 、いわゆるト ップヘピィーの状態を考えることです。

現行の分布は 16mまで一定で、 6 階建ての場合、 図-9のようになり

ます。 もし各階の重量が一定値 W としますと (実際には下階ほど重

いことが多く、セ ットパッ クがあるときには急変します) 、新耐震で

は同図 (C) となり、最上階では現行のl . 6倍以上、 1 階では約半分と、

下階の水平力を上部に持 って上がった分布になりますが、この傾向

は固有周期が長い建物ほど顕著です。一方、全体の水平力 (総せん

断力、または 1 階のせん断力一一ベース・シャーという ) はほとんど

変わりません。 しかし当然、基礎における建物の転倒モーメントが

大きくなるなど、柱、はり、基礎には不利となるでしょう 。

つぎに層間変形角の検討が必要にな ったことです。後述しますよ

うに、構造物は変形能力に勝れた、ねばりのあるものでなければな

りません。 しかし、変形が大きすぎると、種々の問題が発生します。

建物内の人に不快感を与える以外に、柱の変形による偏心モーメン

トの追加やガラスの破損、カーテンウオールの崩落、設備機器の破

損など、構造以外の面でも被害 がでできます。 したがって図ー10の層

間変形角を 1/200以内にしようとするものです。

以上、建物の去尉莫や株造によ って、

(1) 中地震の検討を許容応力度設計で行うもの

(2) 上記に加えて、層間変形角のチェ ックを行う必要のあるもの

と中地震の検討には、 2 コースがあります。 そしてさらに高層、複

雑なものには、上記のほかに、つまの大地震の検討が必要なのです。

3-2. 大地震の検討

重量

E
何

.

伺

E  

( r )  

( r )  

G. L. c  

- 玄 "'
N  

地震に対して建物が抵抗するし方には、つぎの 2種類があります。

(1) 力で抵抗する

(2) ねばりのある権造物の変形能力で地震入力を緩和する

さて、地震iflJ Jの建物に与えるエ ネルギーは図ー11 (a) の三角形の商積

(ム イロハ) で与えられます。この図は、力で抵抗する (1) のタイプで、

縦軸の力は 1000ガルの加速度、すなわち震度l . 0の大きさに相当する

水平抵抗力が必要になります。 このときの変形はきわめて小さいの

が一般的で、 R C造壁式構造がこれに当たります。

一方、同図 (b) は( ニ) 点で材料が降伏( たとえば、コンクリートに

ひび割れなど) していますが、変形能力に勝れ、( ホ) 点で破壊しま

す。 このとき、台形の面積口イニホへが上記エネルギーに当たり、

次式が成立します。

ムイ ロ ハ = ロ イニホへ 一一一 (1)

すなわち、このときは建物の耐力は (a) に比べ、格段に小さくてよ

いわけですが、その分、 ( ホ) 点、までの変形が可能でなければならず、

変形が耐力を助けていることになります。 これは壁の少ない純ラー

メン構造に多く、 一般の建物は (a) と (b) の中間になります。 ところ

で、変形能力は効果があるとい っても、同図 (c) のようにな ってはい

けません。前述の層間変形角が大きくなる弊害がでてくるからです。

では変形能力があれば、 (a) の耐力から、いくらに「割引き」でき

るかといいますと、それは構造物によ って異なり、大雑把にいって、

(1) 純ラーメ ン構造 (壁がはなはだ少ない)

30- 40% 

(2) ラーメ ン構造に若干の筋違、または耐震壁がある場合

40- 50% 

(3) かなり筋違や耐震壁の多い建物

50- 75% 
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イ ノ 、
変形 変形 イ

， 

ノ¥

(c )  

25 



新耐震設計法とはー設計のためのやさしい解説

となります。 この蓄| 月比率を「構造特性係数」といい、構造設計者

はプランを見た段階で、このf直を決定し、建物の耐力計算を行うわ

けです。 これは現行の一律の計算とは異なり、各建物の特性に応じ

た必要耐力を保有させるという合理的な考えといえましょう 。

ところで、中地震の検討は「力で抵抗」のタイプで、行 っているこ

とになります 。 それは、この程度の地震なら耐力は200ガル( 大地震

の1/5) 程度でよいので、それくらいなら建物に与えることが可能だ

からです。 と同時に、頒度の多い中地震のたびに建物にひび割れな

どあってはたまりませんし、変形も小さい必要があります。 これが

「弾性設計」です。

それに対し、大地震の検討は、ひび割れなどの発生は許容しても、

それ以後の変形能力に富む「ねばり」でもって、地震エネルギーに

抵抗します。 そして「弾性域」から「塑性域」までも考慮しますの

で、これを「弾塑性設計」といいます。大地震では、建物に多少の

犠牲はあっても崩壊は免れ、人命は守られるという思想が貫かれて

いるわけです。

さて、 図ー11 (b) のQyは「保有耐力」と呼ばれ、建物の各層につい

て計算されます。 これは、いわば建物の抵抗力といえるもので、

建物の保有耐力ｾ地震時応力一一一 ＨＲＩ

を確かめ、この式を満足しないときは、断面変更などの設計変更が

必要となります。上式の右辺は、標準を 1000ガル、すなわちせん断

力係数( またはベース・シャー係数) l. 0としますが、

・地盤が良いか悪いか

・建物の固有周期が長いか短いか

・建物に「ねばり( 変形能力 )J があるかないか

などを勘案の上、建物や地盤の状態に適応した「割ヲ| き率」を算定

し、それによって地震時応力を計算するわけです。

一方、逆に地震時応力を「割増す」必要のある場合があります。

それは、上記のような、建物が比較的単純で豊富形な場合と異なり、

下記に示す複雑な条件をも っている建物に対してです。

(1) 耐震壁などの偏心配置ー → ( 平面的な不整形)

(2) 1 階がピロティーとか最上階で柱の数が少なくなり、階によっ

て剛性が急変する場合ー→ ( 立面的 tj 不整形)

(3) 建物の用途が重要で、より高い安全性が要求されるもの

上記のうち、 (1) 、 (2) に触れる建物の設計に当たっては、それが

不可能ということではなく、かなりなコストアップ、すなわち、柱、

はり断面の増大を覚悟しなければなりません。 なお小さな建物で保

有耐力の計算が不要な規模のものでも、 (1) 、 (2) に触れる場合は必

要になってきます。 それは、単純・整形な建物に比べ実際の応力状

態を正確に把揮することが困難なことから、より 一層、安全を期す

るわけです。

平面的な「偏心」については図ー12に示すごとく、時計廻りの回転

が生じます。 このことについては、 一応今までも構造計画的にまず

いとされてきましたし、止むを得ず偏心する場合は、補強をしてい

ました 。 しかしそれでも、これが原因の地震被害が多いことから、

さらに厳しい規定になっています。すなわち、規模の如何にかかわ
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図ー13 剛性率

(fl 

通常のスムーズ

な振動モ ード

図ー14

剛性率の不連続な

ヌ 車両ｾと振動モード

らず地震力の割増しを行って 、保有耐力を検討するのです。

一方、「剛性率の急変」も危険だとされています( 図一13) 。 そして

上記と閉じく、地震力割増し、保有耐力の検討が必要で、あります。

これは、剛性率が急変する位置で、地震エネルギーが集中して危険

であることによります。図ー14のように、一般のスムーズな振動モー

ドに対し、不連続な振動モードになるのです。

以上、大地震の検討は塑性域まで考慮し、ねばりのある建物を優
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遇する方法をと っていますが、平面的、立面的に不整形な建物には

厳しいペナルティを課すわけです。

4 章 構 造 工 事 貨 と 構 造 設 計 料

さて、最後に新耐震設計法による構造工事費と構造設計料の上昇

率について述べて おきま しょ う。現行設計との比較をするため には、

多くの建物について 2 種類の設計を行い工事費を積算する必要があ

ります。 しかし、この検討はまだ事例が少なく、は っ きり した上昇

率はわか っていません。耐震壁の: h l や配置など、建物の構造計画に

よっても工事費は大きく変わ ってきますから、もともと正確な上非

率は求まらないかも知れません。

1. 6  

1. 5  

1. 4  

1. 3  

1. 2  

1. 1  

1. 0  

血コスト ( 鍾体コスト指数1m
2

)

- - -ー現行

一一。一新耐震Ds= 0.3

-ー- 0- ー新耐鍵Ds=0. 4

。、

n  (陸自数) t>

2  3  4  5  6  

図ー15 新耐震による鍾体コスト

コストは階数

に比例して上

昇する。平家

が逆転してい

るのは基礎質

問のためと忠

われる。

図ー15は筆者がコ ンピューターによる自動設計 ・積算によって構造

工事費( コ ンクリート、鉄筋そして型枠の各工事費の和) を試算し

た結果です。対象建物は半無限均等ラーメ ンで、中柱とそれに接続

するはり、スラブ、基礎について積算しました 。 なお、壁は含まれて

いません。 この図によりますと、現行設計よりかなり上昇すること

がわかりますが、構造特性係数 ( Ds) の値には大きく影響されます。

ここでは、純ラーメ ンに近い建物 (Ds=0. 3) と、耐震壁が若干の地

震力に抵抗する建物 ( Ds =O.4) を考えていますが、後者は地復入力

が大きくその分だけ工事貨が上昇しています 。上昇率の計算例を表

-1 に示しますが、 Ds =0. 3で5 %- 1 0 %、Ds = 0.4で1 0 %- 2 0 %とな

っています。構造工事費は、上記以外に地業費、壁体工事費や耐震

設計に無関係な パ ラペッ ト、バルコニ一、階段等が加わりますので、

この上昇率はも っと薄められることになりましょう 。

もっとも実際の建物は複雑なものです。上記試算で対象とした建

物とは、かなり様子が異なると思われますが、工事費上昇の一応の

目安とはなりま しょう。 そ して 、建物の形状や耐震壁の配置計固な

どによ って精造工事費が大き く影響されることはは っ きりしていま

す。 この点は、現行設計から新耐笈設計法への移行に際し、もっとも

表ー1 コスト上昇率

階数 Ds・0.3 Ds - 0.4  

口弘
1  1. 12 1. 19 

2  1. 05 1.10  

3  1. 04 l. 17 
現行設計を1

4  l. 07 1.19  とし た湖合、 &l 以上4 ト

5  1. 07 1. 23 
新耐震設計が

6  l. 06 l. 29 

どの位上昇す 図ー16 間違っ た

るかを見る
フープの施工例

注意しなければならないことです。

つぎに構造設計料のことについて私見を述べてみましょう 。耐震

設計が複雑になりますから、当然設計料は上昇するでしょう 。 その

内容について述べますと、基本的にはつぎの 2 点になると思われま

す。

(イ) 基本計函一一新耐震設計法で、は建物の内容によ って耐震設計が

変化し、工事費にも影響するから、構造計画に十

分な時間が必要となります。

( ロ) 耐震設計一一 地震力高さ方向分布、変形計算など検討項目の追

加や、 二次設計が必要な建物の保有耐力の計算な

ど、現行設計より、手聞が大幅に上持します。

一方、耐震設計に直接関係のない部位の設計や構造図面作成手間

は変わりませんので、大雑把にい って、

( イ) 一次設計だけでよいもの

1 0 - 3 0 % 

( ロ) 二次設計まで必要なもの

3 0 %- 5 0 % ( 簡単なもの)

5 0 %以上( 複雑なもの)

と予想しています。今後、新耐震設計法の普及がなされますと、こ

れら数値も合理的なものに収赦していくことでしょう 。 しかし大切

なことは、よい設計を目指しそれに適わしい設計料が必要で、あるこ

とは言うまでもありません。少なくとも新耐震設計法は「安かろう、

悪かろう」の構造設計を是正する引き金になることを望むのは、筆

者一人ではないと思います。

5 章 ま と め

新耐震設計法では、今までの一律な震度の規定を改め、 地緩や建

物の締造性状を考慮した合理的な地震カを建物ごとに推定するよう

になりました 。 ここで、推定と ￟ｾ きましたのは、それでもなお正確

な値は未知だからです。 おそらく永遠にわからずじまいでしょう 。

しかし、今回で、 一歩、真のf直に近づいたことは確かでして、地震

被害を受ける確率も減じてきましょう 。

しかし、その反面、上述しましたように、耐震設計が少し :複雑と

なってきました。 また、「構造設計」が「構造」だけで解決処理できな

いようになってきたのも事実です。「企画」や「基本設計」の段階で、

ある程度、耐震設計を考慮した精進計画をしておかないとコストア

ップや、平面計画のまずさが、実施設計で出現します。 それでは遅

すぎますから、早い時期での計画、構造、設備、各担当者によるコ

ミュニケーションが大切でしょう 。互いに相手の話に耳を貸し、バ

ランスのとれた、よい建物の設計が望まれます。

もちろん、耐震設計がいくら良くなっても正しい施工がなされな

ければ何にもなりません。図ー16は、間違った帯筋の加工ですが、こ

れでは耐震的にもっとも重要な絞のせん断耐力が十分確保されない

でしょう 。今回の改正を契機に、セオリ一通り、原点に戻る認識が

今こそ必要な時はありません。

( すがよしとみ近i!1) じf 助教授)
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新 し い 耐 震 設 計 を め ぐ る 座 談 会

建築家・構造技術者・設備技術者はどう考えるか

田 構 造 技 術 者 か ら

図 設 計 家 ・設備技術者から

回 耐 震 設 計 法 の 単 純化 と複雑化

囚 技 術 の バ ラ ン ス

国 経 済 性

国 建 物 と 設 備 機 器 と の 揺 れ 方

図層間変位への対応、

図 各 部 門 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

回 構造技術者から

出 席 者 (順不同 ・敬称略)

設 計 小 角 亨 ( 日建設計)

中 嶋 龍 彦 (中島龍彦建築事務所)

西 部 明 郎 (総合計画研究所)

横井 (司会) 55年の 7 月に建築基準法の改正 が公布されま して、

これが耐震設計を中心としたもので、 56年の 6 月 1 日か ら施行に入

るということにな っております。

今回の改正を見ますと、部分的な修正ではな くて、建築設計全体の

基本にかかわ ってくる改正であると言えると思われます。

この改正の背景といたしましては、現行の耐震規定が現在の建物の

様相に合わなくな ってきている商があるとい うこと 。つ ぎに現実に

何回かの地震で震害が起こ っているという問題。 3 番目に、耐震設

計に関連いたしますもろもろの技術が進歩してきたという問題。こ

ういうことについてイントロダクションのほうでも須賀さんに述べ

ていただいてるわけですが、技術の進歩といえば、やはり耐震理論

の研究面、それから観測技術、あるいは電算機によります大声尉莫で

精密な計算カとい ったようなものが背景にな ってるんじ ゃないかと

いうことです。 これは要するに構造設計技術を従来よりも、より高

度に建物へ適合させて設計をしていこうという要求だと ，思うわけで

す。

28 挫築 と社会 / 19鈎年 12問号

構 造 小 泉

須賀

設 備 荒 井

司会 / 横井

昇 (新建技術研究所)

好富 (近後大学)

清 (東畑建築事務所)

元昭 (大林組)

これからの設計について考えてみますと、建物の形が決ま ってから

構造設計にかかるというようなことではよい設計ができないだろう 。

だから建物の計画当初で構造上の検討や判断というものが、いまま

でより以上に高度に要求されることになる 。 したがって設計の各部

門の間のコミュニケー ション、設計作業のあり方というものをこれ

から考えていかないといけないのじゃなかろうかという気がするわ

けでございます。

こ ういった観点から、各部門の実務の中心として活綴されておりま

す方々にお集まりいただいて、この耐震設計という問題を中心にし

まして意見や所感をお聞きできれば、というのが今日の座談会の趣

旨でございます。

こういう様式の座談会は、企画としては大変むずかしいと思います

が、趣旨をご了解いただきまして、おE いに率直な気持ちと率直な

意見を述べていただけましたら大変ありがたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

最初に須賀さんにご相談しまして、構造以外の分野の方にできるだ

けわかりやすい新耐震設計法の紹介あるいは解説を、という専門家

としてはかえ って非常にむずかしいお願いをしたわけでございます

が、大変よくまとめていただきまして、皆さんすでにお読みいただ

いたと思います 。 このイントロダクションを通じまして、須賀さん

ご自身がとくに各分野の理解を必要だとお考えになった点がござい

ましたら、まずお話しいただきたいと思います。



須賀 この座談会で新市橋設計法についてできるだけやさしく書

けということでございましたんですが、何せ基準が変わったと申し

ましでも、非常に内容がむずかしいですし、ご存じかと思いますが、

具体的な耐震設計の方法についてはまだ決まっていない点がたくさ

んあるわけでございます。それで建築学会でもいま各鉄筋コンクリ

ート、鉄骨構造、 S R C などの各部門に分かれて具体的な計算の方

法について熱心な検討をされておるそうでございます。 そういうも

のが全部出てきまして、そしてわれわれも新しいやり方で設計をし

た上でございますと、非常に文章も書きやすいし、おわかりいただ

きやすいということなんですが、そういう非常に中途半端な状態で、

思いきってごらんのような文章を書いたわけでございます。内容は

大変幼稚だと思うんですけれども 、一応それの主な点を、理解を深

めるためにお話しさせていただきたいと思います。

私自身いろいろ構造設計をやっておりました中で、ある程度、構造

設計の勧みたいなものがございまして、他の方も皆さん、それでや

っておられるわけであります。 その勘に頼 っておりますものがだん

だんと具体的になってきているんではないかというように患います。

と申しますのは、非常に建物のデザインが変わってまいりました。

それから平面計画も変わってまいりました。昔の決められました震

度 0.2 という 一律の静的な カで応力を出して、イ ントロ ・レポート

に示した図ー2のように、すらっとした建物と、ずんぐりした建物と

同じ評価をするというようなことではいけないということ等、いろ

いろとわかってきたわけで、ございます。

世界のト ップレベルにあるわが国の耐震工学の研究を何とかして設

計のほうへ入れてこなければならないというのは当然のことでして、

今回はいろいろ好余曲折がありましたけれども、 一応実務者にもあ

る程度解釈できる平易な内容になってきたんではないかというよう

に思います。

地震の被害で建物が傷めら れる、これは新聞で問題にもなるし、建

築の先生方は一体どうしてるんだろうか、船はひとつもつぶれない

じゃないか、飛行機は大丈夫じゃないか 、 というような話もよく聞

かれる現在、建築のほうでも長らく蓄積した技術が今固まとまった

形で出てきたということでございます。

主なところはどういうことかと言いますと、イン卜ロの 2章ですが、

建物の揺れ方というのがわかってきたように私は思います。よく学

生に説明いたしますのに、 地盤が揺れると波が建物の下から上へ伝

わってきます。ずーと上へいって屋上ではね返ってくるとつぎの波

と足し合わされていろんなことが起こる、というようなことがござ

いまして、結局地盤の振動がある加速度で起こりますと、それの何

倍かの力が建物にかか つてくる。ここの文章の 中ではそれを「増幅」

というような言葉でよんでおりますが、その点が実はいままでの建

4 . &.  
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壁多い 壁少ないピロティ

建物のデザイ ンが変わ ってきた・ ・...

物の中で評価されなかったというように思うわけです。

その分、どうしておったのかと言いますと、いわゆる建物の安全率

であるとか、あるいは構造以外の壁だとか、あるいは設計者の構造

断面の割り増しだとか、そういうようなことでカバーしておっただ

ろうというように思います。

建物が地動を受けてカが増幅される 、それは建物の形や構造によっ

て逮にあるいは柱・梁の太さによっても違う、というようなこと

で、すべて反応が違うわけですが、それをいままでは一律にやって

おったということがはっきりしてきたと思います。それは具体的に

は建物の固有周期と地盤との関係で評価する、というようなことに

なろうかと思うわけで、す。

そういうことがわかってきて、これはなんとか直さなければならな

い、被害もたくさん経験するということで、新耐震設計法としてす

でに出たわけでございます。考え方としては、中程度の地震、それ

から大地震というように、二つの大きい部分に分けて考えておりま

す。中地震というのは、比較的遭遇する率の高い地震でございまし

て、それに対しでは建物の変形をチェックして、他の設計分野との

調整を図らなければならない、というようなことが大きいポイン卜

ントです。

変形をチェックすると言いましでも、実際は言うはやすしで、構造

設計するものにとりましでは大変むずかしい問題ではあります。し

かしそれは他の分里子との関連でぜひやらなければならない重要な点

になってきます。

ということは、中程度の地震ですと、建物にはそんなに損傷がない、

コンクリートの壁のひび割れも起こらないというような程度におさ

えたい 。

ところが大地震になりますと、その程度の建物の被害があっても、

崩壊は免れるということで、人命は安全だ、という大きい前提で考

えているわけです。 そうなりますと、建物の強さだけではこの大地

震に対しましではなかなか対応できないので、「粘り」というものを

評価しよう、と。大学で習いますように、鉄筋は応力と変形が初め

は比例してまいりますが、あるところから少しの力でたくさんのび

る、いわゆる塑性の範囲というのがございましたけれども、ああい

うところを評価しよう、と 。 そのときはすでにコンクリートなどで

はもうひび割れは起こ っておることになるわけですが、そういう領

域まで考えて設計をするという考え方をしておるわけでございます。

そこまでまいりますと、いまの設計と大変変わってまいります。そ

ういうチェックの必要な建物というのは、建物の大きさ、平面形、

あるいは壁の取り付き方、などで判断することになるわけでして、

構造設計者の判断というのがその辺で重要かつむずかしくなってく

るだろうと思います。ですから、ある意味ではデザインに対する市IJ

約とか条件とかいうことになるでしょう 。

それも、 1 週間ほどして結果が出て、また打ち合わせをしましょう

かでは、なかなか設計の打ち合わせというのはできないわけであり

まして、大体はその瞬間の言葉のやりとりで物事が決まるだろうと
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思いますが、そのためにはいろいろ学問的に進歩した内容を実務構

造設計者がどれだけ自分の打ち合わせの中での会話にするのか、そ

ういう研さんが望まれるだろうと思います。そういう精進設計者の

研さんを踏まえた上で、 f也の分野との関連について、いままでより

以上のコミュニケーションが嬰るだろうと思います 。 デザイナ一、

設備設計者、現場の関係、法規の関係等、要ると思います。

もともと建物の設計というのはそういうものが要るはずのものなん

ですけれども、平菌が決まり、断面が決まり、それから精進設計を

する、というような流れがややもすると行われているわけでござい

ます。その辺がまず根本的に変わるであろう 。すなわち平面や断面

によっても構造設計のやり方が変わるわけでありますから、あるい

はあとで述べます工事費等も変わってくるわけでありますから、そ

の辺の関連が非常に重要になってくるだろうというように思います。

一 一 構造の立場から小泉さんにひとつ補足を・ …・ ・。

小泉 ご承知のように新耐震設計法をやるということになりまし

て、あちらこちらで座談会や講習会でいろいろのことが言われてる

んですが、実はもとの法令がまだかたまっておらない状態。現在も

そうなんですね。で施行令だけが決まった 。で施行令の中には今度

は告示という、大臣の告示ですね、それに皆まかされている部分が

ずいぶんあるわけですが、それがやっと 一部格好がついたというよ

うな現段階です。 それ以外にまだ学会のほうでも議論をやられてい

るし、どういう具合に行政のほうで取り扱うかというような問題も

あるわけでして、われわれ実際問題として、いつできるのかという

ことが一つあります。

それからもう 一つは、これ、法令ですから、施行されますと、この

法令によって縛られるわけで、そのためには行政指導があるわけで

す。 そこで行政サイドの意見を聞きましでも、どうしたらいいかわ

からんところが多いというような意見が多いわけです、現在のとこ

ろで。しかも片一方では施行の期日が来年 6 月 l 目。 これは着工し

ている段階でそうなるということになりますと、実際設計するのは

もっと前にということで、すね 。先に確認を取っとらんとあかんとい

うことになる 。 そういう追い詰められたようなところにおるわけな

んですが、実際もとの法令がまだ具体的に決まってない部分がたく

さんあるということです 。

そういったこともありまして、実際先ほどからお話がありましたよ

うに、この新耐震設計法のフィロソフィーは非常・に合理的にできて

おって、だれも文句を言うところはないわけですが、実際設計にこ

れを移すという点になると、だんだんと問題が出てくるんじゃない

かということが懸念されます 。

それから、なかには構造設計をやってる方の IHI でも、新耐震設計法

というものがどんなものかということが、いまだにわかつてないと

言いますか、関心の薄い方もいます。 いままでもそうなんですが、

いわゆる 一貫設計で、コンピューターにそれをインプ ッ トさせたら

アウトプットが出てきて 、それによって設計が完了する、というふ

うな思考方法になれてる人は一番困るということは考えられます。

実際どういう技術的な操作をされているか理解せずして、入れたら
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出てきた、そしてその答えだけをさ? いたと 。役所のほうもそれで通

っているわけですから、そういうようなことが今後も起こり得る可

能性はあると懸念しているわけです 。

現に、「これからどうするんだ ? J というような話をしてますと、い

や、これはもうじき DEMOS で開発してくれるからそれを使うんだ、

というふうに、安易に考えている人がずいぶんあるように思います 。

結局、構造設計というものはそんな簡単なものじ ゃないんで、“ 設計"

なのにインプッ卜したらアウトプットが出るというふうに簡単に考

えている人が、実際構造設計者の中にもあるんじゃないかというこ

とを考えますと、相当これは問題が起こるんじゃないかと懸念をし

ております。

園 設計家・設備技術者から

一 一 それでは、今日ご出席の意匠設計の担当の方々、それから

設備の方に、このイントロダクションをお読みいただいた上での所

感を 一つず‘ つで、もお願いしたいと思うんですが… ・-。

小角 特別に改まってーという感想はいまのところございません。

と言いますのは、いまも小泉さんがお っ しゃいましたように、考え

方はなかなかいい、けれどもそれが一体どういうような細則でもっ

て運営されていくのかというのが、いまのところ具体的に自に兄え

るものとして提示されてない状態ですので、また私どもの組織は構

造設計者が内部におりますので、計画の段階、とくに非常に初期の

段階から共同して建築の設計をしておるものですから 、いろんな問

題があったとしてもそれは構造設計者がかなりカバーしてくれるだ

ろうということを期待しております。

要するにこのイントロによれば、 地震時にあるがままに、建物に入

ってくる力に対して 、地盤との関係とか、建物の構造的性状などを

考慮して 地震力を 推定するという考え方ですから、言ってみればき

わめて合理的なわけで、 そういう合理的な考え方というのは 、われ

われ建築を設計する場合にはいままでず、っとや ってきたものですか

ら、その延長だと考えているわけです 。

それからわれわれはこの 5 - 6 年前からですが、 とくに重要な建物

と考えられる 2 - 3 件につきましでは、建築主と相談しまして、言
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わば震度の害IJ り増しですか、普通 0. 2 というのを 1. 5倍しまして、

0. 3 にした建物を 具体的に設計しておりますので、新耐震設計法と

いうのがどういうようなものかというのが、おぼろげながらわか っ

ているという状態です。 それで、この新しい考え方についてそれほ

ど違和感なく入 っていけるんじゃないかと考えております。

中嶋 私どもでは構造担当者がいないもんですから、常に外注と

いう形でいろんな精進設計者の参画を仰いで計画をや っているわけ

です。

この新耐震設計法については、実は去年ぐらいから非常に長期にわ

たる計画がありまして、その取り扱いについて、新耐震設計法の考

え方を入れたらどうかというような指示がありまして、実は現在や

ってます計画には若干そういう形で入 ってはきておるわけです 。 し

たがいましてとりわけこれが法規制されたとしても、同じ延長線上

だろうと思うわけですけれども 。

正直いいまして、この須賀さんのイントロを読ましていただきまし

た感じでは、や っぱり大変だろうと思うのです。それはつまり建設

のコストがかなり上がってくるということと 、それから設計の作業

がかなり繁雑になるものですから、設計のコストが上がってくるだ

ろうということが容易に考えられるわけですけれども、そうな って

まいりますとわれわれの弱小の事務所では、対応が非常にむずかし

くな ってくるだろう 。 その中でとくに設計料なんかの点で非常- にむ

ずかしくな ってくる 。

それから監理上でも、やはり閉じようなことが出てきはしないだろ

うかという懸念はあるわけです。

いずれにしましでも、こういう考え方を適用することについては、

非常によろしいかと思うんですけれども 、現に静岡 、名古屋あたり

は相当厳しくやっているようです。それは、地震の発生予測の非常

に高いところはかなり厳しく、比較的発生の危険性の少ないところ

はもう少しゆるく運 営 されるだろうと考えられますが、各地域によ

って迷うということになりますと、現実にわれわれの設計で、 その

地域の特性をつかむことが必要です。デザイナ ーの場合は力を頭の

中でJ に描いて、こういうカがこういう具合に流れるだろうという

形で、あらかじめ計画の中に入れていくわけですが、その力の流れ

方が容易に絵にならない 。で絵にならないから、非常に計画がしに

くくなるだろう、というような危f具もあろうかと思います。

西部 私の考えでは、問題が三つあるんです。まず考えられるの

は、やはりこれからは、建物の形の上でユニークさが減ってくるん

じゃないかという心配が一つあるわけです。 すでに超高層の建物が

一律に閉じような平面計画で、構造的に解析がしやすいというよう

な面があるとは思うのですけれども、どの建物を見ても似たような

高層建物が建ってる、それと同じことが、背の低い建物に至るまで、

だんだんとそういう傾向が出てきて、おもしろい建物が減ってくる

んじゃないかという懸念が一つある 。 これはまだ実際にそういうこ

とで設計してみたことがないわけで、直観だけなんです。

つぎに、新市擢設計法ということで、構造技術が一歩前進したとい

うのは非常に結構なことなんですけれども、ある意味では工学とし
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ては少し逆行している面があるんではないか。建物の種類や計画に

よって構造の計算の仕方を変えていくというのは非常に繁雑になり

ますし、できれば閉じようなシステムで、従来あったような一律に

震度をかけて計算していくやり方のほうが実務上はず、っと便利だろ

うと思います。計算方法とかコンピューターの発達で、昔と違う計

算の仕方ができるようにな っ・てきたわけですけれども、所詮いろん

な段階で複雑なチェ ックをしなければいけないということは、方法

としては決していい方法じゃないと思います。将来は、せめていく

つかのステ γ プでチェックして終わるというような形にならないも

のかなと。といいますのは、これは法体系とどういうふうに関連し

てくるかということがまだわからないわけなんです。

第三に、ご存じのように建築基準法というのは税法と並ぶ、悪法だと

言われています。何が悪法かというのは、設計をするものは必ず悪

いことをするという前提で成り立 っているわけですね。こういうこ

とをしてはいけない、こうしなければいけない、と 。 まあ税法も閉

じことで、必ず脱税するだろう、脱税させないためにはどうすれば

いいか、ということで法の網をかぶせているわけですが、それによ

く似たところがありまして、とにかく何もかもレギュレーションで

縛る 。 しかもその法律が非常に抜け道がありまして、こういう場合

は必ずしもそうしなくていい、こういう条件があればやらなくてい

いというようなことがいっぱいあるわけです。 それだけの法を全部

守っていくということが非常に( これは設計の場合ですけれども)

大変な仕事になってくる 。 もちろん法律なんてのは簡単であれば簡

単であるほどいいわけでして、多少そのために不経済なことが起こ

つでもある程度仕方がないというような考え方で、できるだけ法律

を簡単にしてほしいというのがぼくらの考え方なんです。そういう

意味で、耐震設計の面でそれがどういうことにな ってくるのかとい

うことは非常に懸念されるわけです。ますます按雑化してやりにく

くなるんではないか。

同じことが今度は確認申請なんか出した場合に、主事あるいは構造

担当者の裁量権がまたふえてくるんではないか。これはこういう考

え方をしなければいけないとか、こういうふうな考え方は私はでき

ない、というようなことで、持っていったものがいろいろと変更を

余儀なくされるというような運用の仕方になるんではないかという

ことが一つ心配されるわけです。

荒井さんにこの新耐震の設備関係での観点からご意見をお

願いしたいと思います。

荒井 まず最初に、須賀さんのイントロ、非常にわかりやすくむ

いていただいてますので、私たち設備技術者にとっては非常に参考

になりました。 とくにこれを読みまして考えましたのは、建物があ

る程度の規模になってきますとどうしても重量のある機械が上層階

にのってくるというようなケースが多く出てくると思います。そう

いう場合に、構造的にはやはり耐震設計上、重量が上へのってくる

という点で問題があると考えます 。

最近仕様替なんかを見ますと、 1 G くらいの加速度がかかっても設

備に支障がないようにというような形で、単に仕様容だけで逃げて
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しまって、あとは現場の検討にまかすような場合がありますが、そ

れよりも建物そのものが地動を受けたときに起きる噌幅現象がどう

いう形で建物に出てくるかということを踏まえて設備を考えること

が必要です。 したがいまして私たち設備技術者は、形状や構造、規

模によって常識的に一地盤なんかも関係してくるでしょうが一、地

震カがかか ったらこんな揺れ方をするんだというような基本的なス

タイルを教えていただいて、不利なところへ不利な重量物を持 って

いくことを避けるというのが、なによりも 一番大事なことじゃない

かと思います。

先ほど 1 G の加速度がかか ってももつようにせよ、損傷を起こさん

ようにせよ、というのは私は反対だと 言いましたのは 、 ともかく設

備の場合は少々傷んで》も、やっぱり構造体を絶対に傷めんようにせ

んといかんのじ ゃないかと考えるからです。単に 1 G の地震力にも

たすだけの努力ですと、設備というのはやはり重量が増して くると

思うのです。 いまのいろんな設備機器に地震に対する配慮をして、

ここに補強を入れようか、もう少しし っかりしょうかということに

なってきますと、結局それは重量をふやしてくる 。 ただでさえ省エ

、
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ネルギーとか省資源という話が現在出ております、そういう問題に

からんで、設備機器を省エネルギーとし、また耐久力をもたすため

にどうしても重立がふえる傾向にあるのに 、 その上にまださらに憎

加させるのは反対です。

クーリングタワーを例にとりましでも、開放型で水をぶ つ飛ばすよ

うな形では、水道代が上が って高くつくから 、水飛散の少ない密閉

型のクーリングタワーを据えようとなりますと、重量も大体 3 倍と

か 41音ぐらいにな ってきます。

そういう形で、重立がふえるわけですし、いままで10年に l 回ぐら

いの割で交換するような機械を、もう少し寿命を延ばそうというこ

とにすれば、重量は上がります 。冷凍機でも省エネルギー型という

のは、結局はどこかの部分で熱効率がいいようにっくりますから、

結局また重量がふえます。 その上、耐震力を持たすためにさらに重

量がふえる 、それを非協に条件の悪いところへのせるようなことに

なるといけませんので、やっぱり設計の時点で設備設計のスタッフ

に常識的にわかるような構造的説明を ーペん考えていただきたい。

初めからわか っておれば非常に不利なところには機械室を置かない

ようにするということもできますし、またt也震力による f辰劉j の形の

節になるようなところに機械室を置けば得になるんじゃないかとい

うようなことが事前に考えられるのじ ゃないかと思います。 だから

話し合いしてぽつぽつわかるんじゃなしに、 当初に見当をつけられ

るようなもの、あるいはそういう基本的な知識がわかるようなもの

を打ち出していかんといかんのじ ゃないかという感じがいたします。

園 耐震設計法の単純化と複雑化

一一ー ありがとうございました。 いま設計 ・設備の皆さんからな

るほ どと思われるいろんなご意見も伺いましたが、それに対する異

論その他ご意見がございましたら、お願いしたいと思います 。

小泉 先ほ どの西部さんのご意見、私も 全面的に質成なんです。

まず、こんな 二本立てのものじ ゃなしに一本でち ょっ と荷重を上げ

てや ったらいいじ ゃないかというご怠兄はも っともなことでして 、

前に研究会をや ってたんですが、そのときにもそういう意見が非常

に多か ったと いう ことなんで、す。 ところが 0 .2 という震度、これは

金科玉条にしておりまして 、建設省はなかなか議らんということが

一つあります。

それから、 0 .2 という震度を 0 .3 とか 0 . 4 にしてす べて一律にやると

いう考えもあるわけですが、そのときには非常- に大きなものになる

ということもありますし、新しい考え方から 言 うと 、一律のものよ

りもいろんなフ ァクターを考えて 、それを幅を広げてや ったほうが

経済的かつ実際的なものができるということもあるわけで、なかな

か一律にとい うことにはならない。将来は荷重係数というものをか

けまして、塑性設計一本でやろうかという意見もあります。 それが

一つ。

も う一つ は行政面のことですが、これは、現在もそうなんですが、

行政指導の方で何でもかんでも法文通りにやれということでやるわ

けです。 また内規というようなものができたりしまして、それで取

り締まる 。 しか し法の精神から見まして、反対の方へい ってる場合

もあるわけです。行政側においても 一つの会をつくりまして 、 これ

でいこ うということで決めるわけですね、それを末端に至るまで、

実際の技術的知識をも って運用してほしい、そういうことがありま

す。行政サイドも、構造を勉強するとい っても同じポストの期聞が

少ないもんですから、なかなかそうはいかない 。 そういう問題があ

ります 。

本当は実際構造設計をやる人自身にも問題があるわけでして、とに

かくインプ ッ トしたらアウトプ ッ トが出てきて、それで設計したら

いいんだという考えがありまして、 実際の技術的な基礎なしでや っ

てる人が多い。設計者自身がも っと勉強して、よくわか ったもので

あれば、法規なんかほんとは要らんわけですね、簡単なほうがいい

に違いないんです。 ところがそうはいかんので、いまのような複雑

なものにな って、今度はまたもう 一つ複雑になるようなんで、相当

トラブルが起こるということを感じます。

橋 梁 ・ 鉄骨 鉄 塔 ・そ の 他 鍋 構 造 物
鋼橋 ・鉄骨・鉄塔・その他銀事情造物の設置十・製作・架設
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須賀 いま行政の話をされましたけれども、痛しかゆしでして、

構造設計者にも問題がある、だから制約しなければいかん、で制約

するにしても今度はむずかしい。最初私たちは、基準法通りに荷重

が見られてるか、許容応力度は間違ってないか、建物の士見撲によっ

てチェックする項目が全部チェックされているか、その程度だけ行

政が見てくれて、あとは構造設計者にまかしてくれるような形を期

待していたわけです。そうすると精造設計者にもかなり責任が出て

きて、いまのような確認さえ通ればいいというような設計から脱却

しないとできなくなる 。 どっちが先かわかりませんが、いずれにし

ても技術的な知識と理解の上にたたないと、むずかしい指導をする

だけでは、大変混乱が起こるだろうというように思います。

一律に震度害IJ り増しをする考え方もいいじゃないかというお話があ

りました。構造の工事費が上がるといいましでも、全体から見れば

そんなに大したことはないと私は思うので、す。坪当たり、たとえば

100 万円もするような住宅で構造のコストが多少上がっても、それ

は全体からすると大したことではないという話もありますし、 一律

に 0. 3 にして構造設計を行つでも、別にそれほど問題はないだろう

というふうに思います。でも、できればそれをちょ っとでも落とし

たいということで、高層で、変形の大きいやわらかい建物は、もう

ちょ っと負けてやろうという考え方を導入しようとしてますから、

こんなことになるわけです。 いずれにしても構造設計者も勉強する

だろうと思いますから、建物のプランとエレベーショ ン、断面図を

見れば、ある程度地震力の把握ができるようになるんではないかと

いうように思うのですけれども、その点、小泉さんいかがなもので

しょう 。 そうな ってもらわなければ困ると思うんですけれど。

小泉 さあ、簡単な整形のものでしたら、ある程度それはわかり

ますがね、 実際設計されて建 っている建物を見たら、非常に複雑で

すね。

須賀 いや、被雑な建物は 0. 3 でやる構造計画といいますか。最

初はそのぐらいでや っておく、すなわち大き目にですね。

小泉 今度の構造設計について、もう少し具体的にお話ししたら

いいと思うのですが、須賀さんが脅かれたイ ン トロダク ションの原

稿の図- 8に「新耐震設計のフロー」というのがありまして、 (0) (1)  

(2) (3) とな っております。

この初めの6 0 m以上の建物は大臣認定で、建築セ ンターの認定を受

けなければいかんという建物です。 これは いままで通りとい うこと

になります。

あとは、 6 0 m以下ということになりますが、 一応原則的には一次設

計も 二次設計もやらなければいかんということです。一次設計 とい

うのは中地震、それから 二次設計は大地震です。

一次設計の基準の震度は、前の基準法の k =0. 2です。二次設計の場

合には、 k = l が基準で 5 倍になるわけです。 5 倍だ ったら、 べ らぼ

うなものになりますが、それにはいろいろと条件がついて、下がる

ようにな っております。

しかし、 一次設計、 二次設計全部やるわけじ ゃないんで、その中で

除外されるものがあるわけでして、まず( 1 ) で、これは実際は木造

摩 担 島 接 合 用 高 カ ボ ル ト 製 造 販売

高力 T C ボ ル ト ・ 高 カ 六 角ボルト ・アンカ ーボルト

日 銭 ボ ル テ ン 株 式 会 社

干824 福岡県行橋市大字福富980番地 T  E  L  09302- 3- 2571 

その他建設大臣が認めたものとして、いままで通りの一次設計だけ

ですませるわけです。 これは告示の案によると条件がたくさんあり

まして、簡単に 言いましたら、鉄筋コンクリートですと 2 0 m以下。

純鉄骨ですと高さが10mで 2 階建て以下というこ占です。一番問題

になるのは、鉄骨の、いままでや ってきました 3 階、 4 階というの

がうま くいかないので、 二次設計まで必要とい うことになりますね。

須賀 bのライ ンにいける建物も多いわけですね。

小泉 bのラインとは、層間変形だけですか?

須賀 ええそうです 0

4、泉 そうでもないんですよ。

須賀 プランが複雑だ ったら別ですけれどね。

小泉 鉄骨の場合は条件が多いんですよ。高さが10m、それから

階数が 2 とか、床面積合計が 500m
2

以下。それからまだいろいろと

ありますが、そんなものは一次設計だけでいけるということです。

それから鉄筋コ ンクリートのほうでは20m以下ということと、壁と

柱の断面積がある限度を超えたらいいという条件がありますが、こ

れがまたべらぼうなものになりまして、 6 階建てでは柱と壁ばっか

りにな って、実際に使えんようになります。それが一次設計だけで

済む場合です。

3 0 m以下のものは、ある程度の制限を満たしておりましたら、保有

耐力まではしな くてもいいということがあるんです 。 その条件とい

うのは、このフロー b のところで、層間変形角が許容範囲であるこ

と、ということがありますね。 これは基準としておということに

なってます。

そのつぎの (7) のほうへ移りますと、剛性率と普いでありますが、

これは上と下との剛さが極端に変わ ってはいかんということで、各

層について平均の 0 .6 以上な いといかんとい うことで、す。

それから偏心率が0.15以下であるということ 。 これはいままでから

よく言 われているように、耐震壁が偏 ってるのはだめだということ

です。

その他構造方法というのも柱と壁の基準がありまして、それを満た

しているものは変形角だけで済むわけです。 ところが変形角が許容

範囲を越えておるものとか、それから 31m を超えるものは 全部保有

耐力を確認する必要があります。 これが本当の二次設計ということ

。 嶋 の リ パ ー ト ル ク ボ ル ト ( R ｔ ボルトｾ }  

}主主 Illt fi i'.2.  )江

川 鉄 ハ イ テ ン シ ョ ン ボ ル ト j

J I S認定工場

日 本 フ ァ ス ナ ー 工 業 株 式 会 社
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になります。

ところがこの保有耐力の確認について、いままでの計算法と全然思

想が違うということを頭に入れておかれる必要があると思います。

いままでは応力を出しまして、それに合うような配筋断面を決めて

いったということなんですが、今度は違うんです。これはできまし

た建物の部材の大きさとか配筋とかによって、その建物が壊れるま

でにどれだけのカにもつかという、そういう保有耐力というものを

計算するわけです。それが外力より大きければいいというチェック

の仕方をするわけです。い ままでは応力を出して、それに合うよう

な設計をするということですが、今度はできた設計の保有耐力を出

して、それが外力よりも大きかったらいいという計算のやり方をす

るわけです。 この点が非常に違ったものになりますね。

結局、その二次設計でそれが合わなかったら、また初めに戻って断

面設計をやり直すということなんです。そうすると手間が 2 倍かか

るということも起こるわけです。

それから建設省が建築センターに頼んでやった検討例によれば、大

体構造材の上がり方は10 %ぐらいが一番多いようです。ものによる

と、 5 0 %も上がってるものがありますが、 10%としましでも全体の

工費からいったら 3 %ぐらいですかね。それから構造設計の手間で

は、大f本最低30%ぐらいで、多いのは 2 倍ぐらい上がってくる。大

体そのような統計値が出ております。告示も一応かたまりかけてい

るのですが、概括すると、いわゆる振動解析でほんとの地震の波を

入れて設計する 60m以上のやり方ですね。本来、これをねらってた

んだが、むずかしいから、その中間でこういうものをこしらえたと

いう感じがしますね。だからこれが必ずしもいいとは限らんわけで、

60m以下でも、振動解析をやればそれでよいわけです。

それともう 一つ は、 ( 1) ( 2) ( 3) とだんだん計算の手間が複雑にな

っていってるということです。で結局それだけ手聞をかければかけ

るほど経済的で合理的な設計ができるというふうな説明があるんで

すがね、実際そうかどうか、ちょっと疑問な点もあります。

それから先ほど言われました、これから建物が均一化されてきて、

おもしろいものができないだろう、デザインの自由度が束縛される、

というふうなご意見がありましたが、それに対しでつくった側では、

そうじゃなくて、今度の新耐震設計はデザインの自由度を大幅に広

げるためにつくったというような意見もあります。

そのためには構造の手聞が非常にかかる、というふうな説明もあり

まして、なかなかうまい逃げ口上をやってるんですが、実際はどう

ですかね。

小角 議論をするつもりはありませんけれども、いまの、一律に

というお話ですね、これについては、もう少しきめ細かい設計のほ

うが望ましいと言う意見だけ述べさせていただきます。

一律にというと、結局、上限の数字ですべてをくくってしまうとい

うようなことになりますが、構造費用が10%上がるだけじゃないか、

というようなことについていえば、実際設計をしていまして、その

構造の費用 10 %は、全体にも非常にひびいてくるんですね。予算を

オーバーして、最後に減額の対象が何かないかとなると、構造に目
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が向いてしまうわけです。これは結局いままであったものが完全に

なくなるわけですからね、仕上げで減らすというのはわずかなこと

なんです。そういう意味で、建築の費用の中で占める構造貨がかな

りアップするというのは、 とくに小さな建物の場合に非常に大きな

ウエートを占めると思いますので、やはり一律にということではな

しに建物それぞれに見合う、というこのイントロのご趣旨というの

には、私は賛成したいと思います。

西部 先ほど荒井さんからお伺いしまして設備のことで考えたん

ですけれども、やはり最近になって屋上に重い設備機械をのせると

いうケースは昔はなかったような傾向だと思うのです。原因の一つ

は、ヒートポンプチラーのような空冷の機械が出てきたということ

もあるんですけれども、もう一つは、建築基準法で容積の考え方が

導入されまして、従来なら光の当たらない地下室を機械室に利用し

ていたのが、地下につくっても容積は勘定される、それぐらいであ

れば何も高い工事費をかけて地下を掘らなくても、上へ持って上が

ったほうがいいじゃないかと。ところが 1 ，2 階というような非常

に大事な場所に機械室を置くわけにいかないということで、最上階

あるいはペントハウスの中へいってしまうわけですね。こういう{ 頃

向はいままででもあまりいいことじゃなかったと思うんですけれど

も、計算の方法が変わってきますと、ますますトップヘビーで不利

になると思うのです。この際、地下の機械室というようなものは容

積の計算から除外するというようなことを積極的に提案していくべ

きじゃないかという気がしてるんです。

須賀 地下があるということは構造的にも非常に有利だし、いま

までの地震でも 、地階があるものは大丈夫なようです。地階がある

ということは、建物の声尉莫が大きくて、しっかりした施工をしてい

るということにもなるかもわかりませんけれども 。

西部 仮に大きくても、地下なしで全部地上ばっかりにしてしま

ったほうがトータル的にコストが安いという面がいままでありまし

たからね。私もそういう設計をしましたし ー

圏 技術のバランス

一 一 イントロダクションの“ 昔の建物といまの建物の遠い" とい

うことから現行の法規が実情に合わなくなったということですが、

これは計画 ・意匠・設備を含めての機能、あるいは地震荷重のとら

え方とその扱いとか、この建物の保有耐力の把握、それに材料や施

工技術があり、コストという大きな問題まで、これらの各面が何ら

かの形で進歩しあるいは変化してきているわけでございまして 、考

えてみますとこういうものがそれぞれ進歩するということは、逆に

言えば、常にそれらのバランスが変わり続けているということにも

なります。このバランスが取れない状態になったときには問題が起

こるということじゃないかと思うんですけれども、その辺をまとめ

異形P C鋼棒ウルボン・ P C鋼棒・アンボンドP C鋼 棒
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て考えていただくのはやはり計画 ・設計部門の方じゃないかと思っ

ておりますが、いかがでしょうか。

たとえば、昔は壁などという耐力上の余裕があったのが、現在の建

物は、いろいろな要求から、壁もな くなってこの余裕で勝負できな

くなった、という表現で警かれておるわけでございますが… … 。

小泉 確かにそうですね、この前、あるホテルが壊れましたね、

あの近くに建 ってた 3 階建ての寄宿舎が、壁があ って全然壊れなか

ったということがありますね。

普から壁があって窓の小さい建物で割合低いものはずいぶん地震を

経験しているわけです。ところがデザインといいますか、ファッシ

ヨンといいますか、ピロティ形式は非常に弱いということですね。

それから壁をつけて耐力をもたすという方法と、それから壁を全部

やめてそれで少々揺れても粘りがあるような建物をつくろうという、

二つの方向があるわけですが、今度の新耐震によりましでもそうい

うことが出てくるわけです。

というのは、保有耐力を計算して外力と比較するわけですが、この

外力を見積もるときに、壁が多いと大きくなるわけですね、そうす

ると計算のテクニックとして、壁があってもそれを無視して計算す

る、そうすると二次設計の場合の外力が少なくてすむ、 というよう

なことがあるわけですね。そういうことをすると非常に楽なんで、

そういう方向に持っていく可能性もあるわけです。

そうすると結局、耐震壁というものが実際には非常に利いていたの

を、なくすような設計にならんとも限らんという懸念がありますね。

そういうこともしょっちゅう議論されてるんですが、どういうふう

にこれから運用していくんでしょうか ...... 。

須賀 先ほどホテルの例が出ましたけれど、あれはここに舎いた

いろんな構造の設計条件を全部網羅していると言ってもいいぐらい

なんです。たとえばピロティになっている、上に壁がありますから

剛性が急変している、ロングスパンである、梁の上に柱をのせてい

る一一荷重が非常に大きくなりますね一一それから耐震壁の配置が

少し偏っているという、非常に悪い条件が重なっているわけです。

ああいう計闘をいたしますと、こういう力が入ってくるので、柱の

太さはこうあるべきだ 、あるいは配筋はこうあるべきだということ

はいまではわかつてるわけですから、やはりそういう構造設計が望

ましいと思うんですけれどね。

それからちょっと話が違いますけれど、確かに建物は変わった、そ

して弱くなった、ところが設計をやるほうはそれに加えて上手にな

ったわけです。コンピューターを使ったり、あるいはいろんなこと

を考えて、コンクリートや鉄筋が少なくできるテクニックがわかっ

てきて、ギリギリの設計をする 。たとえば鉄筋の太さを変えてみた

りなんかして細かい計算をする 。一方、そこで仮定した外力という

のが非常に大ざっぱでありながら、出てきた数字というのはコンマ

以下の話になってギリギリの設計をする、というようなことですか

ら、その辺でもかなり余裕というものをなくしてしまってると思い

ます。だからさっきも話がありましたように、応力が出てきてギリ

ギリの鉄筋量を出すというプロセスが今度は逆になるんで、ね。すな

⑬ 

プレストレストコンクリー卜構造
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わち、逆に60センチの柱だったらこれだけの鉄筋を入れる、と、鉄

筋の量まで決めてしまう、それでそれは大体いくらの応力にもっと

いうのを構造設計者は知っておって、建物の状態を見ればそれを配

置して、足らない場合は補強したり、あるいは柱の太さを婚すとか

いうような、あんまりこせこせした設計はだめであるというように

思うんですけれども。 60セ ンチの柱だったらこれだけの鉄筋、70セ

ンチだったらこれだと。これはどっちかというと鉄骨流の考え方か

もわかりませんけれど、そこらまで割り切らないと、なかなか計算

ができないというようになるでしょうね。 中柱 も隅柱も皆一緒とい

う… ・。どうですか( 笑い) 。

小角 いまのお話のお答えになるかどうかわかりませんが、実は

大阪の真ん中に、あるれんが造の建物があるわけですが、そのれん

が造というのは実際中に入ってみますと、壁の厚みは 1 メートルと

か 1 メートル50センチあるんですけれども、クラックが入 っていて、

そのクラックを通してあちらの長色が見えるというようなものなん

です。でも、それは結局壁が非常に多いせいでしょうか、明治の末

期から現在まで建っているわけです 。窓が非常に小さくて壁が非常

に多いという、いまのご趣旨に沿った、いわゆる新耐震設計に沿っ

た建物を普つくったわけですね。 ところが先ほどのように非常に技

術が発達して、鉄もずいぶん使えるようになってきたところから、

ピロティだとか、ロングスパンだとか、壁のない建物だとか、そう

いうようなものができてきたわけで‘ す。

結局本当に構造を理解している人がそういうものをつくれば、おそ

らく問題はなかったと思います。 ところが、雑誌に載る一見華々し

い写真だけを見てそれをまねするだけで、構造計画の十分出来ない

人が悲惨な例 をつくってるというのが現状じゃないかという気がす

るのです。

須賀 結局ひとことで言うとスケールアウトするケースが多いん

です。たとえば梁せいはスパンの占であるということを党えてます

と、それはスパン 6 mぐらいをやってたときに言ってたわけですが、

それが 7 mになり 8 m になっても、やはり占だというような ま

あ一つの例を取りますとね。そういうようなことで基準とか母籍と

かでどんどん教えていくと、場合によってはスケールアウトしてい

るのにそのまま数字を追っかけていってしまうというようなことで

すね、そして大きいクラ ックを起こして、床にたわみが生じたりす

るのです。やはりよく内容を理解した形で設計しないと困ると思い

ます。

一 一 いまのお話で斜谷というのは、必ずしも壁があったという

ことだけじゃなしに、技術全般での余絡があ ったと 。普の建物はそ

穴あき PC板 ( プレストレストカ導入)
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れだけ比較的バランスがいいといいますか、経験を十分踏まえた建

物であ ったということになると思うんですが- … 。

小角 経験を踏まえるというか、経験を予測すると言いますかね。

中嶋 それとやはり昔の建築家というのはずいぶん数少ないわけ

ですね、それで小さいときから建築家になるべくして勉強した者が、

建築家にな った、そ してまわりの状況も比較的に時間、経済の余絡

をもって建築家に依頼しただろうと思うので、す 。したが、って 、たと

えば材料一つ選ぶにしても、石一つにしても、向こうの現地まで行

って、この石にしようとかいう余裕があったわけです。だから建築

家の層もいまほど薄く広くというんじゃなくて、深くあったと思う

のです。

それからクライアント側から言いましでも、いわゆる洋風建築とい

うものをつくるためには、それだけの予算を兄たと思うのです。い

まはもうすべて全部洋風建築みたいな格好ですから、いい建築も悪

い建築もすべて一律に判断して、コストをセーブしている。

それからもう一つは、機能が非常に多様化しましたから、要らぬ壁

は全部取っていく、それからスペースそのものの互換性と言います

か、ユニバーサルに展開していく。そういうことで壁がだんだんな

くなってきた。

だから普の状況というのは、非常に良好な状況で建築ができたと思

うのです。ただ、いまはそういう良好な状況で建築できてるという

のは少ないわけですね( 笑い) 。われわれがやってるのは、非常に悪

い事態の中で物をつくっているという状況があると思うのです。だ

からそこに余裕が欠落していく、で建物自身が弱くなっていく。

また、先ほど小角さんがおっし ゃったようにいわゆる文化の伝播と

いうんですか、いわゆるファッションの伝播ということで、最近は

もう少なくなってると思うんですけれども、ひと頃は地方の人が中

央のいろんなフ ァ y ション性をとり入れるために無理をしていく、

というようなことがあったと思うのです。

建築の、意匠的に申しますと、省エネルギーとかなんかやかましく

言わ れておりますし、現在の風潮からいきますと、中ががらんどう

になって外がわりと剛くなってくるように思うのです。だから現在

は窓の Ilf. J 口音1I にしても何にしてもだんだん小さくなってきているわ

けです。ひと t頁は大きくなったわけですが、また小さくなってきて

いる。したがって壁量が以前から比べたら減ってはおりますけれど

も、外側に向かつて壁量がふえていっている 。 ピロティなんかにし

てもだんだんなくなってきているわけですね。

問題は、いろんな複合用途を持 った建物をつくる際に、ピロティな

んかが苦肉の策として出てきているということ 。 たとえばげたばき

住宅とかマンションとか、ああいうのは 1 階が非常に多用途になり

ますから、どんなものが入るか予測できない、したがって壁は、計

画上邪疏になるわけです、だから全部取り払った形でやる。ホテル

の l 階にしてもそうですね、しょっちゅう改造しますから、そうい

うものに対応できるように壁がなくなっていくという格好になって

くるんじゃないかと思うのです。だからそこのところがやっぱり建

築家の質と相まって非常にこれから問題になるだろうと思うのです。
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園 経 済 性

一 一 いまのお話でコストを一律にセーブしていくというご意見、

このイントロダクションでも、経済設計というものがやはり建物の

変化とか問題点の原因であるということも指摘されてるわけでござ

いますが、そうは言いましでも 、経済設計というのは社会活動とし

ては根底的な要求だと思いますので、建築分野の人間としてもこれ

に対応しないといけないのが原則だと思います。ただいかに対応す

るかということが一番問題じゃないかと思うんですが、ご意見いか

がでございましょうか。

小泉 おっしゃる通りだと思いますね。経済設計ということをよ

く言われるんですが、あまりにも経済効率そのものを第一に置かれ

るとちょっと困るわけですね。やっぱり建物それに合うた経済設計

があるわけでして、一律に安かったらいいというんじゃ困るという

ことですね。デザインによってやっぱり高うつくやつもありますし

-一一。その辺の経済性というもののバランスを考えないといかんで

しょうな。建物が弱いというのは、あまりにも経済性を追求しすぎ

たということも一つ考えられますね。私はしょっちゅうそう思うん

ですが、デザインだけじゃなしに施工面においてもそういうことが

ありますね。

…ーもど秘

平 主 字

経済、安全とが何度も

相互に影響し合ってこそ

すぐれた構造フォルム

を発展させることが可

能である 。

経空 管P 安全

小角 わたしもそう思います。結局その建物を何年もたすかとい

うことから始まって、では、耐周期間に合った最も経済的な方法は

何かということが経済設計だと思うのです。非常に弱い構造をつく

って 、すぐ壊れたのでは、本当の経済設計にもなりません。また、

その建物の用途がいろいろ変わったとしても生き続けていくという

ようなことを考えると、当初は少々構造のコストを余分にかけたと
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しでも、最終的には それは経済設計になるわけですから、いくらイ

ニシアルコストをセーブするか、 ということが、すぐさま車圭j斉設計

にはつながらないという気がするのです 。つまり、一番経済的で効

率的なお金の使い方、ということになると思います。

須賀先生のお話ですと 、平面的にも 、断面的にも 、左右バランスの

とれたというのが、新耐震法の経済設計ということなのかもわかり

ませんが、そうなるとわ れわれ設計をする人間としてはあまりにも

あじけないという気がするのです。ですからもう少し事態を静観す

る必要がありますけれども 、 こういう状態になったとしても、たと

えばデザインのユニー クさが出てくるように 、一つ一つ設計をやっ

ていかなければ仕方がないという気がするのです 。

小 泉 その経済性の問題なんですけれども 、ーったとえ話ですけ

れど、自社ピルですと非常に注意して、構造に対しでも相当金をか

けるという傾向がありますな。ところが分譲マンションとなると、

これは安く売らねばならんというので、とにかく安い構造を要求さ

れるわけですね。クライアン トも反省してもらわねばならん点です。

そういう一つの例 なんですが、私びっくりしたんですが、クライア

ント側にこういう発言があるんですな、とにかくこれは基準法さえ

通れば最低の構造費でやってもらいたい 、実際壊れるのはこっちは

知らん。こういう思想の人がおるわけですな。そういうことでクラ

イアント自身から圧力をかけられて 、構造側は、いかんなと思いな

がらでもそうしてしまう場合があるわけです。

いつかの新聞にも 出てましたね 、 このごろは構造設計者が痛めつけ

られてる、と。で地震がいって 、 自分が設計したものだけ残ってる

とかえって笑われる、よそのがみなつぶれたのだから、つぶれるの

が当然やとそういうふうな考えもありましてね。 やっぱり注文者が

安全性に関心をもってもらわないと 、構造設計やってるものも、が

んばれませんわな。

一 一 設備の面では最近エネルギーの消費量に関する規制なんか

ございまして、省エネルギーから建物のランニングコストまで当然

入ってくると思うのですが、そういう函では扱われるものが機械で

あるだけに、建物の経済性ということについてはある意味では設備

面で先行されるような感じもしないことはないんですが、いかがで

ございましょう。

荒井 そうですねえ、設備のとくに省エネルギーと構造というの

はどういうふうに結びつけるかむずかしゅうございますが、設備の

場合、建物の種類によって使用されるエネルギーが相当違うわけで、

たとえば、これは構造の話からよそへいきますが、ショッピングセ

ンターのように内部の発熱量の多い建物でございますと 、暖房のエ

ネルギーはほとんど要らない。こういうものもありますし、またそ

の反対に、設備に多量のエネルギーを使 って建物の環境をよくせん

といかんようなものもありますが、その辺は少し区分して話をせん

と、非常にむずかしい面がございます。

ただ、一般的に言いますと、建物をおまんじゅうにたとえますと、

アンコと皮の状態で、皮の比較的少ない建物は省エネルギーにつな

がってきますので、結局そういう面から考えますと無理のない整形

光のアーキテクチユア ガラ スブロック

結晶化ガラス建材 ネオJ '¥リ工
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の建物がよいわけです 。だから、省エネルギ ー的には、比較的構造

に無理のない豊富形の建物というのはいいわけですから、私たち設備

技術者にしますと、新耐震であんまり特殊な形が減 ってくるという

ことは非常にうれしいことなんですがね( 笑い) 。

ただ、デザインされるほうから言いますと 、 それじゃおもしろみも

ございませんし 。

それともう 一つ、とくに設備のほうは直接人命に関係はございませ

んので、構造に比べれば比較的気楽じゃないかと思うんですが、省

エネルギーという点では「基本的なところは官公庁のほうで決めて、

あとの細部はできるだけ技術者にまかしてくれ」という話をいま盛

んにしているわけです。

その理由としましては 、とくに省エネルギーの問題は、設備だけじ

ゃない、構造ももちろん関係があります。建築の平面的なものとか

建物の用途とか、非常に複雑なものからくるもので、基本的な条件

だけを押さえて、あとはほんとによくわかっている総合的に判断で

きる技術者にまかしてもらわないと草色対にできるものでないと考え

ておりますし、いくらかそういう面が現実には通りつつあります。

とくに建築というのは非常に多様性のあるものですから、 一律の規

定で決めるというのは非常にむずかしいんじゃないかと思います 。

構造面なんかにつきましでも、ある程度基本的なものを決めたらあ

とはや っぱりその道の専門家にまかして、そのかわりつぶれるよう

なことがあれば責任を取らすというような体制にされたほうがいい

んじゃないかという気がしますね。 そういう点はなんか残念に思う

のです。

園 建物と設備機器との揺れ方

一 一 設備面で揺れ方をとらえて対応するというのは大変大事な

問題じゃないかと思います。 いま人命にはあまり直接の影響はない

ということなんですが、実際にはその置かれている l 設備物の重要性

によりまして、関J妾的にこれ相当な問題じゃないかということで、

今度の新耐震設計法でも設備に対する規制も載 っております。エレ

ベーターその他ですね。地盤と建物の揺れ方の問題と同様のことが、

建物と設備との揺れ方の問題であるわけなんですが 。

須賀 そうですね、先日開かれました建築学会の大会でもおそら

く初めてでしょう 。基礎と耐震工学 と言いますか、振動論と 言 いま

すか、その二つが ジ ョイン卜した研究協議会というのをや っており

ます。 まだわからない点が多いだろうと思いますけれども、 全体を

通しての設計の仕方というのが出てくるんじゃないでしょうか。小

泉さんは基礎のほうで非常に詳しいから、どうでしょうか。

小泉 そうですね、基礎の問題の前に建築設備の問題について、

今度の基準法の改正には、配管の問題、エレベーターの問題、エス

カレータ一、そうい ったものの規制がありますね、地震に対して・・ー。
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これは構造計算からはずされておるわけですが、これ非常に抽象的

に普かれているんです。それから衝撃とかガス爆発というのが基準

法の施行令にありますね。これに対しでもっと詳しい告示かそうい

うものが出るわけですかっ

荒井 私、二、三度建設省へ行ったことがあるんですが、設備の

担当者、害IJ に考え方が柔軟でございましてね、私たちは自分で実際

の実務をやってるわけじゃないんでよくわからないから、君たちが

実務経験を踏まえて考えて、自分がいいと思うことはどんどん言う

てこい、というような形で、聞いてますから、私は安心しているん

です。

小泉 構造設計もそういう具合にしてくれるといいなあ( 笑い) 。

小角 荒井さんのおっしゃってる設備の重量を地震力を軽減する

ほうに何とかもっていけないかというのが、結局法隆寺の心柱です

ね、あの建物の重心を上に上げるという役を心柱がしているわけで

すが、そういうようなことに使えないかというようなことだと思う

んです。須賀先生、どうですか? もしうまくいけば、設備を上に持

っていってもかえってプラスになるというようなお話だと思うので

す。

須賀 それが小泉さんのおっしゃった、少し計算が複雑になるけ

れども設計をリッチにやって振動解析等やってやれば経済的になる

ということに当てはまると思うのですけれどね。

小泉 超高層なんか明らかにそういう傾向がありますが、一概に

は言えないということですね。その建物によってやっぱり違うとい

うことですな。

須賀 建物の節とおっしゃったが、非常にいい言葉だと思うので

すがね。

荒井 アメリカなんかでは重量を上にかけて、風のときに掘れを

おさえるような設計をやってるようですね。地震の場合はやっぱり

節へもっていかないと … … 。

小泉 地震も上のほうへやったほうがレスポンスが小さい場合も

ありますね。一概には言えないが。

それから先ほど須賀さんからありました基礎の問題ですが、これは

一番ガンなんでして 、今度の耐震設計法には全然いままで触れてな

38 

無騒音・無振重力杭打工法

T S ロ ー タ リ ー 工 法 協 会

干532 大阪市淀川区西中仏 4 - 2  - 21  新御堂筋ピル 8 F  

T  E  L  06- 304- 3479- 3480 

いわけで、す。前から私は言ってるんですがね。結局、地銀から上だ

けやってるわけです。だから基礎の構造、それについては全然アン

タッチャ 7'ル。 これは建設省の人もそう言ってますね。 それはなぜ

かというと、結局わからんということです。 しかしわからんでは困

るんで、今度は学会のほうでも取り上げてるというんですが、その

地盤の保有耐力とか杭の保有耐力というのは、ないですな 。地盤の

振動といった って、実際括れた場合に地主主がどないなるかというこ

とが全然わか つてないですな 。 そういう面でどうなるんかと思うん

ですが、これ考えなか ったら、非常に不利なことが起こるわけです

わ。たとえば今度耐震壁の保有耐力を出すときは、浮き上がりによ

る転倒が非常にきいてくるわけです。 なんぼ強い壁であ っても、浮

き上がってしま ったらもう 全然保有耐力はなくなるわけです。それ

に対して杭かなんかで下へ引 っ張 っとかんと耐震壁の効果がなくな

るわけですね。そういうものに対する指針がないということです、

現在は。それを今度やるらしいんですが、まあ 今度の告示には| 間に

合わんでしょうな 。

幸いに今度の基準法の構造計算の条項は、告示とか通達とかで詳細

を打ち出そうという方針ですね。 これは非常に簡単に変えられるわ

けで、工学的な進歩につれて 。対応がしやすいわけです。 そういう

点では進歩とは言えますね。 いままで全部基準法に入れと ったから、

変えるのにいちいち法律を改正せないかんということですね。 そう

いう点では非常にフレキ シプルな法律になりそうですね、よくわか

らんけど。 そんなんで、いまあるのは地盤から下の問題については、

地下室の地震カをどうするかということだけです。 それも 一次設計

だけですからね。二次設計はどないするのかね、 2; t いてないね。

須賀 それと杭を打ってる場合と打つてない場合とでどう違うの

かというのもありませんね。途うんだけれども基準としてはないで

すね。

小泉 ないで、す。

G. L 
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困 層間変位への対応

一一一 このイ ン トロダク シ ョンで述べられてますように、 今度の

改正の 一つの大きなポイントに、この層間変位のチェ ックという問

題があります。 これは、仕上材あるいは設備機器などの被害 を防ぐ

というのも大きな眼目にな ってると思うわけですが、これに対応、い

たしましてやはり仕上材あるいは二次的な構造材あるいは設備機器

というようなものの取り合いとか納まりとかいうものも大分取り組

まれておられるのか、あるいはどういう考えをお待ちなのか、お話

を聞かしていただきたいと思います。

小 泉 構造設計のほうから 言 いましたら、先ほど申しましたよう

に 層 間 創 立 は 何 に つ い て 会 と い う 規 定 が あ る わ け で す が 、 そ れ

には特例がありまして、 二次部材がそういう変形に追従していける

ような構造であれば古まではかまわんということがあるわけです 。

そういう取り付け方法を考えないといかんということです。

そ れ と お と 簡 単 に 言 い ま す が 、 鉄 筋 コ ン ク 1) ートは問題はないで

すが、鉄骨の場合は非常に問題ですなあ 。純鉄骨の場合はひ っかか

るでしょうね 。計算した人が皆言 ってますけれど。

それと先ほど須賀さんが言われた、層間変f立を出す正確さですか?

正確さはとにかくとして、 一応簡単に出す方法はあることはあるわ

けで、す 。分布係数でせん断を割れば出てくるわけですからね、単位

は別として 。 ただその分布係数そのもののおさえ方をどうするかと

いうことですね 。純ラーメンだ ったら割合簡単に出ます 。 ただし耐

震援をどう取り扱うか、それらの規定が全然ないで、すな 。

偏心の場合もそうなんですが、弾性的な耐震壁の取り扱いの規定が

ないものですから 、いままでみたいに中柱の 2 倍をもたすのだ、 3

{ 音をもたすのだとい って1券手にやってましたが、それを動かすこと

によって偏心率も大分変わるし、それからいま言 っている層間変位

もうんと変わります。 そういうことがあるわけです 。 そういう声見定

をどこで入れるか、それが一 つ問題だと思いますね。

須 賀 層階l変形のチェ y クは結局、間仕切壁だとか、カーテンウ

オールとか、仕上材との対応で言われていると思うのですが、いま

までそういう点のチェ ックというのは一体だれがしてたのかという

と、構造設計者ではもちろんない 、 それからデザイナーはデザイン

だけを決定してそこまで考慮しない 。 そうするとファスナーの取り

付け等は主としてはメーカーがや ってたわけですね 、 それからもち

ろん現場のゼネコンもチェックしてたでしょうけれども 。 まあみん

ながおろそかにしてたといいますか、境界圏にあ って、ややもする

と見なか ったところだものですから、ある意味ではウイークポイン

トになってます。

それから研究のほうでも、その辺の研究というのは非常に少ないわ

けで 、研究材料にならないという考え方が多いだろうと思うのです。

で、すから今回の馴変形角のチェック それを 古 lこしようと思
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いますと、それなりのE皇自をつけなければならなし、。 ということは、

それなりの関心を f年たなければならないということですから 、私は

そういう面では非常に進歩だろうというように思うのです。

一 ー たとえばカーテンウオールの鉄骨骨組への取り付けのディ

テールというのは 、実際問題はどの部門の方がおやりになってるん

でしょうか。

小泉 超高層なんかの大きい建物は皆大ていや ってますわね 、実

験もや ってるし、層間変位 2 センチとか 、何センチとかでおさえて

ますけれどね。

小角 お とかいうようなことは、すでにごく当たり前のことだ

ということで受け取 っているわけです。

ただ問題は、 お を超えるような非常にやわらかい鉄骨造でよかっ

たものが、今回それを お 以下におさえたということから言えば、

仕上げ商では非常にやりやすくな ったということが言えると思いま

す。実務では、構造の設計者から、この建物はこのぐらいの層間変

位がありますよという解析が出てきまして 、それに対してわれわれ

設計サイドのほうからも、これ以下にしてほしいとかいうような希

望を出して、その建物の妥当 な層間変{ 立を決め、それを外装のほう

へ反映する、というようなことで仕事をや ってます。

須賀 それが一般に行き波るということでしょうね。

IJ 、角 そうでしょうね。

西部 非常ーにディテール的な問題ですが、層 Il I l 変位で気をつけな

ければいけないところは 、二つの壁がクロスする場所だと思うので

す。 クロスすれば… … T 型とか十字型とか 、L 型にですね … … 片一

方だけが動いて片一方が動かないというような個所がありますので

ね。意外とコーナ 一部分で注意されてないのがありますね。

小泉 いま超高層の場合はスライドするような設計ですか ? 固定

してしま って、 それでサ ッシュはどのくらいたわんでも大丈夫だと

いう設計になってるか 、 どっちですか ?

中嶋 ルーズでやっているわけです。

小泉 そうするとあまり問題にならんということですか・… ・ ・。

中嶋 だからカーテンウオ ールが建築でかなり使われだしたころ

からは、筈IJ とその辺はうまく処理してきたんじゃないかと思うんで

すけれどね、デザイナー側 で。 それでデザイナー側で判断のつかな

いところは構 造設計の方に、変形量を 出 していただいて 、それに見

合 った対応をいままでしてきたんじゃないでしょうかね。

日東工業( 株)
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新耐震設計法で層間変位をかなり重要視されてるようなんですけれ

ども、それはや っぱり実容が起こ ってるんですかワ

須賀 そうです 。

中嶋 通常にや っとれば、実害が起こるわけはないんですけれど

ね。

小泉 宮城地震ではずいぶんガラスが割れたり壁が落ちたりした

んですな 。

須賀 A L C 版が務ちたり ・・・・・・。

中嶋 A LC 版なんかは私どもの事務所でもし使う場合は、構造体

とのコネクションはもちろんデザイナーがやるわけですけれども、

A L C 版本体の取り付けそのものについてはほとんどメーカーがやっ

てるというのが実情だと思いますね。

ガラスなんかにつきましでも、作殊なものはや っぱり 一緒に研究開

発するというような形で対応してきてたと忠うのです 。 ところが最

近はアメリカあたりの超高層のガラスがパンバン苦IJ れてきまして、

なかなか実態がわからない。 それはいま言 ってる地震とか風によ っ

て躯休が変位をしたから割れてきたのか、あるいはフレームとガラ

スとのジョイントがまずか ったから害IJ れてきたのか、いまだに解明

されてないという例がたくさんあるようですね。

須賀 ただメーカーにやらせてるというようにおっしゃいました

けれど、それはメーカーの良い案が出てきたときに、デザインの発

想、と合わないときがあると思うのです。そのときに、話を Il l J くのか、

無理してやらせるのかという、その、あとのほうが多いと危険なん

ですね。割と多いんですよ、そういう話が( 笑い) 。 目地何ミリで納

めよとか、ボルトは何本以下とかね。

中嶋 建築をやり始めたころというのは、だれでも皆経験おあり

だろうと思うのですけれど、主IJ と図面を固守しますね 。だからあま

り物の考え方とか対応、の仕方にフレキシピリティーがなくて、ごり

押 しをしてやっていく 。 コーディネイトしているのがデザイナーで

すから 、デザイナーの思った通りやっていく、そこに無理が出てく

る。だんだん経験を積んでい って、いろんな問題、 トラブルを越え

てくると 、 まずそういうことはなくなると思うのです。 とくにぼく

らなんかですとフリーに近いような状態でや ってきてますから、事

務所としての蓄積があるところでは、そういうことはかなりセーブ

されてるだろうと思うのです 。 ところが、故近でもフリーに近し、状

態の建築家というのはたくさんいるわけですが、そういうところで

はかなり無理してやっているところはあるんじゃないかという気が

しますね。

須賀 ですからこの契機に一つのチェ γ クポイントとして、その

人ら! 日主意してほしいと思うのです。

中嶋 そうですね。 そういうチェックをするということはいいこ

とだと思うんですけれどね。

小角 たとえば壁に石を張るということでも、ついこの 111] までは

モルタルトロを詰めるということばかりをやってきたわけですが、

いまではドライ工法という、同地を詰めないやり方で石の壁をつく

るという方法もありますね。 これは層間変位に対して非常ーに融通性

40 
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のあるものですからね。 このような技術であれば、石を何十メート

ルも積み上げるというようなことも可能なわけですね。

圏 各部門のコミュニケーション

一 一 最初申し上げましたように、こういう情勢で設計の各分野

のコミュニケーション、協働態勢、あるいはこれからの設計のあり

方ということが基本的な問題ではないかと思いますので 、そういう

面で、ご意兄を伺えれば幸いなんでございますが。

小角 初期の段階から設計者と構造の設計者が、まずその建物に

ついての十分なコミュニケーションを待つというのが一番必要だと

忠、いますけれども、先ほどの経済設計ということに関しまして 、ひ

とこと言いますと、これから構造の設計の手間がかかつてくるのに、

それに見合った設計料が果たしてアップされるかどうか。おそらく

それはかなりむずかしいことだと思います。そのような湯合、この

新耐24設計法のフローチャートの非常にむずかしいケースばかりを

すべての建物について当てはめていっていいのかどうか、大きな平IJ

断がいると思います。

たとえば非常にスタンダードな建物の場合には、極力チェックポイ

ントのないところを選んでいくというような、主主合性のあるプラン

をつくっていくべきかどうか、まず設計者が判断する必要があると

思うのです。

構造の設計者に設計者の恋意を押しつけるのではなしに 、全体的な

判断が、この建物はこういうものでいいということをまず判断する

必要じゃないかという気がするんです。

西部 いまのごな比にはちょっと反対なんです。やはり建築設計

というのは、設計料の多い少ないということで建物の設計方法なり

形を変えることがあるというのは絶対に間違いだと思うのですよ。

やはり常に最善を尽くして密度の高いものをつくっていくというこ

とが絶対条件だと思います。 これはとくに設計事務所の場合はそう

じゃないかと思うんですけれども、やはりそれに見合うフィーをと

にかく確保するんだということが大事なことで、 フィーが安かった

ら、なるべく労力が約ける方法、というような考え方をぼくはして

はいけないと思いますけれどね。

小角 ちょっと誤解があるようなんですがね。何も手を省いてと

いうのではないのです。 このレベルがいいというような判断を設計

者は、きちっと出さなければいけないということなんです。あまり

にもやみくもに、白兵戦的にあちこち手を拡げてゆくというのは 、

かえってその建物の質を低めることになりはしないかという恐れな

んです。

小泉 設計料の問題ですが、この問、何かの雑誌にお役所の人が

普いていたのですが、構造設計はこれからむずかしくなる、高度の

技術を要するようになる、と。ということは 、結局構造設計料もア

建 物 耐 力 診 断 ・ 地 質 調 査

株式会社東京ソイルリサーチ
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ップするであろうし 、 それから構造設計者の社会的地位も上がるん

だ、というふうに脅かれておるんですがね、これは役所の人の頭の

考え方で、実際はそうじゃないということですね。構 造 設 計 を 依 頼

する場合どうしたって、これ安くしてくれるかということが第ー の

問題になると思うのです。 そういうことになると結局手聞が省ける

ような構造のシステムを考える… … たとえばこれだ ったら ( 1) の設

言十をせんといかんということになりますわな 。

小角 何もかもやみくもに ( 1) にやれというわけじゃないんです。

全体的な 判 断から、これは (1) になるべきだと考えれば、それはそ

れでいいんじゃないかということなんです 。

小 泉 それはそうですね。 ただ設計手間がかからんようにしよう

と思ったら 、柱も大きいものになるし、壁もい っぱいのものができ

てくるというような結果にならんとも限らんですな 。

小角 一つの建物でとにかくがんばればいいということじゃない

わけでね 、 われわれは 、何年も設計を続けていかなければならない

わけですから、赤字ばかりが続くというのはおそらく構造の設計者

にとっても大変なことだろうと思うのです。

西 部 まとめということで私申し上げたいのは 、先ほど、これか

ら設計の自由度が少なくな っておもしろくないんじゃないかという

ようなことも申し上げましたけれど、デザイナーの心理というのは

非常におもしろいもので、務IJ 約が多ければ多いほど、何とかしてや

ろうというファイトが出てくるわけです 。 だから必ずしも自分自身

としてはつまらないものができるんではないかと. . ・・・個人的にはそ

うでないと思ってますけれどね。

たとえば日照の規制が出て、 北側の斜線というようなことがだんだ

んやかましく言われるようにな ってきて、勾配屋根のついた建物と

いうようなものを最近はよく見かけるようになりました 。 いままで

は、屋根が水平でないピルというのは何となく奇異に感じたのです

けれども、やはりそれなりに非常によ くデザイ ンされた建物という

のができてきているわけですね。 それと同じように、今度の新耐震

基準になっても 、やはりそういう思想を生かして、ユニークな平面

計画だとかそういうものが出てくることを私は期待しているんです

がね。

須賀 そうですね、先ほど中嶋さんがお っ しゃっ たんですけれど、

省エネルギーになると外郭精進といいますか、あまり大きい窓がで

きなくて、中のほうは柱が細 くて、外壁がた くさんあ って、省エネ

ルギー的であると 。構造側は、そうであればその条件で構造計画が

できる、というようなことを感じたわけですが、やはりこの新耐震

設計法のやり方というのが合理的であるとすれば、やり方がむずか

しいとか設計料がどうということは別として、ちょ っとでも其の値

に近づいた設計法であるとすれば、や っていかなければいけない 。

そうすると、それによ ってやはりデザインのほうも徐々にではあり

ますけれどもいままでの感党とは迷う感党が出て くる。 耐震設計と

いうのはい玄まで街IJ 約条件としてあ ったわけですけれども、もう少

し厳しいペナルティーというか、それを何とかいい形にしてほしい

と思います 。私が申し上げよ うと思 ったことを西部さんがおっ しゃ

地質調査・土質試験・測量 ・基礎設計

特 殊 基 礎 工事 ( ロックアンカー・地下水処理・ 場所グイ)

干545 大阪市阿倍野区昭和田T5丁目 10-2 ft06(628) 71 5H代)

〒591 !界 市 金 岡 町 1 4  9  0  - 5  ft 0722( 59) 3635 

ったわけです 。 むしろ新耐震設計法のアイデアをまともに受けて少

しデザイ ンし てもらえないかと いう ことなんです 。

一一一 いろいろありがとうございました 。時間でございますので

締 め くくらしていただきますが、積極的にいろんな貴重なご意見を

伺 って、大変ありがたいことだと思います 。

と き 昭 和55年 9 月26日

と こ ろ 日本建築協会会蛾室

オブザーバー 河村 康 (神 戸 大 学)

小 島 達 男 (馬瀬構造段計事務所)

佐 藤 哲 夫 (竹中工務庖)

坂 署奪三 (大阪市立大学)

棚 橋 秀 光 ( 日建段計)

建設コンサルタント

株式会社中堀ソイルコーナー

代 表 工 学 博 士 中 期 目 和 美

〒564 大阪府吹田市江坂田T 3 - 4 ー 11

T E L  06-384-9069 
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を抵抗溶接していますので、すくやれた構

造性能が得られます。 ・一貫した品質管理と機械

的な継手、定着法の採用により、構造物の信頼性を高めます 。

・剛性が高〈、鉄骨なみの自立性があります。 ・現場作業を少なくし、配筋

作業を簡略化しますので工事の省力化、工期の短縮が可能です。

ｾ開閉

組立銀筋肉f費用に関しては志村沼太師民より実鯛覇軍軍 10316・7号他由実施許跨む畳けています.

神戸本社/ 干651 神戸市中央区脇浜町1 T 目3番18号 宮 ( 078) 25 1- 1551

東京本社/ 干100 東京都千代田区丸の内| 丁目 8番2号( 第一鉄鋼ビル) 含 (03) 218- 7111

大阪支社/ 〒541 大阪市東区備後町5丁目 I(御堂筋 ピル) 宮 (06)206- 6111



表 - 1 は、有史以来、

阪神地区に V 以上の震度

を与えた地震のリストで、

その震央分布が図- 1 に

示されている。この図で

分かるとおり、南海卜ラ

フ内側の海底で起こる巨

大地震を除いた内陸部の

いわゆる直下型地震の多

くは、大阪から琵琶湖に

かけての方向に起こって

いるため、やはり大阪の

方が強震を数多くうけて

いる 。厳¥f ; な線引きはむ

ずかしいが、強いて大阪

と神戸に分けて、これら

の地震の発生年を絡グラ

フで示すと 図- 2 となる。

長い俸は震度砲の場合を

示す。これまでだったら 、

大阪や神戸に被害が出た

間 由 回 目 表ー 2 南海トラフ沿いの巨大地震発生年月日

77 

阪神地区の地震災害危

険度 三 東 哲 夫

阪神地区は、京都をも含めて、地震予知に関す

る特定観測地域に指定されている 。 これは、京阪

神地域には多くの活断層があって、いつ活動する

かわからないことと、この地域は東日本の京浜地

区問機、もし地復で大きな災害をうけた場合、そ

れは国の経済面に大きな打怒となるから、予知に

必要な基本的観測を特別に念入りに行い、常日頃

から防災対策に力を入れる必要があるという判断

からである 。 ところがこの地区は東京近辺と奨な

り、日頃の有感地援もきわめて少なく、ことに阪

神地区は過去に震災をうけた経験も乏しいため、

地震に対する一般の関心がきわめて薄〈、行政面

でも地震防災に対する力の入れ方は決して十分と

はいえない状態にある 。

しかし前回述べたように、近代都市は地震動に

対しではすっかり虚弱化しており、わずか20年ほ

ど前だったら手をこまねいでいてもよかった震度

V に対しでも、忠、わぬ大災害が発生しかねない。

本篇では、このことを頭に入れつつ、阪神地区

がこれから先、この震度 V 以上の強さの地震動を

うける危険性がどの程度あるかを、過去の事実を

資料として検討してみたい。

ある地域についで、ある強さ以上の地震動をう

ける危険性を推定することは、そこに将来どれく

らいの大地震が起こる危険性があるかの推定以上

に、過去の事実が頼りになる 。 なぜなら、ある地

区の議度は、その場所よりもむしろ周辺の地襲活

動度に大きく左右されるからである 。

表 - 1

有史以来、阪神地区に

震度 V 以上を与えた地

震 ( 文献 1 ) による)

自昨日ー 年 月 日 M 

868 8  3  7. 1 

2  887 8  26 8. 6 

3  938 5  22 6. 9 

4  976 7  22 6. 7 

5  1185 8  13 7. 4 

6  1317 2  24 6. 7 

7  1361 8  3  8 .4 

8  1449 5  13 6 .4 

9  1494 6  19 6. 4 

10 1510 9  21 6. 7 

11 1579 2  25 6. 2 

12 1586 1  18 7. 9 

13 1596 9  5  7. 0 

14 1662 6  16 7. 6 

銃犯

1∞o  

1100 

12∞ 

13∞ 

14∞ 

15∞ 

lE正)0

17∞ 

2ぽ

図 2  大阪・神戸が

V 以上の震度をうけた

年代分布

のはこの長い方の棒だけで、過去 1，100 年間に大

阪で 2 回、神戸で 4 回、とーっちみち 1，000 年間に

2 ないし 4 回しかなかったのだから、阪神の方々

が地震災害など他人ごとのように感じておられる

のももっともなことである。しかしこれからはそ

うはいかない。 グラフの短い俸でも被害が出るの

である 。 そこで全部ひっくるめて眺めてみる。そ

れぞれの年間隔 lまばらばらで周期性などはっきり

しないが、大阪で22回、神戸で11回が数えられる

から、年平均ではそれぞれ50年に 1 回、 100 年に

l 固となる。このうち、神戸にだけ V の震度を与

えたマグニチュード 6 前後の無被害地震は 、古文

舎や個人の古い日記などから洩れている可能性が

強いので、ここ 400 年来の資料に重きをおくと、

こちらも 50年に 1 固となる。周辺の地震はこれか

らも今まで通りに発生するだろうが、それをうけ

る都市保IJ には大きな変化が起こっている 。原因は

むろん前回にも指摘したとおり、人口の都市集中

のために、都市が弱い人工地盤へ

と拡張したことや、危険物の激. t lll

にある 。 とくに阪神間の諸都市は、

六甲山麓と海側IJ とに地震災害を無

視したかたちで著しい拡張が行わ

れてしまっていることが問題なの

である 。 さりとて出来上がってし

まったものは仕方がな

ー い。何とかその被害を

(  / 8 ) 極力小さくすることに

智恵をしぼり、それを

， 
実行するよりほかない。

/  

さでつぎに、より具
/  

15 1707 10 28 8 .4  

16 1830 8  19 6 .4 

17 1854 7  9  6. 9 

18 4シ 12 23 8 .4 

19 
。

12 24 8 .4 

20 1891 1028  7 .9 

21 1899 3  7  

使 俊 正 f
体的に、どんな地震が

このつぎに阪神地区に

/ /  宇品 V 以上の震度を与える

/ ， 

地震として警被される〆/  

7. 1 

22 1916 11 26 6 .1  

23 1936 2  21 6. 4 

24 1944 12 7  8. 0 

25 1946 12 21 8. 1 

。 かについて述べると、

。。 図- 1

表ー 1 の地 やはり、南海トラフ内

B  クラス 7  クラス 6  ' 7ラス
震の震央分 側の巨大海底地震であ

布

南 海 沖 東 海 沖

684年11月29日 (8 .4)

887年 8 月26日 (8 .6)

1099年 2 月22日 (8 .6)

約 2 年

1096年12月17日 (8 .4)

1361年 8 月 3 日 (8 .4)

1498年 9 月20日 (8 .6)

1605年 2 月 3 日 (7 .9)

1707年10月28日 (8 .4)

同 時

1707年10月28日 (8 .4)

1854年12月24日 (8 .4)

ｾ時間
1854年12月23 日 (8 .4)

1946年12月21 日 (8. 1)

約 2 年

1944年12月 7 日 (8 .0)

(  ) 内はマグニチュード

ろう。その漫由を表一 2 で説明する。 この表はこ

の種の大地震の発生場所を東海沖と南海沖に分け

て、その発生年月日を対比させたものであるが、

注目すべきことは、東海沖でこれまでに発生した

5 この地震のうち、 4 こまでがその発生直後また

は 2 、 3 年後に、今度は南海沖に移っているとい

うことである 。 51列中 41列というのはただごとで

はない。偶然とは思えない。 このE里由はまだはっ

きりっきとめられているわけではないが、南海ト

ラフから沈みこむプレ ー トが一枚板で東の部分が

大地震とともに急に沈めば、西の方もそれにつれ

て・- ということになるのだろう。カずとにかく、

この傾向は無視できない。とすれば、現在最ーもそ

の発生が心配されている東海沖地震そのものが阪

神地区に与える震度はせいぜい 日か凹で問題では

ないが、気になるのは上に述べた傾向のことで、

早速南海沖地震がおこってそれがV の強震を阪神

に見舞うだろう 。

これまでの頻度からみれば、この海底地震より

はるかに多い内陸部の地震についてはどうだろう 。

この極の地震は、その大きさが比較的小さく、 6

クラスのものがほとんどなのでその前兆現象はな

かなか現れにくい。 そこで、地震の犯人である多

くの活断層のなかから最も婆注意のものを選んで、

集中的に警戒したいのだが、残念なことにほとん

どの活断層の前歴が分からない。図 2 に見られ

る多くの直下型地渓のどれがどの活断層の活動で

発生したものかが、 2011昏の濃尾地震を発生させた

根尾谷断層以外、分からないのである。つまり、

大勢の容疑者の一人ひとりの経歴が不明のため、

このうちの誰がいつどんな悪事を働くかの予測が

つかないのである 。 したがって目下のところでは、

直下型地震はある目、突如としでどこかで発生す

ることを観念せざるを得ない。

神戸では、来春、海上都市が完成し、そのお祭

りが始まる。あの海上都市の設計に当たって、人

工島という地盤の地震に対する振動性状に閲して

どんな測定が行われ、それに基づいてどんな地震

防災上の対処が考慮されたのか、大変心配である。

私の未知なるがゆえの紀憂であればよいと念じて

いる。一方また大阪にも海上に国際空港が計画さ

れ、これも人工島である 。過去、予定された海域

の周辺にはまだ大きな地震の記録は見出されてい

ない。 しかし、この予定地からわずか 10 キロほど

南方の和泉山脈沿いには、根来断層という活動度

A の長い活断層が走っていることがたいへん気に

なるところである 。

参考文献

1  ) 大阪管区気象台 .防災気象資料、地震の部、昭和53年12

月

( さんとう てつお神戸大学理字部教授)
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クリーンルームの内装

その 2

豊 田 唯 夫

2. クリーンルームの設計および施工

クリーンルームの内装設計に当たって考慮しな

ければならない事項としてはＨ 図 ＱｾＴ 参照Ｉ、

( A ) 室内を陽圧( または陰圧) にするために隙間

および ｾｴ ｬｊ れ目を作まらないようにする。なお ￟ ｦ，ｬ問お

よび苦IJ れ目ができるならば、シーリングで防御す

るように徹底する 。

(同室内の仕上簡はできるだけ平滑にし、1 1 & 1 : 長の

堆積場所を作らないように注意する 。

(C) 天井、壁、床面の出入隅に対しては、サ ニタ

リーコーナ、もしくは R 面木を取り付けるように

する 。

(0) 仕上材のつなぎ自はジョイナ等を使用せずに、

底目地を作り、シーリングをする 。

(E) 建具はエ アタイトを使用し、 ドア枠のちりを

できるだけ少なくする ( 3 - 5 帆程度) 。

クリーンルームの工事工程はつぎのような順序

で施工を行う 。

ダクトおよび配管工事

↓  

天井下地工事

ト → エ 7 シャワ取り付け

壁下地工事

仁二酬一工M事州( 箔慨配附叩E管僻等

E建主共工事

サニタリーコーナ巾木取り付け

ト ー → 土 l山 タル工事

天井、壁下貼り工事

↓  

天井、壁仕上貼り工事

ト ー +設 備 瑚 器 具 取付 )

R 面木取付工事( 床面)

↓  

シーリング工事

↓  

床仕上工事

↓  

( とよ だ ただお 明 収 工 業 隊 式 会 社 ク リ ー ン ル ー ム 営 業 深)
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天井下貼材

0 石こ うポド

O桂カル板

0 特殊石綿板

天井仕上材 |

O ゲラサル l  

O プラニウム 1

0 7' スベール l

0 金属板、その他

CL E AN I  

ROOM1則 1

CH天井高サ

図 - 1

関 - )

標準短計図

l苅- 2

標準備断面図

閃 - 3

標準窓廼り詳細図

閃- 4

CL 

20-潟、天井サ二世リー

シリコンシーラント

盤仕上材

O グラサル

0 プラニウム

O アスベール

0 金属板、その他

CL E AN ROOM仮IJ

下貼材

0 石こ うボード

0 桂カル板

間仕切用ス空 ツド

CLEAN 

ｒｏｏｍＱｾｉｊ＠

ー- <を

標準ドア一週 り詳細図

CLEAN ROOM慣11

図- 2

表ー 1 天井・壁仕上材料仕繊

明 日

七ラ ミッタボード

[ グラ サル〕

柑 質 石綿セメント、ケイ雌他

占 面 11 : 上
セラミッタ

官 哩 (8f. 恒勺 1. 85- 1. 95 

I}i 火 性 能 不燃( 個) 1. 035骨

R  み (地} 3.2 

概 掴 寸 法 ( 尺) 4' x 8' ，4' X IO' 

唖 壇 モース硬度 4 - 5

凪 衝 f，t (旬・四) 60 

噛 水 縛4 ( %)  10 

宮 水 撃 ( 同} 3. 0 

退 水 性 S事常岳 し

ｾｘ＠ 楠 ヨ解 ( %)  0. 05 

削 f主 湯 量駆(K" l l mh'C)  0. 3 

熱 Jl) 強 調解 10 ・

|  荒井 符榛石総七メ 〆ト 極14.0

」 制 当 下 貼 材 目I  盟
政措カルンウム恒 16. 。

位カルダ ップ樹脂化粧板

[ アスベー ル]

佳暗カル ンウム板

ダップ( ジ 7" ルフタレ ト} 樹脂

1. 0- 1.1 

不地 1. 002号

5.0 

3'  X6' .  3' x 8'  • 3' x9' .  4' x 8' 

ヂェロ メータ - 9 イプDにて15以上

50 

10土 3

岡常 ｾｌ

0. 06 

0. 13 

神障石綿セメ y ト極t4.0

石ニうボード 112

ポリエチレンアルミ憎合極

[ プラニウム アルポ リック絡}

ポリエチレン樹脂

アルミ匝 (0. 2'10) アタリル撞鎗

l 刷- 1. 3

瞳鎚( f 圃) 3. 133骨

2.0.  3.0. 4. 0 

1m x 2m.  1. 2m x 2.4m 

鉛筆唖喧、 2H以上

。

。

拠常生 し

0. 38 

剖ー却 x 10 ・

石こう" ' ード 19.0

石こうボード 112

表- 2 塗床材仕織
表- 3 長尺床材仕機

項 自 エ ポ キ シ 呆 ウ レ タ ン 晶

lJi 目

*  

IJt (8/""' )  1. 4  0. 99 

可 使 時 1111 (20'C)  0. 5 ｦｾ＠ 質

ゲ ル 化 時 1111 ( φ )  2. 5 

塗り1 I i ね時1111 ( φ )  12  

I早 み( 弘)

硬 化 時 間 24 24 

防 火 性 能

養 生 時 間 72 

結 低 施 工 温 度 5 'C it 度 ( 8/""' )

硯 度 ンョー 7 085 ンョー 7 A 80 

m触 乾 燥 時1111 1. 0  

ｬｾ 伝導率 Ｈ ｋ cal/ mh'C)  

歩 行 可 能 時1111 4. 0 

曲 11 強 度 (kg/"，，' ) 374 

11 織 強 度 (k8/""' ) 792 90 

抗 張 力 (k8/ cm勺 80 

'31 裂 強 度 (k8/開) 32 

反 発 弾 性 3 0 % 

f申 ぴ 250% 

1 f t 粍試験 (8)  0. 26 

選 ホ 試 験 ( %)  0. 28 

耐 熱 i邑 度 ('C )  80 

桂カルポリエステル樹脂化粧匝

[テ" γ タフネノ]

陸離カル シウム板

ポリエステル樹脂

1. 0  

不燃( 個) 1.193司

6.0 

3' X6， 3' X8' ， 4' X8' ， 1圃 x2圃

プリヰル硬直5.0f船筆硬壇3H)

55以下

10以下

拠常 ｾｌ

0.1 

0. 13 

悼碑石綿セメント恒 t4.0

石こうボード 112

長 尺 康 材 〔 ロ ン リ ュー ム]

塩 化 ピ ニ ー ル 樹 脂

2. 0.  2. 5 

難 燃 材

1. 61 

0. 145 



施工材料の頁

7 5  

高炉スラグ骨材
その 2

田 代 恭 一

I  - 3. 高炉スラヲ砕石コンクリートの性質

3. 2 硬化したコンクリー卜

高炉スラグ砕石を用いたコンデリートは砕石や

砂利を用いたコンクリー卜に十分匹敵する圧縮強

度をもっ( 図ー 2 、図- 3)。引張強度、鉄筋との付

ても普通コンクリート

と特に差は認められな

し、。

なお脱型直後の高炉

スラグE半石コンクリー

卜の表面に青い斑点の

みられることもある 。

空気に接すると数日間

で消色し、強度や耐久

性には関係がない。

E  高炉スラグ

細骨材

II - 1 ，はじめに

水砕スラグは、高炉

から排出された溶融ス

ラグに高圧水を吹きつ

け急冷粒状化して造る 。

製造条件を適切に選択

することにより、細骨

材として利用するのに

適した硬質水砕スラグ

とすることができる。

水砕スラグ砂をコン

高炉スラグ砕石コンクリートを用いた建築 クリート用納骨材とし

者強度は、砂利コンクリー卜の場合とほぼ同じで で利用するための研究

ある 。 曲げ強度は高炉スラグ砕石コンクリートの は、昭和51年から本格

方がやや大きいとされている( 表一 5 ) 。 化した。

集水そう

スラグ砂ーー

図ー 5 高炉スラク細骨材製造フロー

表- 6 スラク砂の品質

f監 目 続 定 { 直 実 績 例

学成化

般化カルンウム ( CaO として) 45.0以下 40.4  

全 硫 賞 ( S として) 2.0以下 0.8  

分

二 機 化 硫 黄 ( SO. として) 0. 5以下 0.02 

( %)  全 鉄 ( FeO として) 3.0以下 0. 21 

絶 乾 比 重 2.5以上 2. 68 

吸 水 率 ( %)  3. 5以下 0. 3 

単 位 容 積 重 量 ( kg ; e) 1. 45以上 1. 56 

洗い試験で失われるもの ( %)  7  以下 5. 3 

表- 7 スラグ砂の粒度

ふ る い の 呼 ぴ 寸 法 (mm) I  10 

ふるいを通るものの重蛍百分率( %) I  

同 上( 実績例)

ヤング係数( 図 - 4 ) 、ポアッソン比、クリープ 以来 3 回にわたり、専門家による大規模な調査

については、一般の普通コンクリー卜と通常の湯 研究が進められた。 このなかで、 「コンクリー卜

合、同程度と考えて差し支えない。乾燥収縮率は 用水砕スラグ細骨材品質基準案」および「同・使

砂利、砕石コンクリートと比較して小さい。凍 結 用規準案」が示された。製造JHI] は技術開発を急テ

融解に対する抵抗性、中性化と鉄筋の発錆につい ンポで進め 、こ の「品質基準家」を満たす製造技

210ト 水セメント比 60%

ス ラ ン プ : 18cm 

空 気 量 4 士 1 %( A  E )  

砕 石 2005 ( 実積率57%)

高炉スラデ砕石2005B  (実積率58%)

単位水量

360 

m

 
単

位

340 

初

日

庄

縮

強

度

以

川0

・

O

K

 

2

(

 

3

 
-

什

1

1

1

1

1

〆

〆

〆

〆

〆

〆

-
-

A

 

度

，

強縮圧

水 l叩

量

(kg/ m') 

180J 

- -- ーーーー・，/
耳目

170 

280 

日

砕

お 日 汚

高炉スラゲ砕石置き換え率( %)

∞

時

炉

ス

4. 0 

5. 0 

"5 
、、

'" .. 3.0  

Cコ

×  

詰2.0

同毛

T、

.¥ 1. 0  

-1'-

=2. 1川 05( U Z

lC悶 E∞

高 石3 圧縮強度 (k州 )

図- 3 砕石と 高炉スラタ砕石を混合使用したコンクリ図ー 4 高炉スラグ砕石コンクリートにおける圧縮強度

一卜の単位水量および圧縮強度の誌験例 とヤング係数との関係

表- 5 高炉スラク砕石コンクリー卜の引張り・幽げ・付着強度( 材令28日) の実験例

いｬロ ｉｾ タ て、、 のー 、種-、類¥、、、、m¥p砕~石壬ヨ Tの品タTの-質佐ー、¥賀ト、W /  C  

スランープ 空気f i 1 圧縮強度 引張強度 曲げ強度

付者強度 (kg /  ad)  

自由端すべ

(%)  ( 田) ( %)  ( kg /  ad)  ( kg /  ad)  (kg /  ad)  

り量 0. 2mm 最 大

のとき

高炉スラグ

比 重 2. 74 60. 0 14. 5 5 .0 321 75. 6 116. 6 

砕石コンク

脱水準1 . 50 60. 0 20. 4 4. 3 315 26. 0 63. 4 

リート

比 重 2. 52 59. 9 14. 0 5. 5 293 82. 3 162. 2 

吸水準 3. 33 59. 9 21. 0  4 .6  295 23. 1 59. 1 

砂 利 コ ン ク リ ー ト

60. 2 14. 2 4. 1 311 87. 0 115. 2 

60. 5 21. 1  3. 5 286 28. 5 59. 7 

術を確立した。現 在 J 1  S 化のための委員会がス

タートし、 J I S 制定に向けて推進中 と聞いている。

II - 2. 高炉スラグ細骨材の製造と品質

高炉スラグ細骨材( 以下スラグ砂と略す) は、

溶融高炉スラグを急冷して得られるガラス質の骨

材である 。原料である粒状化スラグは、一例とし

て図- 5 に示すような吹製、脱水、粒度調整工程

を経て、細ff 材に加工する 。日欠製したままでは粒

形が悪い。 ロッドミル等で軽破砕し粒形および粒

度を改善する 。

前記「品質基準案」によると、スラグ砂の品質

は表 - 6 の規定値に適合することが必要と されて

いる 。 また表 - 7 に示すような粒度範囲が定めら

れている 。表 - 6 および表ー 7 には、規定値とと

もに実績例を示した 。絶乾比重、日及水率などはほ

ぼ天然t少なみである 。粒度分布も建築学会 J A S

SII 級骨材の標準粒度範囲内にある。スラグ砂は

粘土塊や有機不純物、塩分を含まない。洗い試験

で失われるものの立は天然砂にくらべて多いけれ

どコンクリートに直接悪影響を及ぼすものではない。

スラグ砂は、大部分ガラス伎であるため、化学

的に活性である。このため夏期に貯蔵期間が長い

など、いくつかの粂件が重なると、粒子が互いに

鯵着する場合がある 。 したがって、できるだけ早

<  f愛用することか望まい、。 つづ〈

(たしろ きょういち 株式会社神μ 製鋼所ヰ1) 材滞技術線長)
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昭和55年度 ・第 3 回若い会員の集い

都市住宅を考える (5)

遠藤剛生氏都市住宅を語る

レ ポ ー ト

仕 事 に 追 わ れ て い る と 、 つ い つ い 自 分 の 行

っていることの中味を振り返るのを忘れがち

にな ってしまうようです。 之の日の J梓i貧とス

ライドはこのような状態を強く打ち消してく

れるものでした 。

講演の冒頭で氏は、設計者の手の加わらな

い集落( たとえば地中海の集落や日本の 町屋

等) が強烈な個性を生かして形成されている

が、 一方 で 設 計 者 の 手 の か か っ て い る 現 在 の

住宅は、ひとつひとつは多彩で、強い個性を出

しながらも集合したときには、パラパラで雑

然とした感じを与えているがどうしてだろう

かと疑問を提示された 。 この集落の強烈な個

性 が 生 じ る 理 由 と し て 、 集 落 内 の 人 間関係・

位 置 関 係 が 確 実 に 認 識 さ れ て い て 、 し か も 集

落 は 土地 の特性( 風土 ・気 候 ・風 俗 ・習慣)

を生かして形成されているからではないかと

述 べ ら れ た あ と 、 今 ま で の 公 的 集 合 住 宅 の 方

向は実 は一般 解 を 求 め る 作 業 を 行 ってきたの

ではないかと言われた 。 それは各住戸の平等

性 ・一定の水準の維持に示されるが、しかし

このことは一 面でどこへも ってい って も 適 応

できるものとして取り扱われ、さらに大量生

滝 さ れ る な か で 個 性 を 失 っていき 、結 局 は 没

個 性 的 な 街 と な ってあらわれてきているらし

いのです。 さらに氏は、民間の場合は外部空

間を切りすてながら開発してきたので、 一層

ひどい状況にな っていると述べられた 。

そこで氏はこの状況を打開する方法のー っ

として、 一般 解 を 求 め る の で は な く 、 特 殊 解

でとらえたらどうだろうか。地域 の 特 性 ・土

地 白身のもつ待性をつかみ、それに対応した

ものをいろいろな住戸型式を駆使して作 って

いくべきではないか、そしてユニ ッ トプの計

画とクラスターの計画を同日寺進行させていく

ことにより、集合されたものと、集合のなか

におかれた自分の住宅とのつながりを考えて

いくこと( 昔日分と全体の問題) が必要ではな

いかと述べられた 。

一方では、自身の設計した体験談もあり、

たとえば完成した住宅が全部売れるまでに 3

年 も か か った話とか、住宅は住棟の端から売

れていくとか、プランのちがう f主戸から先に

売れる とか、いろいろおもしろい話もされて、

講 演 中 も 笑 い 声 が し ば し ば聞 かれた 。

最後に氏の設計における「べからず、集」を

一、三 あげてみたい 。

1  ) 戸 境 壁 を 減 ら す 。

2  ) 階段住宅のよさ (廊下住宅はやめよう) 。

46  建築 と社会/ 1980年12月号

3  ) 妻住戸を噌やす。

4) 公的住宅のも っていた換気 ・採 光 の 自 然

性 の 確 保。

5  ) 濃密な空間を作る 。

レポ- $1・ 三 宅 良一( 企画段計社)

都 市 住 宅 へ の 思 い

阪倉 嘉一

今 、私達 が 身 の 廻 り に 持 つ 郎 市 住 宅 の一般

解 は 、 郊 外 へ 郊 外 へ と 広 が る 、 い わ ゆ る 庭 っ

き一戸 建 て 住 宅 、 町 の ど こ に で も ゲ リ ラ の ご

とく表れるミニ開発、都市の内部に発生する

超過密の高層マンションなどである 。 これら

は、大都市への過大な人口集中と 、 その結果

でもある 。止 ま る と こ ろ を 知 ら な い 地 価 の 上

昇 と い う 社 会 情 勢 の 中 で、現在の建築技術の

答えうる解答である 。 そんな中で、公的集合

住 宅 か ら 、 民 間 集 合 住 宅 、 い わ ゆ る マ ンショ

ンまで幅広く、建築家として個性豊かな作品

群を発表しつづける氏の都市住宅への思いを

聞 ければと 、 この催しに参加した 。

氏 の 話 は 、 氏 の 体 験 的 集 合 住 宅 設 計 論 と 氏

の作品のスライドを通し、それらが、どのよ

うに獲得され、また生かされているかという

ことであ った。 その中で、興味を号 |いたのは、

氏の個人住宅と集合住宅との作品の途いのよ

うなものであ った。個 人 住 宅 は 都 市 や 街 並 み

に対して、いささか閉鎖的で、内部空間に対

してト γ プライトの多用など空間構成のお、も

しろさを狙 っているかのようであり、集合住

宅 は 個 人 住 宅 に 比 し て 開 放 的 で 、 共 用 スペ ー

スや外部空間のデザインにユニークさが、よ

り多く出ているように感じられた 。

それは 、氏 の 狙 い で も あ る の だ ろ う が 、 同

時に、それぞれの住宅の形式のもつ間有の性

格の反映でもあるのだろう 。 このことは、個

人住宅が、この過密な都市に生きてゆ くこと

は、外音11 に対して防衛的にならざるを得ず、

その閉鎖性は街を構成する単位としては、大

きな欠陥を有していると 言 えるのかもしれな

L、。

このように考えてくると、都市の中に、多

くの人々が、好むと好まざるにかかわらず住

まざるを得ない情況にあるのならば、集合住

宅は個人住宅に比して、その集合性、またそ

れゆえの開放性は、都市住宅としての、きわ

めて有効な性質でもあるはずである 。

しかし建築家は、いまだ都市住宅としての

集 合 住 宅 に 十 分 な 解 答 を 示 し 得 て い な い の で

はないだろうか。

困難な社会的・経済的な情勢の中ではある

が、都市の中にアメニティあふれ る、 多 機 で

濃 密 な 空 間 を 創 造 し て ゆ く こ と は 建 築 家 の 役

割l でもあるはず‘ である 。

そ の 意 味 で 、 建 築 家 と し て 、 集 合 住 宅 に 其

正面から挑んでいる氏が、 今後とも、 どんな

解答を私達に示してくれるか、大いに興味も

って見てゆきたい。 ( 大阪府土木部)

遠藤剛生氏自邸

日 時 昭 和55年 9 月19日樹 閉会18:00→閉会21・00

会 場 大 阪 府 立 労 働 セ ン ヲ ー ・ 7 F  .  708号室

講師遠藤剛生氏( i 童疎同1) 生建築綾計事務所所長)

参 加 者 44名

スケジュール

18:  00 開会あいさつ 三宅主査

18・10→ 19: 10 初 演 遠藤積師

19: 20→ 21: 00 スライド説明及び質疑応答

21:  00 閉 会
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日本建築協会

月間の動き

昭和55年 10月分

事

A 企h

"zl > 

15日 4 時- 5 時 於会館集会室

出席者福田副会長ほか14名

議事( 1 ) 建築 8 団体合同新年交礼会開催の件

(2)  忘年懇親会開催の件

(3) 建築技術選舎講座シリーズ第 8 回

「コンクリート工事の管理J r p C  建築の話」

開催の件

(4 )  友好団体事業後援及び協力の{ 牛

(5 )  入退会者承認の件

(6)  報告事項

土 地 購 入 特 別 委 員 会

29日 正午 - 2 時 於会館集会室

出席者塚本、松村正副会長ほか 5 名

殺事( 1 ) 購入希望価絡の算定と今後の折衝

(2)  資金の調達方法

(3)  そのほか

編 集 委 員

A .  

"zl > 

作品作風小委員会

1 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 間里子副委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 新建築調査表選定

(2)  j'乍品 P ｒ ｾ 犬 ｪ 兄

(3)  そのほか

2 月号 「台所の計画と設備」特集編集幹事会

2 日 411寺- 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 河津幹事ほか 4 名

議事 Ｒ 月号「台所まわりの計画とｲ， ｾｭｬｾｊ 特集の具体

化( 執筆者の選定など)

委員会

9 日 411寺- 5 時半 於会館集会室

出席者 三輪委員長、渡辺、問里子、小北各副委員長

ほか 2 名

議事( 1 ) 10月号= 今後の外装吹付仕上材料特集経過

報告

(2)  11月号= 第27回青年技術者特集選衡結果報

£口と

(3)  11月号特別企画転機にたつマンション ・

集合住宅待集経過報告

(4)  12月号= 設計のための新耐震設計法( 仮称)

特集報告

(5)  1 月号= 職能論( 仮称) 特集幹事会報告

(6)  2 月号= 台所の計画と設備特集編集幹事会

報告

(7)  3 月号= ポートピア '81 ( 仮称) 特集報告

(8)  4 月号= 施工材料特集の件

(9 )  5 月号= 法令特集の件

(10)  r建築の限J 56年 1 月- 6 月号新執鋒者の件

(11)  来年の「建築と社会」表紙デザインの件

(12) そのほか

(13) 収支状況報告

広告企画小委員会

13日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 10月号「今後の外装吹付仕上材」特集広告収

入報告

(2)  11月号「転機にたつ 7 ンション ・集合住宅」

特集広告途中経過報告

(3)  12月号「椛造」特集広告企画

(4 ) 正月号「謹賀新年挨拶広告」広告企画

(5)  2 月号「台所の計画と設備」特集広告企画

(6 )  そのほか

青年技術者掲載打合

14日 10時- 1 7時 於会館集会室

15日 10時- 1 5時 間 上

16日 3 時- 5 時 向 上

3 月号 「ポートピア '81 J ( 仮称) 特集編集幹事会

28日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 問中委員・森委員 ・村上委員

議事「ポートピ 7 ' 81J 特集の企画の具体化

教 育 委 員

講習会小委員会

必』

2三

3 日 61時- 8 時 於会館 3 階会議室

出席者 佐々木副委員長、津路藤里子両幹事ほか 5 名

議事( 1 ) 本年度建築工事実務講習会申込状況報告

(2) 建築技術選舎講座 ・第 7 回実施報告

(3)  同次回講座( 第 8 回、第 9 回) 企画につ

いて

(4 )  そのほか

第26回工高生デザインコンク ール審査会

4 日 2 時- 711寺 於会館集会室

出席者 川崎審査委員長ほか12審査員、多胡教育委

員長ほか 5 名

事 業

忘年懇親会企画打合

委 貝

..6酔

"zl > 

9 日 12時半 - 2 時 於会館 3 階会議室

出席者 三品委員長ほか 7 名

殺事( 1 ) 建築関係団体との共催の有無について

(2 ) 建築クラブとの共催案について

法 規 委 員

小委員会

A 企陶酔

"zl > 

14日 3 時- 5 時 於会館 3 階会議室

出席者 中間副委員長ほか 3 名

議事「災害と法一安全な環境をもとめで」の企画につ

いで

委員会

21 日 311寺- 5 時 於会館集会室

出席者 岡本委員長、中間副委員長ほか 7 名

議事 (1) r災害と法一安全な環境をめざして」の企画

(2)  スイスの旅行 8 ミリ 映写

(3 )  次回委員会について

住 宅 委

委員会

貝

A .  

M 

14日 5 時50分 - 711寺 於会館集会主

出席者小西委員長ほか 9 名

議 事 第17回よろず相談住宅展の件

建 材 委 員

委員会

23日 4 時 - 6  H寺 於会館集会室

出席者 山田委只長ほか 9 名

議事( 1 ) 防水石河ボードの材料説明

説明者 : 三菱化成工業より 2 名

，企‘

M 

(2)  今後のメインテーマと新建材紹介コーナー

のテーマ

出 版 委 貝

-'"与

M 

小委員会

29日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者小林委員長ほか 3 名、学芸出版社

議事( 1 ) 建築技術選舎経過報告

(2) 今後の企画

見

ム同

寸ー

A .  

M 

悔回阪急東宝会館「ナビオ阪急」新築工事の見学

8 日 1  11寺半 - 4 時

参加者 64名

設 計 施 工 株 式 会 社竹中工務庖

説明者 側竹中工務庖設計課長鎌谷憲彦氏そのほか

議

建築工事実務講習会

習 ..，‘ 
Z 玄

14日 9 時- 1 7時 於大阪府立労働センター

受 精 者 93名

講 師 施 工 計 画

大成建設側大阪支庖作業所長 羽生永紀氏

見 積

( 捕竹中工務庖見積部見積 I{!I!長 綿里子文雄氏

施 工 図

(附 大 林 組 工 務 部 工 務 成 長 金 田 宏 氏

若 い 会 員 の 集 い

レクリェーション施設を考える (3)

みどりのやすらき'の里

“ クリーンピア三木" を訪ねる

18日 9 時 - 18時半

参加者 38名

，i昨師側安井建築" 世，1十事務所松山 新氏

側 板 倉 建 築 研 究 所 幸 国 庄二氏

同 k  大久保久能氏

建 築 ク フ ブ

役員会

8 日 正午 - 2 時 於会館 3 階会議室

出席者塚本代表、佐々木 ・嶋本正副委員長ほか 4

名

殺事( 1 ) 忘年懇親会開催の件

(2)  今後の議師と各月の司会者について

朝食会

14日 8 時 - 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 68名

当日は、歌人であり建築家である若山旅人氏より、

「父、牧水を j吾る」と足1 i してお話を伺った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

3 日 21侍- 4 時 於東京建築士会会汲室

出 席 者 建 築14団体、建設省( 本会より尾他委員)

議事設備技術者問題に関する報告舎の検討

10 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 2 社〕

大阪府都市開発側 (附此花工業所

〔個人会員19名〕

井 手 晃 ニ

佐々木殺隆

{ 主本福三

神 本 奨 鈴

丹 羽 正 次

嶋 田 良 治

吉 田 信 夫

金尾 寛

新 庄 康 裕

田伏 j羊ー

中谷 功

新 田 祐 次

l1J fl 1.孟

木村隆J t l J

角 南 修 平

高精 茂

中 村 俊夫

針 回 一 朗

山 下 祥 三

口口口口口口口口口口口口口[ J U口口
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地玉三，士三

ピコI .J........ 色' こコ

総合天井システム知識 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、、、、AL TS工法、は当社担自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井住」二げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの般備ゾーンとの組み合せ、さらlこ

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能| こしだ多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 ・鱈(06) 312- 4131附

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁目混番第29草 原 ピ ル 干105 電 信(03) 437- 3361間

縄 問 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 干812 電 信( 092) 291- 045邸側

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区俵 町 2 丁 目 1 番 6 号 干451 電 笛( 052) 522ー 54361仰

仙 台 仙 台 市 本 町2 T目1番 8望号第 1広 瀬 ピ ル 干980 ・ 笥(0222) 65- 656a句

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 1 1 9 番 地 干900 ・Oo(0988) 53一 問 問 的

48 

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和ビ ル)

電話 神戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区西天満2丁目6番8号 (堂ピル5階)

電話 大阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

-・ 『・. .  • .  • • • .ー ー一一一

・・・・ ・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・ーー今一 一一 一一一一 ーー .  一宇一一 守ー. .  .  .  .  .  .  • 
.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  • .  • .  • .  • .  .  .  • . 今 一

-・・ ・・・・ ・・・・・・・. .  .  .  .  .  .  .  • . ー ー ー .  .  .  

.  .  .  .  • .  • • • .  .  • .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .一 一 ーー・ ・

• 防 水 専 業 の 研 究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一 層 防 水) 地工するだけで、防水は完笠です.

温 度 変 化 に 伸 び が な く 、 柔 軟 性 に hl み、耐酸、面. n 薬品性に慣れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水格 プレノテクト吹付工法

奥山化工業株式会紅
本 社 東 京 郷 中 央 区 銀 座 8- 4- 9 電話 03 ( 571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電話 的 (391 ) 1081- 2  

崎玉営業所 崎玉県桶川市東1- 6- 10 電話 0487(74) 2845- 6

厚木出張所 神奈川県厚木市企図宇古畑259 電話 0462 (21)  6092 

名古屋出強所名古島市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県鯖富町 電話 ω52 (47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両谷町1一12 日生ビル 宮 ( 943)6571代 表

東京・横浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・静岡・岡崎・ 名古屋 ・富 山 ・大津 ・京都・神戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡他 全国 主 要 都 市



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施 工

d争続期目玉業社

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1-25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7 1(代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震 災 詞 汚 禁 処 毒 設 計 地 工

争 続 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神戸市中央区下山手通 6 - 2 - 8 電 お 神 戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 間 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内r，z 江戸線 I T 日10番17 号 〒550 111，1古(441 )8231

本 社 東点都中央区銀座 2 了間 2 番17号 〒104 'I1!s ; ( S3S) S251  

支 社 大阪・東京・名古屋

支 后 札帆・仙台余沢・広島・縮問

営難所 桁潟・天鹿・岡山 ，，官;松 ＡＡｾ本
出張所 帯広・野森・秋田・盛岡・前縞 千雲監・倹浜 ・併問

富山・栂弁・盟国・京都・神戸・徳山・鹿児島 ・那続

海外支庖 シンガポー J レ

- 給排水衡生 ・冷暖房

・空気調和般傭 ・その他管工事一切の段計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411側

大阪支社大阪市北区中之島4-2- 38 電話 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営. 所仙台・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・縄問

出ｾ所循弁・倉殿・苫小牧

空 気 調 和 主 主 側

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

環 境 衛 生 絡 股

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 織 械

三 械 工 黛 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

埋 事 支 1); 長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 宿 東京・日比谷 ・三f冒ピル

支 庖 名古屋、編岡. 札械、広 島、仙台、北陸

出 蝉 所 峨浜、問医l、静岡、強 HI 、|向 IJI 、金沢

空 気 調 和 設 備 吾凡

衛 生 設 備 日 計 施 工

⑪ 三 建 設 備 工 業 ヰ 結 審 社

大阪支l吉 大 阪 市 北 区 紅 締 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋蝋殺町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

空 気 関 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。格式会社三晃空調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 屯 話 06- 363- 1371

東京本府 東京郎新宿区 西 新 宿 析宿住友 ビル 泣訴 03- 344- 19日

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 屯，11; 06- 363- 1371 

支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  泣，1再052- 581 - 8571

広島市中区紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＲｾ 刀ー ＷＱｌ ｾ Ｎ五 ＰＸＲＲ Ｍ 47 - 4535 

福岡市中央 区大名 2 丁目 4 番22 1} Ｇ Ｔｕ ， ｾ ＰＹＲ Ｍ ＷＶＱＭ 3795 

出 渡 所 仙 台 償浜 ・福 井 京 都 ・神戸 ・松江 ・高松・沖縄

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 書6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  3<< - 6  0  3  I  ( 代)

本 社東京都中央区日本締本石町4-2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・大 分

cl eanOi r  

丸

ｏｾＡ 費 Ｑ Ｓｩｪ 警 ｊ 捗点舎 ｦ さ

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

容 認 蒜 師

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 医 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 『 ζ 7

搬送機設備

設 計 施 工

第ーエ索株式会社

大阪支庖

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本 社 〒100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313 - 1846  

Z 孟蚕裳 祭 大 阪市北区西天満 5 - 11-12  電話 06- 313- 1846

12 3; tE 22 5f 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49 - 2128 

駁 備 部 大阪市北区西天満 5- 11-12 電話 06- 313- 1846

禁郁容量驚 枚方市甲斐団東田T9 番 3 号 電話0720- 49  - 2128 
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暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

fi!!: 
嚢11回高

設 計 施 工

ｾ＠

-+ー

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁 目4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 (372 )  2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

空間・衛生・防災担傭 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

本ヰ担京都支底 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

宮舌(681) 5  1  0  1  - 5  . 夜間i専用 (691) 1045 

大 阪 支 l苫 大 阪 市北区 天 満1-5- 20 電 話 ( 06 ) 352- 3501間

三 軍 支 庖 棒 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電 話 ( 0592) 26- 361α代)

四日市営業所 四 日 市 市 西 末 広 町 旬 結 ( 0593) 53- 743l( {t) 

滋 賀 営 業 所 大 海 市 打 出 浜 13ー 15 1別舌( 0775) 22- 9738(，代)

名古屋営換所 名古屋市中村区則武 Ｑ ＭＲｾ 電話 ＨＰＵＲＩＴＵＲＭＳＷＰ Ｑ 杓

r - 町闘DAIR:::> 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備
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東 洋 煎 工 羽 信 機 式 会 後 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京続中央区京僑 2 丁目 9 T E L ( 562)  1 3 5 1  

: t : 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おまを西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 信 大 阪 ( 458) 3531番

支底・ 営業所 福岡 ・京都 ・天理・川西

@ 醤 暖 房13:

- E・E ・-・""，- 1: 1: 1 1: 1了圃

d佐官曹司. . ，. ，

③同議主義融持

[:J( 

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式念粧

大阪市西区江戸沼1丁目 22番7号

ft 06- 441 - 1994 ・443- 0331

塗装園日突イサ互事脇田塗

社団法人
日本塗装工業会

本 部 ( 105)

大阪事務所 ( 530)

東 京 都 港 区 愛 宕 1 - 2  - 2  

( 第 9 森ビル内)

電 話 東 京 03( 431) 1  5  0  1  ( 代)

大阪市大淀区中津 1丁目 18番18号

( 若杉ビル 7 階)

電 話 大 阪 06(373) 2  6  6  6  ( 代)



⑤ 

I7Eヨi ! ! I ' i n .1:::= . LAI ・ー. . . . b.

l窃 竜 丸 保 乱

Il: k 取締役 山 本 ↑ 奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 -. 2 - 4 OJ! H ヒ ル

T E L  大 阪06 (  :3 S  5 )  1  3  6  1  ( 代 }

市 酔 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

ぶ 都 市 右 庶 民 向 庶 崎 鹿 野 町 2 1  

T E L  中: 軒目 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  (fて}

市 中 央 区 議 民 1 - 1  4  - 8  

T E L  悩 問 。92 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 世 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電 気 ・ 言 十 装 工 事

ー逮

国吹

ヨ事

事有士曾咽陣所

京郎官官割陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町1-1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 313- 1101

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

子紬 I習1縄 問 出 強 肩 時

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大阪支社長

大阪市東区旗開僑五丁目 二八 番地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 総 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 偏 間

営業所・出張所 全国主要都市 20ャ所

電 気 工 事 設 計 施 工

昆
，、.

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( -なピル 7 陪 )

電 話 (361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 部 中 央 灰 B 本 候 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 将 | 筏 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一ー

一

株 式 会 社

社

底

ヨド

支

出 娘 所

電気・計装・空調工事設計施工

. . 気・暖冷房・空間ヱ司11金 計 施 工

&  T Y ' ト暗雲完工; . ; シニアリレヲ崎武8 U

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 r  F-I 1 番 3 号

T Eし 06- 364 - 3056 ( 代)

東京 ・神戸・ 広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

広都・ 高砂 そ原・徳山・松山・新屑浜 ・福岡・沖縄

?昼ュ

1 0  
取締役社長

社

支 1古

事 業 所

A  

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  5  ( ニュー新橋ビル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 貫 宮 本

ネ土

ft 

底

1苫

本

支

支

神 戸営: t l
i
庁

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

総 合 般 備 工 穆 〈殺 計 ・ 第 行〉

建 築 ・電気 ・アンテナ ・送電線・プラント・計装 ・空調・土木

⑧ 社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・ 名 古 厚 ・ 広 島 ・ 福 岡

田
取 締 役 社 長

ネ士本

ｴｬｾ＠

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 22- 8  

T E L ( 閃 ) 452- 1151( 大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・福岡

四キ本取 締 役 社 長

本土本

営業所

⑮日本写植印刷株式会社

義

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 . 06(692)1111代

〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル ，α扮2 位6) 4371 

干708 津山市大手町8番S号傾範庖会館 骨 Oお82 (4)  1771 

干筑泊荷風原村兼械 沖縄印刷団地 雷 飢渇8 (55)  61∞ 
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都田神代表取締役

本 社

日本写植センヲ一

連山写舗セン51-

沖縄写繍センヲー

事業所



奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

⑪ Ｒ 草刈滞黛 ｓｾ 局窓

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭 本町 パ ス 停 前 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 . .  550 

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

営 1 ・段省昆定の防火材料

難 | セメント系吹付材 ソリジツトスタイン 基材同等 o  0  0  3 毎

回 I ｾ害残リシン吹付材ヱパウオール基材問等 ｯ 0  0  3骨

回目 l

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o  0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒川 2-4- 22 電話 (06) 702一7814- 7

東 京 司 匹 狼 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 徳 間 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

大 阪 支J吉

大阪市東区高純橋 2 丁目 9 野村 ビJ レ5階 電 話 大 阪 (202) 4905

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・緊楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

E 司( 株) 踊0ヨコ! J D 2

きらった( 誕生) 一

: アースウェイブカーテン E

: ラグジュアリーカーペット E

回 日 本 フ 山 一 ン 株 式 会 社

〒切0・大阪市東区鎗慶町1丁目M番地・ヤリヤマチピル

T  E  L 侃 (943) 6 4 8 1  (代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社ブフ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 - 6 - 1

平 野 町 セ ン チ ュ リ ー ピ ル 1 F  

電気 ・空調・衛生など各種設備分野の記事が 1冊の雑箆に/
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日東工業( 株)

本社・大阪 ( 0 6 ) 2 6 4 - 1 0 0 0  (代)

- 2 8 7 1  (代)
基礎杭と土留のコ ンサルタント

ー7 1 6 5 (代)

工場・大阪・ 奈良 ・千葉・徳島 ・島根

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗布防本・ シート防水 ・モルタ J レl坊ぷ

・樹脂注入接着 工 法 九種樹脂 注 入按ＱＧｊ ｍ￬ 修 ｛ ｔ ｉｾ
・ 亀 裂 補 修 工 事 件筏術l I i ' i i主人・充填・コー キ ング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコ ン ・チオコ ール ・ウレタン・ アクリ J レ

・吹 付 工 事 アクリル・リ シン・ 5単位 タイル・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知事，i午"f (般 5 3) お51225; ; -

く〉日本シーリン ク工事業協会々員

大阪市北区末広田T 3 - 2 1 I叫 、 井 土 Z 件. J + ' In
ｾｉＡ ， 和地所 Ａ， Ｑ 開 ｉ ピ ｊ レ ＲＰＱ S  ¥帯完 I ［ＮｲＢ守ヲコｾＮＮＮて Ｗ ＭｴＮＱｬＱ

T E L  0 6( 3 15)0701 、r ・r ・... ＣＭ・ｾＮＮＭ、ｲＢＣ・

子二. I n C S A ｔＮ，ニ ｊｮｮｾ ，ニ ｊ ト
セキサンパイル ( s M .A C. P C. R C)  

カネライトフォーム A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 点 取 締 役 漬 岡 浩

本 社 干 629- 31 京t . 1l J { ; f 竹y- f -ms網 n 町 .{ . : 網野

T  E  L  ( 07727)2 - 2  2  2  0  ( 代 )

舞鶴 Ｇ ，Ｇ ｾ Ｇ［業所 〒 ＶＲＴ 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

Jl l  ! C a  

V 凶pC，ヤ-.._

ｾＭ ＭＢ， Ｇ ￬￰Ｚ 宅 ｫ
. .  .. 民日 唱 町 二4

ｄ ｟ ＼ｊ ｪ ｬｬ ｜Ｎ｟ Ｍｾ ｊＮ Ｎ＠

"一 "。 、 ｃ ｾ や

NO。

膨張材) 1 ¥野田工クスパン

防錆剤ヲヌ. . ，- y ;.t

Jll 野田セメント様式客員

本 音[l 東京都江東区重量洲 1- 1- 7  T E L  531-4111 

大阪支庖 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341-8331 

支 庖柏幌 ・仙台 ・東京 ・名古屋・大阪 ・高松・広島 ・福岡

製造元 日宮マスヲーピJ I，ヲ1弐 株 式 会 量

販売元 凋t モJ ・I J ｾＺｲ豊富震ｩｉ＼務自民事℃委書最士
本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 雷 03-582-8811

大阪H 業所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 雷 06- 202- 3294 

。ＢＧｾＭＩ｜ＯｾＭ騎代の断熱恥ｾ人 ａ
1る二ν

--J l 今

日E バイナリーシート P
目立バ イナリーシート P は，日立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層 した，二重 権造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判鯨都刊田区脚内2T自 慢2号( 刊回ピ)11)

デンカC S Aファミリー製品

.:r.二.InCS A . . . …・…・・……・……ーコンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和 材 )

・子二Ｎｉ ｮ Ｇｦｾ，ヨニ ＮＱＮ …・ ・…・…………・…鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに
( グラウト用無収縮材)

・千二ＮＱ Ｐ 司 ｆＮＺＮＺ 一音声吻 Ｇｬｾ ……………・・コンクリ一卜躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補 修 用 急 硬 セメント )

・望号ニJ nEs. . . . ・H ・... ..・ H ・.. . …・・・・・・…・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・安二. I nI I OOO・… … … … … … … … コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T EL 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; l 、ーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1
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「省エネ効果を高める」外壁

Ｍｾｊｌ ラ ｾｴ 守

へ ー ベ ル ラ イ ト は 、 パ ネ J レ令簡に補強

芯材を内臓しています。木造住屯・欽

I'J"住宅どちらにも 7 ッチする外カベパ

ネルとして i主円を mめています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ 火 に 強 い

. ヒ ピ 割 れ し に く い

. 重 厚 な 外 観 を つ く る

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

今 、 家 づ く り 街 づ く り に 、

大 量 に 使 わ れ て い る ヘ ー ベ ル。

{ 緊貴重究泡コンクリー トパネJ レ)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら l苫舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷暖房' t ' t を節減する、 '(i エネ J レギ -iill 築 を つ く る こ と が

できる 。

・火災に対して安全な弘I ! 築をつくることができる 0

・地渓に強い建築をつくることができる 。

・短期lfifl で好みに合った、美しい述築をつくることができる 。

・隣 接 述 築 物ー lまいに訟でられ、敷地の有効利用ができる 。

・iill 築中、問問への迷惑が少なくてすむ。

・乾式工法でかつ断熱性がよいため、結誠によるジメジメ

やカピの発生のない健康的な悠築をつくることができる 。

. .ill l量感があり、近代感覚に満ちた建築物をつくることが

できる 。

安 全 ・ 快 適 な 建 築 づ く り に

貢 献 す る

日本工業規絡 (J l S)製品

l M. k 臣認定耐火情造部材省エネルギー協力製品

ＱＱＱｦ ｴＺ民主重量事ｾｦｩｉｩ豆電ｾ益事土 ヘーペJL

〈長) 樹新興ぞ材Jf 業 所
、. 聞いノ 〒 550 大 阪 市 西 区 南 堀主 32ー 11 f t  (06) 538- 2951 代

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12ー14 ft078(922) 0007( 代)

高槻営業所〒569 高機市宮田町 2- 1  - 29 ft0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センヲー内)

|…同一羽月E

陥ｾｪｚｬｃ ｟ｬ 月号の予定目次ＭＭ
• P C板を用いた地中連続廷工法 ・傾斜地を利用した集合住宅( 1  )  

( T AIWA N  K U MA G AI l 許 J交盛 11 - 1 C 住宅公ト目中部支社

・再ひ支持地盤の設定と地耐力の取り方 ・フリース ペ ース共同住宅( 1  )  

Ut 辰 工 業 K K l 北 中 克 己

・複合工法による集合住宅の設計と施工

与=ニーー. u
九 m

(九段位築研究所) 中 間 栄三

- わかる設備( 8)  

ft08202 (2)  5211 

- - 雪国嗣闘ー富田ー|

定価￥ｾ 依寄りの川』にごi t . x:ド さい。

- 建築企画シリーズ (10)

(他 築 企 l凶協会) 福 田 間一 郎

. . 湾造計算データシート (72)

Ｈ ｾ，ｉｬ ｩｬｬ 設計 ωｦ 究所 Ｉ 中川 1亨

ｩｬＱｾ粍柿統 ｊ 附ｽ＼ ・ フォトニュース ・ 卜ピ γ ＧｊｊＮ ・ ｕＡｾ高［ￍＨ

の良 ￸ Ｇｩ ・ 読者コーナー ・ Ｑ 師外の，，ｾ凶 ・ ｩｬＱ材の動 ｉＺｉｊ その他

( K K 大 林 組) 樋 口

好 評 発 売 中 /

()I: 七同町十 'JJ 務所) 井 上 博

直鑓購読ご希望の場合年間予約金￥10，2∞( 送料共)

|建|築| 技|術| の| 出| 版|案 |内 i

新 干1J I 亀 田 泰 弘 監 修 | 中 川 淳 編 著

時 3i 蹴 悶 臨 調l 也3ji |( 震建築工事検査の実際) 器; ; 部I( 建築構造計算資料集J (全 8 巻)

第 回 集 に 続 き 今同 も で き る だ け 他の 参 考 | 現 場 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の 口 |各 種 建 築構 造 の 計 画 ・設 計 に 役 立 つ 笑 用

書 信 ど に は 掲 i 蹴 さ れ て い な い 実 用 的 な 問 | 任 を は た せ る よ う 、 現 場 に 即 し た 試 験 ・| 便 覧 と し て 、 わ が 国 建 築 界 は じ め て の 建

| 検 査 の 技 術 を 懇 切 で い ね い に 解 説 し た 初 |

題 を 精 選 し 、 各 種 構 造 ま で 実 務 に 直 結 し | の 工 事 検 査 方 法 指 導 告 。 I築構造計算資料集。全8巻を予定している。

た 百 余 の 構 造 問 題 を 集 録 し た 。 第 囚 集 同 | ・上巻 8 5・453頁 定 価6 ，000円 ・送 料350円| 憎舗内訂

様 ぜ ひ 嵯 右 に 備 え て 御 活 用 下 さ い 。 I・下巻 8 5・日5頁 定 価7，000円・送料350円| ー第1 巷
鉄 筋 コ ン ク リー 卜構造 編(1)

8 5・240頁 定 価3 ，800円

西 忠 雄 監 修 | 小 池 正 次 著

( 建築の接着工劃里山謂|悦団地の土木設劃売itji !と:;鋼
ノ 送 料400円 |

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 柿 造 編(2)

8 5.212頁 定 価3 ，000円

梢 造 編 ( 1)

接 お 工 法 は 建 築 工 事 の 広 い 範 囲 に 利 用 さ | 本 』 は 、 快 適 と よ 住 環 境 を 造 成 す る た め の

れ て お り ま す 。 本 書 は 設 計 ・施 工 に 必 要 | 宅 地 造 成 、 道 路 と 駐 車 場 、 下 水 、 汚 水 処 | ・ 第 4 巻 鋼

は接石工法の決定版として、建築設計者、| 理施設、高架水槽、歩道橋、擁壁はどの

8 5・225頁 定 価3 ，200円

榊 造 制 (2)

8 5・256頁 定 価3 ，500円

施 工 管 理 に た ず さ わ る 現 場 技 術 者 、 そ の | 設 計 詳 細 と 実 例 を 解 説 し た 技 術 資 料 の 決 | ・第 5 巻 鉄 竹 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柿 造 制

他 の 方 々 に 役 立 つ 接 着 工 法 の 参 考 書 。 I定版。

l 園者ｾ東京都新宿区北新宿ｩｉｉＳｉ中島ビル ｷ
Ｍ､ 暗圃ｾｾ・］］ＭＭＢＧＡ
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8 5・208頁 定 価3 ，200円

娠さ一一主主同ｩｴＮＴ番台東京伽ｾ川町ｼ



設備合理化に貢献する

ミ器! J ! J ｾトヨ山ＺＺｊ ｏ

S K- l 00S標 準 型

S K型 I層式( 桝) / 2層 式/ 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・ 受 カ ゴ ・ ス ラ イ ド 板 ・ 排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

ト ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 又 、従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 イ 寸 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、残 透 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 文 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 底 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・ 設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、規 格 品 の 在 庫 も 多 〈 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実 績〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル/ 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル/ 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー 卜 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル/ 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル / 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル/ 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル / 三 宮 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ョ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル/ 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品 目 〉

S K式グリーストラ ップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ップ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 下 さ い 。一 一 一 一

製 造 発 売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営難所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) 雪 印 (304) 548附也

本 社 / 干 130 東京都畳回区東駒形4- 6- 9(和幸ピル)

ｉ ｬｬｬｩｉ￭ｉＡ函館理量置軍県甲ｾ・ ｅ ゅｾ喧 ｴＧ Ｍ ｾ ，・ l  
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民品ち出: Jl IJ I レヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

'  、

・オリエンタルサンセラム( S  S  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大 波 ・V 波 ・ ボ ッ ク ス 波 . wジ ャ ン ポ 波・V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・ 其 の他

用 途 平 桓 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制)J

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

選挙市 IJ  I  !J 9  Jl :J.ゆJl 製造掠式会祖

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412 - 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081 ( 代)

支 底 及 工場 大 阪 ・ 九 州 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484 ) 42- 3115( 代)

支 庖 及 工吻 東 北

現場の 信頼、 に応える 司 ｲｬＢｾ ・
告I j ロ

ヨ党口口

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 周

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

B ' z ヲー

ヲ ｾ￯Ｍ ￟，ＮＭＧＢ
ヲ ｾＹＮＮﾭ

' 1' T-9' : . .  

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 ｚＥｾＭＣﾭ

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i 宅::1- 16，

一一 セメン卜混和剤・助材綜合メーカ一 一

樹 緊 油 脂 仕 工 程

A Y 東京書E品 川 区 ニ . 1 - 18- 8 f t東 京 (787) 1131代表

東 北 支 底 福 島 市 下 野 寺 字 逮 原3ー 2 f t u245 (91)  1131間

関東営業所 茨械県土浦市大田T14 - 3  f t u298 (23)  1131開

盛岡営業所 宕 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 f t u196 (45)  1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのス キ間 でも 、7]<. は遠 l忘しませ ん。

< t : l アス 〉は、防水工 i ドひとすじに 50余 年。

この小さなスキ問と の、長 いたたかい を続け

ているのです。 もちろん O シグマー卜によ

るウエルドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライプ工 法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、 完全責任地工 ・年| 浪保証が私たち

の 強力な武器。 全国90 カ所にも

およぶ 〈日アス 〉ネットワークの 、水もモラ

さぬたたかいよ リに 、ぜひご注 目くだ さい。

地 区

北海道

会 社 名

目本防水総業株式会社

日本防水総業(株 ) 旭川出 張所

日本防水総業( 株) 割11路出張所

日新建工(株) 札幌出張所

大和工業( 株 ) 苫小牧出張所

日新建工( 株 ) 仙台支庖

伊蕗建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京;/ ! 青練式会社

トーフジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野口工材株式会社

諸島田工業株式会社

富士工材株式会社

藤涯青興業株式会社

フタ パ興業(株) 東京営業所

北条涯膏工業株式会社

大和工業株式会社

;1 青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業繰式会社

石田建材工業(練 ) 大宮支底

石田建材工業( 練) 宇都宮出張所

;/ ! 膏建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業練式会社

同和建業( 練) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設練式会社

石橋建材繰式会社

協和建材工業椋式会社

三井工業緯式会社

東 北

関 東

信 越

北 陸

東 海
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地 区 会 社 名

東 海 三信建材工業株式会社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業練式会社

東京建材工業練式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池 田涯青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工( 株) 大阪出張所

日本綜合防水( 株) 大阪支庖

7 7-パ興業株式会社

? J レエス工業株式会社

有限会社丸藤商底

大島応用化学工業繰式会社

久下商窟

東洋建材株式会社

中村渡青工業株式会社

捌回建材有限会社

有限会社 ミサキ 商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国 束 中国防水工業練式会社

株式会社三洋妓建

三和防水工業株式会社

星永建材株式会社

大和工業 (株)広島出猿所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社

大三工業(株) 高知支底

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野高底

( 株)マ ル7 ス，可野商庖松山 支，g

株式会社山本商会

九 州 安施工業株式会社

加茂装備株式会社

日建エ材株式会社

繰式会社工材社

安藤工事繰式会社

線式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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. }i，i. Hi  *，i H"1240-15-，阿L他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、..._， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新工業 株 式 会 社 内 包 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 業 内 包 ( 882) 2424大 代

中 部 支 部 名 古屋 市 千 種区 千種通り 2 19( 舷 阜 正 ピ J レ) 日新工業名古屋 出張所内 合 ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 12 - 22 日 新 工 業 大 阪 市 庖 内 包 ( 533) 3191 代

製 造 元 / 日 新 工業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 御 多 駅 前 1 2  4  1  0  日 新 珠 山 出 張所 内 n ( 451 ) 1095 代
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アーキテクトの思いやり 〉

，a C: J日P
， ｡｣ｾｯ ￏＧ回ａｬ ｃｾ 日 ｐ 回ａｬ ｃｾｯ ￏＧ 困 ａｬ ｃｾ 日ￏＧ ｦｦｩ

V白色恥閑 圃京 猷 恥

東 京 営 業 所/ 干 101 東京都千代田区岩本町3- 11- 13n ( 03) 866- 6 101 (代)

札 幌宮 (日 11 ) 231- 8261 横 浜宮 ( 日45)681- 4835 岡 山宮 (0862) 26- 0619

仙 台宮 ( 0222) 22- 6413 静 岡宮 ( 日542) 81- 8931 広 島宮 (0822) 46・9436

膏 森君 ( 0177) 42- 8202 長 野宮 ( 0263) 27- 1841 高 松宮 ( 0878) 62- 5285

新 潟f t ( 0252) “ ー位61 名 古 屋宮 ( 052) 571- 636 1 福 岡宮 ( 092) 712- 9141

北関東宮 (0486) 51- 9721 北 陸宮 (0762)3 1-5741 鹿 児 島宮 (0992) 29- 6160

東 関 東宮 ( 0472) 56- 8801 大 阪宮 ( 06) 441 -5951 

ここは養護学校。今朝、スロープ階段

を、重度の障害児が、自分の力だけで

登りはじめました 。もし、すべりやすい

不安な床なら、かれはおじ気づき、決

してはじめなかったでしょう 。かれは

A Cフロアを認めてくれました 。

A Cフロアの特徴

独特の厚い発泡層をもっ温ビ系複合長尺床材

. 床衝撃音遮断性. 衝事吸収性. 断熱性・耐

摩耗性・耐薬品性. 施工安定性

くわしくは、資料をお求めください。

- 写真は群馬県立渡良瀬養護学校
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03379 ー 12雑 誌

わっかれ床も


